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巻 頭 言 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

校長 谷口 彰規

本校は、令和２年４月からＳＳＨの指定を受け、第Ⅰ期３年目を迎えました。特に今年度は、最初

の中間評価を受けるにあたり、これまでの取組を精査・検証し、成果や課題に対する改善策をまとめ、

４・５年次の取組につながるよう、ＳＳＨ事業を進めてきました。本校ＳＳＨの柱は、理数科をコアとし

た科学技術系人材の育成と、全校生徒規模での一人一研究一論文執筆の実践です。特に、生徒

が一人一研究一論文執筆に至る過程については、関係機関や運営指導委員会からの指導・助言

を受け、初年度の計画を大きく見直すことになりました。高校１年から３年までをまたいで、テーマ設

定、仮説を立てて探究し、論文執筆を行うカリキュラムに改善しました。まず、担任、副担任が、自分

の教科に関連する現代社会の課題等をもとに、大テーマを設定して探究講座を開設し、そのテーマ

の中から生徒は、最も興味関心がある講座を選びます。１講座あたりの所属生徒数は平均８名程度

で、その中で、生徒は４ヶ月かけて自らの研究テーマ設定を行うことになります。

運営指導委員の皆様からは、特に論文の質の高め方について、多くの助言をいただきました。中

でも、課題設定をはじめ、生徒の探究に十分時間をかけることや、教員がメンターとしての役割に徹

することについては、今年度からの改善に活かしているところです。また、生徒の一人一研究をより

充実させるために、担当教員が、卒業生を中心とした縦のネットワークや、大学、研究機関等の外

部人材の方々と生徒をつないでいく指導体制を整えたいと思います。    

さらに、探究的な学びを通常の授業にも取り入れるべく、各教科、各学年を横断的に結ぶ組織と

して設置した未来授業研究会を通して、探究的な視点をもった問いを立てる授業の実現に向けて、

すべての教員が探究活動に関わる体制を構築しながら、授業改善に対する教員の意識の向上を

図ります。国際性を高める取組についても、探究活動の成果を国際的に発信するための科学英語

の習熟に努めるとともに、次年度は、これまで感染症の影響で実施できなかった国外との交流も実

施したいと考えています。

教育課程外の活動の充実に関しては、自然科学系の部活動の所属部員数が着実に増えてきて

おり、科学の甲子園全国大会には、県代表として１２年連続で出場しました。今年度のＩＳＥＦ出場、

全国高校総合文化祭最優秀賞受賞、科学の甲子園ジュニア上位入賞も、ＳＳＨの波及効果ととら

えています。また、探究のための図書館や実験室を利用する「ＳＴＥＡＭラボ」の充実に向けて、次

年度、本校が創立５０周年を迎えるにあたり、学校図書館を探究や知の拠点とする整備を進めてお

ります。

指定から３年目に至るまで、実施内容と方法について大幅な修正や変更を図ってきましたが、こ

のこと自体、まさにＰＤＣＡサイクルを活かした研究開発になっているのではないかと思います。４年

次以降も、コアとなるカリキュラム開発、教師の関わり方、探究の進め方を着実なものにし、全校生徒

が質の高い一人一研究を実践するために、独自性と新規性を意識しながら研究開発を行ってまい

ります。

最後に、本事業推進にあたり、ご指導・ご助言いただ

いた文部科学省、科学技術振興機構、県教育委員

会、運営指導委員の先生方に改めて心から感謝申し上

げますとともに、本報告書をご覧いただき、さらなるご指

導・ご助言をいただければ幸いに存じます。
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きみろん Comp.(理数情報)

ここではまずエクセルでのデータ

処理、誤差を考慮したグラフ化の方

法を学び、論文やポスターに反映さ

せるスキルを学ぶ。

また研究の大きな手段として、プ

ログラミング技法を使ったシミュレ

ーションの方法について、ゲーム制

作や応用例を通して学んでいく。

情報と理科が融合した教科横断的学

習プログラムといえる。

ＡＲＴ＋ＳＴＥ

Ｍ

きみろん(Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ)

「君にしか書けない論文コンテスト」の略。全

校生徒が自分ならではのテーマを設定し、研究論

文を書くプロジェクト。多くの生徒が、自分の研

究で分かったことを、客観的根拠をもとに主張し

ていく。総合的な探究の時間で論文の構造を学ん

でいることが大きい。完成した電子ベースの論文

は、クラス内及び教員審査を経て、学年全体の５％

が選出される。その生まれたばかりの「感性」を

より「数理」的に鍛え上げ、育てていく。そして

宮崎西が生んだ卒業研究

として世に問うていく。

それが「きみろん」。

別紙様式１－１

❶❶令令和和４４年年度度ススーーパパーーササイイエエンンススハハイイススククーールル研研究究開開発発実実施施報報告告（（要要約約）） 

① 研究開発課題

未来イノベーションを牽引する人材を育成する中高一貫した

宮西型「ＳＴＥＡＭプログラム」の開発

② 研究開発の概要

本校の掲げる未来イノベーションを牽引する人材の育成には、感性と理性が融合したＳＴＥＡＭ教育が
必要であり、そのＳＴＥＡＭプログラムの開発を４つの教育実践プログラムの開発と４つの教育環境プログ
ラムの創出とした。４つの教育実践プログラムは、全学年対象の学校設定科目きみろんⅠ（理数探究基
礎）・きみろんⅡ・きみろんⅢ、理数科対象の学校設定科目、理数情報「きみろん Comp.」と理数探究「き
みろん Expt.」、中高一貫探究活動を推進する附属中学校対象の「ＳＴＥＡＭジュニア」である。また、生徒
の主体的な研究を推進する環境作りとして、「スチーム・ラボ」「縦のネットワーク」「一人一台パソコン」「未
来授業計画」の４つのプログラムを開発する。これらのＳＴＥＡＭプログラムがどのように生徒に還元された
か、あるいはプログラムの検証や改善に活用する評価方法の研究、研究開発成果の発信なども併せて開
発する。             
◇宮西型ＳＴＥＡＭプログラム概要図◇                             

    

宮崎
みやざき

県立
けんりつ

宮崎西
みやざきにし

高等学校
こうとうがっこう

・宮崎
みやざき

県立
けんりつ

宮崎西
みやざきにし

高等学校
こうとうがっこう

附属
ふ ぞ く

中学校
ちゅうがっこう

指定第Ⅰ期目 02～06

未来授業計画

授業で扱う知識は、発見されたときの「驚きの飛躍」とその後の「積み上げられた論理」とを合わせ持つ。

授業の中でいかに「感性」（ＡＲＴ）と「理性」（ＳＴＥＭ）を調和させ、生徒自身の研究のヒントとなり、

学問の扉を開けることになっていくか、まさに「生徒の問いが生まれる場所・時間」を創り出し、

新しい授業改革に全校で取り組んでいく。

きみろん Expt.(理数探究)

ここは生徒の研究に必要な実験

や観測の方法について学び、より科

学的な論文に仕上げる場となる。研

究内容に応じて必要な科学系実験

の測定装置の基本的な使い方が学

べる実験スモールプログラムが準

備されている。逆に、この操作を学

ぶことで研究テーマのヒントがひ

らめく可能性もある。

附属中ＳＴＥＡＭジュニア     
「感性」「探究」(総合的な学習の時間) 「サイエンス」「プレゼンテーション」（特色ある教育活動）

附属中では、1年生からの「感性」で短歌や俳句の創作に励み、より高い理数系の世界を「探究」や

「サイエンス」で体感していく。もちろん英語で自分の考えを述べる「プレゼン」能力も同時に鍛えられる。

3年になると、これらをより統合し自分の研究テーマを探し出し、高校へつながる最初の一歩を踏み出す。

ＡＲＴ＋ＳＴＥＭ ＳＴＥＭ

４つの教育プログラムの開発

ＡＲＴ＋ＳＴＥＭ

４つの教育環境の創出

一人一台パソコン

一人一台パソコンは、理数科から

スタートさせる。パソコンが研究な

どの「思考の道具」であることを、「き

みろん Comp.」や「きみろん」全体

のプログラムなどから

自分のパソコンを使って

体験的に学んでいく。

縦のネットワーク

生徒たちの研究のアドバイザー

として、西高卒業生の研究者・大学

院生を起点に、ネットワークを広げ

ていく。この活動が、「縦のネットワ

ーク」として、今後の新しい宮西型

を作り上げていく。

スチーム・ラボ

スチーム・ラボは、生徒たちが自分の研究につ

いて自由に話し合える空間である。ICT機器や先

行文献などの研究に必要な情報などを得て、簡単

な実験や、研究者を招いて「サイエンスカフェ」

のひとときを過ごすこともできる。各学年に設置

する研究室、学校図書館を

活用して未来につながる

アイデアが育つ。



44

 

4 

③ 令和 4年度実施規模   ※全校生徒を対象に実施する。     ( )内の数は理系登録者数 

課 

程 
学 科 

第１学年 第２学年 第３学年 計 附属中学校 

（生徒数/学級数） 生徒数 級数 生徒数 級数 生徒数 級数 生徒数 学級数 

全 

日 

制 

普通科 224422  66  221199  66  223333  66  669944  1188  １年 8800  ２２  

理文クラス 42 1 40(7) 1 41 (9) 1 123 3 ２年 8800  ２２  

文系  － 61 2 74 2 118 4 ３年 8800  ２２  

理系  － 118 3 118 3 236 6 計 

理数科 112233  33  111199  33  112200  33  336622  99  生徒数 学級数 

類型ごとの計 336655  99  333388  99  335533  99  11005566  2277  224400  ６６  

 教職員数（107） 

校 長 １ 主幹教諭 4 実習教諭 ３ 常勤講師 9 

副校長 1 指導教諭 6 事務副主幹 

事務主査 

主任主事 

1 

２ 

１ 

非常勤講師 3 

教 頭 2 教 諭 61 PTA職員等 6 

事務長 １ 養護教諭 3 学校司書 １ A L T ２ 
 

④  研究開発の内容 〇研究計画 

きみろん 15・Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ（個人論文作成、ポスターセッション、ルーブリック評価） 

１年次 
各週木曜７限に全学年で実施。論文作成テキスト『きみろん』配布、（１，２学年）論文作成、生
徒間・教員によるルーブリック評価、(３学年)ポスターセッション、要旨集作成、各種研究発表
大会等への参加。 

２年次 
〔１年次〕を踏まえて、各プログラムをブラッシュアップする。プログラムの検証・評価や次年度
の各プログラムの実施計画・準備。 

３年次 
各プログラムの検証評価の充実。テーマ設定に関する新たなプログラムの検討、中間評価資
料作成。 

４年次 〔３年次〕までの研究成果を踏まえた、各プログラムの内容や実施方法の見直し、改良。 

５年次 ５年間の研究開発のまとめ・検証を実施。カリキュラムの見直しやプログラムの改良を検討。 
 
きみろん Comp.（BYODを活用し情報スキルやデータ処理・分析、レポート作成・プログラミング） 

１年次 
理数科１年次１０月～２月、理数科２年次(先行)５月～９月の期間で、５日間まとめ取りで実

施。〔２年次〕きみろんＲ１(Comp．に改名)テキスト作成。 

２年次 
〔１年次〕を踏まえて、各プログラムをブラッシュアップさせる。「きみろん Comp.」のテキストの

活用と研究課題の内容更新・改訂の検討。 

３年次 「きみろん Comp.」テキスト改訂版製本。実施方法の見直し。中間評価資料作成。 

４年次 〔３年次〕の見直しを踏まえ、プログラムの工夫・改善。研究成果の還元方法の検討。 

５年次 ５年間の研究開発のまとめ・検証を実施。カリキュラムの見直しやプログラムの改良を検討。 
 
きみろん Expt.（実験スモールプログラム、フィールドワークの活用、論文・レポート作成） 

１年次 理数科２年生でのスモールプログラムの試行。理数科 3年次の内容検討・実施準備。 

２年次 理数科２年生で研究活動とスモールプログラムの実施。論文・レポート作成。理数科 3年次の

内容検討・実施準備。 

３年次 理数科２,３年次の「きみろん Expt.」の実施。縦のネットワークの活動とサポート。研究論文作

成、ＳＳＨ研究発表。卒業研究論文集制作。中間評価資料作成。 

４年次 〔３年次〕の見直しを踏まえ、プログラムの工夫・改良。研究成果の還元方法の検討。 

５年次 ５年間の研究開発のまとめ・検証を実施。カリキュラムの見直しやプログラムの改良を検討。 
 
ＳＴＥＡＭジュニア（感性・探究・サイエンス・プレゼンテーション） 

１年次 附属中学校全学年において、「感性」「探究」「サイエンス」「プレゼンテーション」を各週１単位

で実施。レポート作成、発表。並行して総合的な STEAMジュニアプログラム計画への着手。 
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２年次 各プログラムの見直し、再編成の検討。物理・化学・生物・地学の総括的な「探究」の開発。 

３年次 「サイエンス」プログラムの完成と実施。「探究」の試行。「感性」の改善。中間評価資料作成。 

４年次 中間評価を踏まえ、総合的な STEAMジュニアプログラムの構築と各プログラムの見直し。 

５年次 ５年間の研究開発を総括。中高一貫したプログラムの構築。 
 
設備と支援（スチーム・ラボ、縦のネットワーク、一人一台パソコン） 

１年次 
スチーム・ラボの設置工事。運用規定・計画作成、管理。生徒パソコン所有調査。研究連携
による卒業生ネットワーク体制の基礎作り。 

２年次 〔1年次〕の実施状況を踏まえて、工夫･改良し、各プログラムの実施モデルを作り上げる。 

３年次 
スチーム・ラボの管理・運用の見直し。卒業生ネットワークの活用とネットワークの拡大。中間
評価資料作成。 

４年次 
中間評価を踏まえて、スチーム・ラボの管理・運用等の見直し。縦のネットワークの活用の改
善と充実。 

５年次 
５年間の各事業の総括、検証をまとめ、各事業のブラッシュアップ、新たな研究活動支援の開
発の検討。 

 
科学系部活動の推進 

１年次 
科学系部活動の推進、スチーム・ラボ、理科等研究室の利用、ＳＳＨ研究発表・科学の甲子
園・科学系オリンピック等に向けた取組。 

２年次 
〔１年次〕の活動を総括し、部活動、または課題研究の環境整備、研究発表などの活躍の場
の増加。 

３年次 
理科棟研究室の利用推進。科学の甲子園・科学系オリンピック等に向けた取組の充実。中間
評価資料作成。 

４年次 研究発表に関する諸整備や探究活動や表現発信の充実。小中学校との連携の検討。 

５年次 ５年間の研究活動成果のまとめ作業を実施。国内外の研究発表会等への参加拡充。 
 
未来授業計画（指導法研究、カリキュラム・マネジメント研究、ICT教材の活用、評価方法研究） 

１年次 
年３回の職員研修会の実施。校内外講演会や研修会への積極的参加。実践的な ICT活用。
カリキュラムの検証。 

２年次 
〔１年次〕の経過を踏まえ、指導方法のブラッシュアップを図る。校内外の公開授業等への参
加推進。ICT新カリキュラムの再編成、授業、ICT活用等に関する課題や評価の開発。 

３年次 
授業公開（オンライン等の活用）による指導法の検証。カリキュラムの検証、高大連携構想、
中間評価資料作成。  

４年次 
〔３年次〕の見直しを踏まえて、年３回の職員研修会の実施。校内外の講演会、研修会の推
進。実践的な ICT活用。カリキュラムの検証、授業、ICT活用等に関する評価検証。 

５年次 ５年間を総括し、全職員でプログラムのブラッシュアップ、新たな未来授業を模索。 

 

〇教育課程上の特例 

学科・コース 
開設する教科･科目等 代替される教科･科目等 

対象 
教科・科目名 単位数 教科・科目名 単位数 

普通科・理数科 きみろんⅠ １ 
総合的な探究の時間 

１ 1学年 
普通科 きみろんⅡ １ １ 2学年 

普通科・理数科 きみろんⅢ １ １ 3学年 

理数科 きみろん Comp. 
１ 

情報の科学 
１ 1学年 

１ １ 2学年 

理数科 きみろん Expt. 
１ 総合的な探究の時間 １ 2学年 
２ 課題研究 ２ 3学年 

〇令和 4年度の教育課程の内容のうち特徴的な事項 
学科・ 
コース 

第 1学年 第 2学年 第 3学年 
対 象 

教科・科目名 単位数 教科・科目名 単位数 教科・科目名 単位数 

理数科 
きみろんⅠ 

きみろん Comp． 
１ 
１ 

きみろん Expt. 

きみろん Comp． 
１ 
１ 

きみろんⅢ 
きみろん Expt. 

１ 
２ 

理数科全員 

普通科 きみろんⅠ １ きみろんⅡ １ きみろんⅢ １ 普通科全員 

附属  
中学校 

感性・探究       

サイエンス     

プレゼンテーション 

各 1 
感性・探究       

サイエンス    

プレゼンテーション 

各 1 
感性・探究       

サイエンス    

プレゼンテーション 
各 1 附属中学校全員 
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〇具体的な研究事項・活動内容 
(1) きみろんⅠ＞ 本年度入学生からの理数探究基礎の履修に伴い、新たなプログラムとして理数探究

基礎内容、模擬探究、探究シャドウイング、研究テーマ・仮説の設定を計画的に実施した。理数探究
基礎、模擬探究までは教科書と本校で作成したテキストを活用し、ミニポスターセッションや定期考査
で評価した。また、高校２年生中間発表の視聴、評価を経て、探究講座を編成して、自分独自の研究
テーマ、研究仮説、検証方法について探究計画書にまとめた。全職員で探究活動支援を行った。 

(2) きみろんⅡ＞ 「きみろんⅠ」で学んだ論文作成の基本的手法や研究テーマや仮説の設定を活かし、
生徒の探究課題をいくつかのカテゴリーに分類してゼミを編成し、探究活動の深化を図った。また、中
間発表において下級生（高校１年生）との探究シャドウイングを実施し、研究課題に対する質疑応答
や評価を行った。当該学年から成果発表会（ポスターセッション）を高校２年３月に実施することになっ
ている。成果物や探究活動に対する生徒・教員の自己評価や客観評価を実施する。 

(3) きみろんⅢ＞ 表現発信力を育成するために、「きみろんⅡ」で作成した論文をもとに発表用ポスタ
ー、英訳要旨(アブストラクト)を作成し、学年全員がポスターセッションを実施した。また、論文作成、ポ
スターセッションにおける自己評価や視聴者からのコメント、教員や外部学校関係者による客観評価
にルーブリックを用いて評価した。最終的には卒業論文として作品集を作成した。また、優秀な作品
は県教育委員会主催の探究活動発表会（MSEC フォーラム）や校外の課題研究発表会等に出品して
外部の評価を得た。 

(4) きみろん Comp.＞ 課題発見力、科学的探究力、協働的思考力を育成するためにパソコンを活用し
て、理科の実験や観測のデータの処理や活用・プログラミングを学ぶ理数情報プログラムを実施し
た。１日集中講座形式で実施し、一人一台パソコンを活用して協働しながら課題解決に取り組んだ。
理数科１,２年生は１単位ずつ履修し、終了時にレポート、アンケートを実施し評価を行った。 

(5) きみろん Expt.＞ 実験に関わる技術や知識を獲得し、検証方法の拡充、研究の深化を図るための実
験技術を学ぶ時間を確保する。また、その研究活動に対するアドバイザーとして指導者を配置する。
理数科２年生が１単位、理数科３年生が２単位で履修する。理数科 2学年は普通科のきみろんⅡと同
時展開して「ゼミ制」で探究活動した。理数科３学年は２０名程度の分野別の探究グループに分け、各
担当者のファシリテーション、生徒相互意見意見交換などを行い、科学的探究力、創造的思考力の
育成を図った。Expt.によって得たデータを基に仮説を検証して最終的に卒業論文を作成した。 

(6) ＳＴＥＡＭジュニア＞ ＳＴＥＡＭプログラムの目指す６つの力（批判的・協働的・創造的思考力、課題
発見力、科学的探究力、表現発信力）を育成し、中高一貫で探究活動を継承していくために、附属中
学校全学年で４つの特色ある授業「感性」「探究」「サイエンス」「プレゼンテーション」の４科目を各週１
単位ずつ実施した。また、外部との連携において宮崎大学との連携事業では最先端の技術や研究を
知る機会を得た。３年間の教育活動を経て、中学３年次に自分独自の研究をまとめて、３月に
「STEAM ジュニア発表会」（プレゼンテーション発表会）を実施する。中学３年生全員が発表し、中学
校全体で参加する。 

(7) 国際化＞国際的感覚を身につけるための校内プラットフォームを整備し、恒常的に国際交流関係プ
ログラムを設定して、国際化の定着、本校生徒の自走的・探究的な学習活動の促進を図った。本年
度より、タイの KVISサイエンス Academy との連携協定を締結し、直接交流はできなかったが、オンラ
イン交流を行った。また、台湾の大学生との意見交流（オンライン）を行った。 

(8) スチーム・ラボ＞ 生徒の主体的な研究活動を推進するために、生徒の協働的、能動的な活動を生
み出す場を創出する。また、ＩＣＴ機器や会議用機材を設置することで、授業や講演会、サイエンスカ
フェ、先行研究論文や参考文献調査などの活動の場となり、研究の深化や新たな発想を生み出す
場所を提供できる。本年度より理科等の実験教室と学校図書館全体をスチーム・ラボとして活動の拠
点とし、実験機材や PC・タブレット、書籍など、環境の充実を図り、活用度を高めた。 

(9) 一人一台パソコン＞ 生徒の主体的な活動を推進し、科学的な探究力を育成するために昨年度入
学生から一人一台端末の学校持ち込みが実施され、現高校１，２年生は全員、教材としての活用が
大している。授業や探究活動、あるいは課外活動などにおける情報収集や論文等の作成、生徒各自
の探究活動のポートフォリオを作成した。プログラム学習やパソコンの活用、科学的リテラシーを身に
つけさせる。指導する教員のスキルアップも研修等によって補助している。 

(10) 縦のネットワーク＞ 生徒の探究活動に対する助言やメンターとなる本校卒業生との連携「縦のネット
ワーク」を構築する。様々な分野において本物に触れる講演会や講演後の講師とのサイエンスカフェ
の開催、大学や専門機関への訪問など、研究のサポートを行う。コロナウイルスの感染状況を踏まえ
ながら極力、現地・対面開催を計画し、またオンライン開催時の効果を上げる工夫をする。 

(11) 科学系部活動の推進＞ R２年度同様に、科学系部活動においては高校において物理部・化学部・
生物部・数学プログラミング部、中学校において科学部、数学プログラミング部が活動し、その活動を
推進して活性化させる。様々な研究への検証実験や観察、観測の充実、活動の場の提供を図る。研
究成果の発表として、科学の甲子園や科学系オリンピック、コンテスト等に出場して評価を得た。 

(12) 研修会（指導法とその評価）：未来授業計画＞ ＳＴＥＡＭプログラムの掲げる６つの力を育成するため
に、本校教員全員で生徒の探究活動を援助し、生徒が問いを立てるきっかけとなる授業の工夫・改善
を実施する。また、ICT 活用、個別最適化、コロナ感染症対応など、さまざまな教育環境の変化の全
体共有や他教科・科目との教科横断的な学びなど、年３回実施する「未来授業研究会」を全教科で実
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〇具体的な研究事項・活動内容 
(1) きみろんⅠ＞ 本年度入学生からの理数探究基礎の履修に伴い、新たなプログラムとして理数探究

基礎内容、模擬探究、探究シャドウイング、研究テーマ・仮説の設定を計画的に実施した。理数探究
基礎、模擬探究までは教科書と本校で作成したテキストを活用し、ミニポスターセッションや定期考査
で評価した。また、高校２年生中間発表の視聴、評価を経て、探究講座を編成して、自分独自の研究
テーマ、研究仮説、検証方法について探究計画書にまとめた。全職員で探究活動支援を行った。 

(2) きみろんⅡ＞ 「きみろんⅠ」で学んだ論文作成の基本的手法や研究テーマや仮説の設定を活かし、
生徒の探究課題をいくつかのカテゴリーに分類してゼミを編成し、探究活動の深化を図った。また、中
間発表において下級生（高校１年生）との探究シャドウイングを実施し、研究課題に対する質疑応答
や評価を行った。当該学年から成果発表会（ポスターセッション）を高校２年３月に実施することになっ
ている。成果物や探究活動に対する生徒・教員の自己評価や客観評価を実施する。 

(3) きみろんⅢ＞ 表現発信力を育成するために、「きみろんⅡ」で作成した論文をもとに発表用ポスタ
ー、英訳要旨(アブストラクト)を作成し、学年全員がポスターセッションを実施した。また、論文作成、ポ
スターセッションにおける自己評価や視聴者からのコメント、教員や外部学校関係者による客観評価
にルーブリックを用いて評価した。最終的には卒業論文として作品集を作成した。また、優秀な作品
は県教育委員会主催の探究活動発表会（MSEC フォーラム）や校外の課題研究発表会等に出品して
外部の評価を得た。 

(4) きみろん Comp.＞ 課題発見力、科学的探究力、協働的思考力を育成するためにパソコンを活用し
て、理科の実験や観測のデータの処理や活用・プログラミングを学ぶ理数情報プログラムを実施し
た。１日集中講座形式で実施し、一人一台パソコンを活用して協働しながら課題解決に取り組んだ。
理数科１,２年生は１単位ずつ履修し、終了時にレポート、アンケートを実施し評価を行った。 

(5) きみろん Expt.＞ 実験に関わる技術や知識を獲得し、検証方法の拡充、研究の深化を図るための実
験技術を学ぶ時間を確保する。また、その研究活動に対するアドバイザーとして指導者を配置する。
理数科２年生が１単位、理数科３年生が２単位で履修する。理数科 2学年は普通科のきみろんⅡと同
時展開して「ゼミ制」で探究活動した。理数科３学年は２０名程度の分野別の探究グループに分け、各
担当者のファシリテーション、生徒相互意見意見交換などを行い、科学的探究力、創造的思考力の
育成を図った。Expt.によって得たデータを基に仮説を検証して最終的に卒業論文を作成した。 

(6) ＳＴＥＡＭジュニア＞ ＳＴＥＡＭプログラムの目指す６つの力（批判的・協働的・創造的思考力、課題
発見力、科学的探究力、表現発信力）を育成し、中高一貫で探究活動を継承していくために、附属中
学校全学年で４つの特色ある授業「感性」「探究」「サイエンス」「プレゼンテーション」の４科目を各週１
単位ずつ実施した。また、外部との連携において宮崎大学との連携事業では最先端の技術や研究を
知る機会を得た。３年間の教育活動を経て、中学３年次に自分独自の研究をまとめて、３月に
「STEAM ジュニア発表会」（プレゼンテーション発表会）を実施する。中学３年生全員が発表し、中学
校全体で参加する。 

(7) 国際化＞国際的感覚を身につけるための校内プラットフォームを整備し、恒常的に国際交流関係プ
ログラムを設定して、国際化の定着、本校生徒の自走的・探究的な学習活動の促進を図った。本年
度より、タイの KVISサイエンス Academy との連携協定を締結し、直接交流はできなかったが、オンラ
イン交流を行った。また、台湾の大学生との意見交流（オンライン）を行った。 

(8) スチーム・ラボ＞ 生徒の主体的な研究活動を推進するために、生徒の協働的、能動的な活動を生
み出す場を創出する。また、ＩＣＴ機器や会議用機材を設置することで、授業や講演会、サイエンスカ
フェ、先行研究論文や参考文献調査などの活動の場となり、研究の深化や新たな発想を生み出す
場所を提供できる。本年度より理科等の実験教室と学校図書館全体をスチーム・ラボとして活動の拠
点とし、実験機材や PC・タブレット、書籍など、環境の充実を図り、活用度を高めた。 

(9) 一人一台パソコン＞ 生徒の主体的な活動を推進し、科学的な探究力を育成するために昨年度入
学生から一人一台端末の学校持ち込みが実施され、現高校１，２年生は全員、教材としての活用が
大している。授業や探究活動、あるいは課外活動などにおける情報収集や論文等の作成、生徒各自
の探究活動のポートフォリオを作成した。プログラム学習やパソコンの活用、科学的リテラシーを身に
つけさせる。指導する教員のスキルアップも研修等によって補助している。 

(10) 縦のネットワーク＞ 生徒の探究活動に対する助言やメンターとなる本校卒業生との連携「縦のネット
ワーク」を構築する。様々な分野において本物に触れる講演会や講演後の講師とのサイエンスカフェ
の開催、大学や専門機関への訪問など、研究のサポートを行う。コロナウイルスの感染状況を踏まえ
ながら極力、現地・対面開催を計画し、またオンライン開催時の効果を上げる工夫をする。 

(11) 科学系部活動の推進＞ R２年度同様に、科学系部活動においては高校において物理部・化学部・
生物部・数学プログラミング部、中学校において科学部、数学プログラミング部が活動し、その活動を
推進して活性化させる。様々な研究への検証実験や観察、観測の充実、活動の場の提供を図る。研
究成果の発表として、科学の甲子園や科学系オリンピック、コンテスト等に出場して評価を得た。 

(12) 研修会（指導法とその評価）：未来授業計画＞ ＳＴＥＡＭプログラムの掲げる６つの力を育成するため
に、本校教員全員で生徒の探究活動を援助し、生徒が問いを立てるきっかけとなる授業の工夫・改善
を実施する。また、ICT 活用、個別最適化、コロナ感染症対応など、さまざまな教育環境の変化の全
体共有や他教科・科目との教科横断的な学びなど、年３回実施する「未来授業研究会」を全教科で実
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施し、教科間の連携を図り、本校の授業改善に繋げていく。 
(13) 成果の公表と普及＞SSH プログラムにおける生徒の活動状況や日本学生科学賞や科学の甲子園な

ど各種オリンピック、コンテストにおける成果、また、探究活動の工夫改善に伴い、自校で作成したテ
キストやワークシートなど学校 HP（再編成）に掲載し普及を図った。成果発表会（高校２，３年生ポスタ
ーセッション、中学３年生ＳＴＥＡＭジュニア発表会）は全校生徒、また運営指導委員、学校評議委員
を初めとする外部関係者の参加で実施した。 

(14) 検証の評価方法の研究＞ 育成すべき６つの力がどのように身についているのかを測るルーブリック
評価指標を作成し、アンケートを実施する。ポスターセッションの生徒の自己評価、教員による客観評
価を取り入れ、比較検証、フィードバックを実施した。プログラム全体の評価指標を作成し、定点観測
で全生徒にアンケートをとり、年次比較、学年推移などによる生徒や学校全体の変容を示すデータと
して活用する。 

⑤ 研究開発の成果と課題  

〇〇研研究究成成果果のの普普及及ににつついいてて  
・本年度より高校１年生が履修した「理数探究基礎」においては、本校で制作したテキストと教科書を併用
し、論文作成の基礎知識や模擬探究などに取り組ませた。活動の様子や探究の手引き・テキストなどを
学校ＨＰに掲載して普及を図った。 

・高校３年生ポスターセッションにおいては、高校１，２年生、附属中学 3 年生、外部学校関係者(ＰＴＡ役
員、運営指導委員、管理機関)の視聴閲覧を対面実施することができた。また、本年度より高校 2 年生
が３月にポスターセッションを対面実施するが、３年生同様に在校生、外部学校関係者、ＳＳＨ研究指定
校まで枠を広げて実施案内をした。 

・「ＳＴＥＡＭジュニア」においても、４つのプログラムを中心に調査・研修会に取り組み、成果を学校ＨＰに
掲載した。３月に在校生、高校職員招いてＳＴＥＡＭジュニア発表会を実施する。 

今回は中間発表会ともに中学３年生全員が発表する。 
・「きみろん Comp.」に使用している自校作成のテキストは内容の充実を図り、学校ＨＰに掲載中である。 
・学校ＨＰのトップページをリニューアルし、ＳＳＨ関連ページが整理され、各プログラムの活動報告やＳＳ
Ｈ研究指定実施報告書などを掲載し、普及を図った。 

・本年度５月本校普通科３年生（化学部）がＩＳＥＦ（オンライン開催）に日本代表として参加した。数多くの
メディアの取材を受け、朝のニュース番組に出演した。また県知事を表敬訪問し、県表彰された。さらに
本校文化祭（朝陽祭）においては全校生徒に向けて英語による研究発表スピーチを行った。 

・理数科３年女子生徒（化学部）が全国高校総合文化祭自然科学部門発表（物理分野）で最優秀賞を受
賞した。本校化学部の指導者である指導教諭は管理機関の要請で県の理科研究部会において研究の
ファシリテーションに関する講演の講師として招聘された。 

・「きみろんⅢ」の優秀作品の中から１３作品を選出し、管理機関が主催する MSEC 協議会主催の「MSEC
フォーラム」に参加し、質疑応答など他校生との交流をした。 

・２年生「きみろん Expt.」において、科学系研究論文の中から優秀な２作品を選出し、宮崎県課題研究発
表会で発表する。県内の理数科を併設する４校（うち、本校を含む３校がＳＳＨ指定校）の代表２名ずつ
が発表し、上位成績は中･四国・九州地区課題研究発表会に出場する。 

・３年生理数科は卒業論文を作成して卒業生に配布するが、本校保存用に図書館に寄贈する。後輩の論
文作成に活用していく。また、３年生ポスターセッション用要旨集を冊子化して、学校説明資料やその
他教育関係者、保護者等に探究活動の資料として活用した。 

〇〇実実施施にによよるる成成果果ととそそのの評評価価  
・本年度より３年間の探究活動を再構築したプログラムに変更した。とくに「きみろんⅠ」は探究講座制、
「きみろんⅡ」理数科２年生「きみろんExpt.」において、ゼミ制を導入した。従来はクラス単位（生徒４０名
に対する指導教員１名）でプログラム学習形式であったが、論文の質、探究活動の深化が見られないと
の指摘を受けて、高校１学年では１１月～３月にかけて専門教科担当者の講座に対して８～１０名の講
座（４６講座）を編成し、探究活動を行った。また、高校２学年は４月～９月にかけて既に設定した研究テ
ーマ別に１０～１２名のゼミ（３０ゼミ）を編成し、そのファシリテーターとして専門教科担当教員１名を配置
した。木曜日⑦限の各時間で実施することができた。 

・「ゼミ制」「探究講座制」におけるファシリテーション（教員の関わり方）に関する職員研修会を 3 回実施し
た。運営指導委員の岡本氏による探究活動特別講演会では本校生の４作品を題材に論文指導の在り
方ファシリテーションに関する事例など全体で共有し、生徒の探究活動を支援することができた。 

・今年度の高校１年生から履修する理数探究基礎の学校設定科目「きみろんⅠ」では、自校で作成した
独自のテキストを用いて、探究活動の基礎事項の確認、模擬探究、高校２年生の中間発表に参加して
先輩の探究活動から学ぶ探究シャドウイングを実施し、定期テストにおける３観点別の評価やミニポスタ
ー発表時のレポートの提出、探究講座における探究計画書の作成によって評価を行った。 

・「きみろんⅢ」では探究活動の成果発表として高校 3 年ポスターセッションを対面実施した。生徒自己評
価と本校職員、在校生、外部学校関係者、管理機関からの評価を得た。Google Workspace を活用して
プレゼンを作成して中間発表を行い、最終的にポスターセッションを実施した。 

・「きみろん Comp.」は、理数科１,２年生ともに 1日７時間の「一人一台パソコン」によるプログラム演習を年
間５回に分けて実施した。各回のテーマで感想・レポートを提出し、知識理解、思考判断表現、がナビ
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に向かう姿勢など生徒の高い自己評価が示された。研究論文のテーマとする事例もあった。 
・「きみろん Expt.」は昨年同様、生徒の探究計画書を研究テーマごとに実験スモールプログラムコース、
理数情報コース、リベラルアーツ（文系型）コースに別れ、各方面の専門教科担当者がメンターとなっ
て、研究内容のブラッシュアップを図った。最終的には卒業論文として理数科全生徒が提出し、冊子化
することができた。 

・「ＳＴＥＡＭジュニア」においては、「感性」、「探究」、「サイエンス」、「プレゼンテーション」において、全般
的に指導計画に従って取り組むことが出来た。青島植生研修（中学１年）、綾照葉樹林研修(中学 2
年)、種子島・屋久島研修（中学３年）を２年ぶりに実施することができた。また、中学３年生の STEAM ジ
ュニア発表会を３月に開催する予定である。中高一貫したプログラムとなっている。 

・「スチーム・ラボ」では、昨年同様、タブレット・パソコン、ＩＣＴ機器のニーズが急激に高まっており、また、
放課後休日における理科等実験室の活用が盛んであった。 

・卒業生との連携として本校進路支援部や理数科理文課が主催する講演会を協賛している。各講演会の
中で講演の所感を記録させ、自分の探究テーマへの影響などコメントが寄せられた。また、現在２０名
の本校卒業生が SSH研究指定校の卒業生として登録し、SSHアンケ－トへの協力を得ている。 

・「未来授業計画」は年間３回の職員研修会を計画的に推進することが出来た。「問いを立てる授業」をデ
ザイン化し、全教科で模擬授業を実施した。ICT を活用した個別最適化の取り組みが多く見られた。 

・「科学系部活動等の課外活動の推進」においては、加入者数が増加し、全体で５６名が登録している。
化学部においては普通科３年男子生徒が ISEF に日本代表として参加し発表を行った。また全国高校
総合文化祭自然科学部門（物理分野）研究発表において理数科女子生徒が最優秀賞を受賞した。さ
らに科学の甲子園宮崎県大会において、本校代表グループが１２年連続で優勝し、県代表として全国
大会へ参加する。科学の甲子園ジュニアコンテストに本校附属中学生が県代表として参加し、全国第４
位の成績を納める活躍を見せた。 

・検証と評価について、各学年の「きみろん」のプログラムに関する評価ルーブリックを設定して、探究の取
り組みの評価とフィードバックに活用した。また、ＳＳＨ意識調査や本校の教育目標で養うべき資質・能
力の定着を図るＮＦＣアンケートを実施しており、相互に分析して本校生の現状を把握ですることができ
る。また、ＳＴＥＡＭプログラムで育成すべき６つの力を取り入れた生徒自己評価、教員評価、学校全体
評価を用いてアンケートを実施した。 

・「先進校視察研修」本年度も１１月下旬に関東方面・関西方面・北陸方面の先進校視察を実施した。各
校の特色ある優れたプログラムやその運用方法など研修で得たことを本校の職員研修会で共有し、今
後の本校のプログラムの改善に生かしていく。 

〇〇実実施施上上のの課課題題とと今今後後のの取取組組  
◇本年度から探究活動への全職員での講座担当については、１年次から２年次に移行する講座の再編
成や担当者の異動等が考えられる。シミュレーションを行っている。 

◇次年度はカリキュラムの移行期間となり、理数科２年生と３年生で「きみろん Expt.」を実施するため、各
コースの編成、担当者、時間割の調整が課題である。 

◇研究のメンター、ファシリテーターとなる先生方の共通理解、役割分担、協力体制を構築しなければな
らない。探究活動の方法等の研修を取り入れていきたい。 

◇各プログラムの評価方法については、検討されて実施されてきている。第Ⅰ期までにＳＳＨ研究開発全
体の基準や方法については、目標・目的を明確にして生徒・職員の共通認識を持たせたい。 

◇探究シャドウイングについてはもう少し時間を確保して取り組ませたい。 
◇「ＳＴＥＡＭジュニア」の「探究」においては、物理・化学分野を扱ってきたが、生物分野や地学分野への
対応も準備していきたい。また、今後の「サイエンス」で実施する教科・科目等の内容を検討していく。 

◇次年度から国際交流でタイ KVIS サイエンスアカデミーを訪問する。SSH 指定以降初めての海外交流
現地交流にあたりプログラムや費用の面からも準備していかねばならない。 

◇「未来授業計画」においては、生徒の感性を磨く、生徒が自ら問いを立てる授業の工夫改善と評価方
法の研究を検討していかなければならない。また、探究活動を推進できるカリキュラムの新たな編成も
検討事項の一つである。 

⑥ 新型コロナウイルス感染症への対応 〇メリット    ●デメリット 

〇昨年度実施できなかった講演会・講座や運営指導委員会、先進校視察研修などのプログラムについ
て、中止したものがなかった。現地開催またはオンラインで実施することができた。学校実施の場合は
教室リモート配信での実施であった。 

●高校３年生のポスターセッションは、昨年度と同様に各教室、特別教室や芸術教室など９会場を追加し
て分散開催した。視聴参加制限を設け、在校生は高校１、２学年、附属中３学年の生徒が視聴参加し
たが、（３年生）保護者は視聴参加不可となり、外部からは学校評議委員、運営指導委員（県内）のみ
に限定された。 

〇●オンライン開催、会議に伴い、リモート操作機器の設置や操作研修が必要となり、校内での運用を図
書情報課で集約し、自前で運用することができた。 

〇●ICT 機器の活用、オンライン、SNS 活用等の職員研修会を実施し、Classi、Google Classroom による
課題や講座配信等の活用を推進した。 

●本年度の「国際化」は渡航による直接交流はできず、オンラインでの国際交流のみの実施であった。 
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別紙様式２－１ 
宮崎県立宮崎西高等学校･宮崎県立宮崎西高等学校附属中学校 指定第Ⅰ期目 02～06 

 
❷❷令令和和４４年年度度ススーーパパーーササイイエエンンススハハイイススククーールル研研究究開開発発のの成成果果とと課課題題  

 
 ① 研究開発の成果  
 紙面の関係上、事業の全項目について網羅した記述をせず、令和４年度〔第３年次〕における、研究開発

計画の大幅な見直しとその実施内容、成果を報告する。 
○ 第２年次研究開発実施報告書に示した、研究開発計画課題の見直しとその実施･成果 

  本校 SSH 事業においては、『全校生徒１０８０ 名規模で一人一研究一論文執筆を実践しながら，探究

の質を向上させる』ために、独自性と新規性を意識しながら研究開発を行っている。当初計画に、「いか

にして探究をさせるのか」ということを十分に盛り込んでいなかったことが原因で，〔第１年次〕に探究

の過程を回せていない、探究の質があがらないといった問題点に気づいた。〔第２年次〕でその原因を分

析して実施内容と方法の見直しを行い、【第２年次研究開発事業報告書 p１７，p６５】において重積する課題

をとりあげ、その解決策も提示していた。 
この解決策にしたがい、〔第３年次〕においては、次のような大幅な修正を図った。【❹関係資料：資

料①－p.50】 
 ①本校SSH事業の柱となっている｢きみろん｣を、｢一人一研究一論文執筆｣の教育プログラムに再定義して、

教育プログラム研究開発の柱とし、さらには学校設定科目とした。 
 ②学校設定科目｢きみろんⅠ｣では文部科学省検定教科書｢理数探究基礎｣を基本テキストとし、本校の独自

テキストも併用した。探究のサイクルを１学年｢きみろんⅠ｣の前期に模擬的に体験させ、探究のイメー

ジをもたせる｢模擬探究｣のプログラムを実施した。この｢模擬探究｣では基本テキストを用いて基礎的な

ノウハウを伝える探究基礎講座として位置づけた。 
 ③〔第２年次〕までは、生徒が探究成果を校外に発表していく機会を保障するには、探究活動の開始時期

も、探究の成果を整理しまとめていく時期も遅かった。そのため、１学年｢きみろんⅠ｣の後期に生徒自

身の興味と関心事から課題を発見して探究計画書を作成する｢探究講座別探究課題設定｣のプログラムを

試行し、２学年ですぐに探究活動が始められるよう工夫した。 
 ④教員がとりまとめる２年ゼミ別｢探究活動｣(４～１１月)で実際の探究活動を行わせた。探究の一区切りとし

て、校内ポスターセッションを２学年の年度末(３月)に設定して、まずはポスターによる口頭発表を主眼

として表現発信力を育成しようとした。 
 ⑤論文執筆は３学年以降を中心とし、２学年まで探究の過程を回すことができるようにした。 
 ⑥探究活動等の時間は木曜日７限目に設定し、この時間は全校２７学級、生徒１０８０名が同時に活動する。こ

のとき、教職員も全員が何らかの形で生徒の探究活動に関わりファシリテートする、真の全校体制を実

現させた。本校教職員の中には探究活動に関わった経験の浅い教職員が多く、定期的な研修やブリーフ

ィングの機会をつくり、全教員が自信をもって探究指導にあたることができるように工夫した。 
 上記の①～⑥について、〔第３年次〕の具体的な研究開発の成果について以下に述べていく。 
○ 〔第３年次〕の計画見直しによる学校設定科目｢きみろんⅠ･Ⅱ･Ⅲ｣実施内容の変更 

   ｢きみろん｣はSSH指定前に既に本校で実施されていた｢君にしか書けない論文コンテスト｣の略称である。

これを｢一人一研究一論文執筆｣の教育プログラムとして再定義し、従来の｢総合的な探究の時間｣としてでは

なく、｢理数探究基礎｣｢理数探究｣の代替科目として、本校 SSH事業｢４つの宮西型STEAM教育プログラム｣

研究開発の柱となる新たな学校設定科目とした。 
  本校は県都に位置する本県最大規模の高等学校であり、『全校生徒１０８０ 名規模で一人一研究一論文

執筆を実践しながら，探究の質を向上させる』プログラムは非常に大がかりなものとなる。そのため、本

校規模の高等学校での個別の探究活動を実現する教育プログラムを研究開発することには、一定の意義が

あるものと考えている。 
 (1) 学校設定科目｢きみろんⅠ｣ (理数科･普通科共通 第１学年 １単位) 

   令和４年度〔第３年次〕に新たに理数探究基礎の代替科目として設置した学校設定科目である。文部

科学省検定教科書｢理数探究基礎｣を基本テキストとし、本校独自テキストも併用して実施した。独自テ

キストは本校ホームページの｢SSH 開発教材｣において公開している。この学校設定科目｢きみろんⅠ｣を
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設置する以前は、生徒に論文執筆のノウハウを伝え、生徒全員に論文を提出させることを主眼とする旧

来のプログラム｢きみろん１５｣などが第１学年で組まれており、この計画変更時に探究活動を主眼とする

プログラムに替えた。 
  (a) ｢模擬探究｣プログラム (第１学年４～９月)  

    新たな学校設定科目｢きみろんⅠ｣の中で研究開発できた教育プログラムの一つである。 
｢数理的に探究する｣とは何か、｢協働的に活動し思考する｣ことの良さは何か、｢論文や発表を通じて過

去から現在、未来へと積み上がっていく科学｣とは何かを、学級内で編成したグループでの模擬体験を

通して理解させることを目的に開発を行った。【実施報告書(本文)：p.１７～１８】このプログラムの

ためのテキストは、成果の発信･普及のために、本校HPで公開している。 
    本プログラムの特徴は、①模擬探究の題材が４つ用意されており、生徒が興味や関心に応じて題材

を選択する自由度をもっていること、②模擬探究の機材がパッケージ化され、教室等で簡便に実施可

能であること、③協働的思考力を働かせる直接的な活動を含むこと、④数理的な結果処理が必要で科

学技術系人材育成にもつながること、⑤｢理数探究基礎｣としての知識･技能を観点別評価するために定

期考査で試験を課したことなどがあげられる。問題点は、あくまでも題材は教師側から与えられたも

のであり、生徒の課題発見力や独自性の育成には直接はつながらないこと、プログラム前の生徒の状

況を測っていないので変容を見ることができず、プログラムの有効性がまだ評価できないことである。 
  (b) ｢探究講座別探究課題設定｣プログラム (第１学年１０～３月)  

    ｢きみろんⅠ｣の後期に研究開発している教育プログラムである。問題･課題を教員側から与えること

なく、生徒自身が自らの興味や関心事から解決すべき問題を発見して良い探究課題を設定する力を育

成する教育は、ある意味、容易ではない。にもかかわらず、申請時の計画書や〔第１年次〕の取組を

見ると、この過程について手立てを十分講じていたと思えない。｢いかに探究させるか｣ということを

十分に顧慮していなかった〔第１年次〕では、課題設定から探究活動、成果物の提出までを非常に短

期間で行う計画になっており、なおかつ教職員があまり介在せずに生徒任せになっていた。〔第２年

次〕当初に、こうした研究開発上の問題を痛感し、問題点を分析し改善策を講じようと〔第３年次〕

からの計画の見直しを行った。見直しの結果を職員会議に諮り、本年度〔第３年次〕から第１学年後

期に全校体制による｢探究講座別探究課題設定｣プログラムの研究開発と実践を開始した【実施報告書

(本文)：p.１８～１９】。現在も当プログラムは進行しているため、生徒の課題発見力の育成状況につ

いての評価はまだできない状態である。使用中のワークシート等は成果の発信･普及のため、本校 HP

で既に公開している。 
    本プログラムの特徴は、まず①第１学年後期１２～３月の４ヶ月間という十分な時間で探究課題を設定させ

ることである。②この期間に２,３年の探究指導に関わらない全教職員４６名がそれぞれ｢探究講座｣を担当、

１年生の探究課題設定のファシリテーションを行う全校指導体制である。各教職員が｢探究講座｣を立

ち上げ、講座の大テーマを掲げる。そのテーマに関心を寄せる約８名の生徒が希望して｢探究講座｣に

所属、｢探究講座｣担当の教職員は所属生徒と対話を繰り返しながら、探究課題設定を促すというもの

である。③探究指導に不慣れな教職員を支援するために、SSH推進課による｢探究講座別探究課題設定｣

プログラムに関する職員研修会(３年次は２回)、外部講師による｢ファシリテーション講座｣、探究活動担

当者会や実施に向けてのブリーフィングを実施し、教職員が自信をもって探究活動に関われるように

配慮した。④探究課題設定に関するオンデマンドのビデオ教材、探究課題を絞り込むためのワークシ

ート、探究課題の事例集等を作成し、Google Classroomを活用して教職員と生徒に提供している。さら

に⑤２年生が行っている探究とその中間発表を１年生が参観し、実際の探究活動がイメージできるよ

う｢探究シャドウイング｣の仕組みもつくりあげた。 
 (2) 学校設定科目｢きみろんⅡ｣ (理数科･普通科共通 第２学年 １単位) 

    令和４年度〔第３年次〕に行った大幅な計画見直しとその実践は、令和４年度入学生、つまり第１

学年を対象に進められ、次年度以降、年次進行で新計画が実践される。そのため、令和４年度の第２

学年で展開した｢きみろんⅡ｣は、旧来の｢総合的な探究の時間｣の代替科目ではある。しかし、令和４

年度〔第３年次〕は令和５年度〔第３年次〕以降に｢理数探究｣の代替科目として設置する新たな｢きみ

ろんⅡ｣への移行を意識し、次のようなパイロット的実践を行った。【実施報告書(本文)：p.１９～２３】

令和５年度〔第４年次〕実施の、新たな｢きみろんⅡ｣につながる実践は次の通りである。 
  (a) ｢ゼミ別探究活動｣プログラム (第２学年４～１１月)  

  生徒が設定した探究課題を３２に分類して｢探究ゼミ｣を編成し、これに教職員を１名と生徒約１０名
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設置する以前は、生徒に論文執筆のノウハウを伝え、生徒全員に論文を提出させることを主眼とする旧
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    新たな学校設定科目｢きみろんⅠ｣の中で研究開発できた教育プログラムの一つである。 
｢数理的に探究する｣とは何か、｢協働的に活動し思考する｣ことの良さは何か、｢論文や発表を通じて過
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期考査で試験を課したことなどがあげられる。問題点は、あくまでも題材は教師側から与えられたも
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なく、生徒自身が自らの興味や関心事から解決すべき問題を発見して良い探究課題を設定する力を育

成する教育は、ある意味、容易ではない。にもかかわらず、申請時の計画書や〔第１年次〕の取組を

見ると、この過程について手立てを十分講じていたと思えない。｢いかに探究させるか｣ということを

十分に顧慮していなかった〔第１年次〕では、課題設定から探究活動、成果物の提出までを非常に短

期間で行う計画になっており、なおかつ教職員があまり介在せずに生徒任せになっていた。〔第２年

次〕当初に、こうした研究開発上の問題を痛感し、問題点を分析し改善策を講じようと〔第３年次〕

からの計画の見直しを行った。見直しの結果を職員会議に諮り、本年度〔第３年次〕から第１学年後

期に全校体制による｢探究講座別探究課題設定｣プログラムの研究開発と実践を開始した【実施報告書

(本文)：p.１８～１９】。現在も当プログラムは進行しているため、生徒の課題発見力の育成状況につ

いての評価はまだできない状態である。使用中のワークシート等は成果の発信･普及のため、本校 HP

で既に公開している。 
    本プログラムの特徴は、まず①第１学年後期１２～３月の４ヶ月間という十分な時間で探究課題を設定させ

ることである。②この期間に２,３年の探究指導に関わらない全教職員４６名がそれぞれ｢探究講座｣を担当、

１年生の探究課題設定のファシリテーションを行う全校指導体制である。各教職員が｢探究講座｣を立

ち上げ、講座の大テーマを掲げる。そのテーマに関心を寄せる約８名の生徒が希望して｢探究講座｣に

所属、｢探究講座｣担当の教職員は所属生徒と対話を繰り返しながら、探究課題設定を促すというもの

である。③探究指導に不慣れな教職員を支援するために、SSH推進課による｢探究講座別探究課題設定｣

プログラムに関する職員研修会(３年次は２回)、外部講師による｢ファシリテーション講座｣、探究活動担

当者会や実施に向けてのブリーフィングを実施し、教職員が自信をもって探究活動に関われるように

配慮した。④探究課題設定に関するオンデマンドのビデオ教材、探究課題を絞り込むためのワークシ

ート、探究課題の事例集等を作成し、Google Classroomを活用して教職員と生徒に提供している。さら

に⑤２年生が行っている探究とその中間発表を１年生が参観し、実際の探究活動がイメージできるよ

う｢探究シャドウイング｣の仕組みもつくりあげた。 
 (2) 学校設定科目｢きみろんⅡ｣ (理数科･普通科共通 第２学年 １単位) 

    令和４年度〔第３年次〕に行った大幅な計画見直しとその実践は、令和４年度入学生、つまり第１

学年を対象に進められ、次年度以降、年次進行で新計画が実践される。そのため、令和４年度の第２

学年で展開した｢きみろんⅡ｣は、旧来の｢総合的な探究の時間｣の代替科目ではある。しかし、令和４

年度〔第３年次〕は令和５年度〔第３年次〕以降に｢理数探究｣の代替科目として設置する新たな｢きみ

ろんⅡ｣への移行を意識し、次のようなパイロット的実践を行った。【実施報告書(本文)：p.１９～２３】

令和５年度〔第４年次〕実施の、新たな｢きみろんⅡ｣につながる実践は次の通りである。 
  (a) ｢ゼミ別探究活動｣プログラム (第２学年４～１１月)  

  生徒が設定した探究課題を３２に分類して｢探究ゼミ｣を編成し、これに教職員を１名と生徒約１０名
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程度を配置して｢ゼミ別探究活動｣を実施した。分類された探究課題の内容に応じて、その内容に近い

教科の教職員を配置した。ここでも指導スキルに不安を感じる教職員が多かったため、緊密に探究活

動担当者会とブリーフィングを行ってプログラムを遂行した。 
生徒は第１学年で各探究講座において探究課題を設定し、継続して第２学年での探究活動に入る。

しかし、このプログラムの方法では教職員は学校間の定期異動や校内人事等により、探究講座でファ

シリテートしてきた生徒を継続して指導し続けることができない可能性がある。この〔第２年次〕第

１学年で探究課題をある程度設定し、〔第３年次〕第２学年で｢探究ゼミ別探究活動｣に接続しても大

きな障害はなかったため、令和５年度〔第４年次〕以降もこのプログラムを踏襲することにしている。 
  (b) ｢ポスターセッション｣プログラム (第２学年１２～３月) 
    この実施報告書執筆時では３月のポスターセッションは未実施である。探究成果をポスターにまと

め、３月に校内ポスターセッションを行う予定である。ポスターセッションは、１日で３６０名の発表を

行う方法を〔第１年次〕から積み上げてきており、今回もその方法で実施する。また、ポスターセッ

ションにおけるルーブリック評価も、〔第２年次〕に実施した方法で行う予定である。 
 (3) 学校設定科目｢きみろんⅢ｣ (理数科･普通科共通 第３学年１単位) 

   この｢きみろんⅢ｣は、探究成果を各自論文にまとめさせるプログラムであり、この論文執筆の過程は 
令和４年度〔第３年次〕に行った大幅な計画見直しとその実践に関連はしていない。これまでの研究開 
発で作成した論文執筆テキストをもとに、生徒に論文を執筆させた。 
 ただし、令和４年度〔第３年次〕の第３学年については、大幅な計画見直しの移行期間にあたり校内 
ポスターセッションは６月に実施した。【実施報告書(本文)：p.23～25】第３学年の校内ポスターセッシ 
ョンにおける評価を、生徒の自己評価と教員による客観的評価の両面から実施し、分析も行った。 

○ ｢国際化｣｢英語化｣における学校･教職員･生徒の変容 
  令和４年度〔第３年次〕は、本校 SSH事業の｢国際化｣で大きな足跡を残した年度であった。 

１つは、６月にタイ王国のKVIS（カムヌートウィット・サイエンス・アカデミー）と連携協定を結び、１１月に 

KVISとのオンライン生徒交流会ができたことである。令和５年度〔第４年次〕には、KVISが主催する生徒研究 

発表大会KVIS-ISFに生徒代表を送り、研究発表による国際交流を行う方向で計画を進めている。また、６月と

１１月には台湾留学サポートセンター主催のオンライン討論会にも参加し、こちらにおいても国際交流の一歩を

踏み出すことができた。【実施報告書(本文)：p.３９～４０】 

２つめは、研究や授業の｢英語化｣である。５月に本校普通科の男子生徒が、国際学生科学技術フェア 
ISEF2022 Atlanta大会に出場し、自らの研究成果を英語で発表した。このことは本校文化祭において全校生

徒に英語で報告された。【❹関係資料－p.５０資料②】また、本校では理数科を中心に論文のアブストラク

トを英語で書くという実践を続けているが、一部で課題研究のポスターを英語で表現する動きも出てきた。

【❹関係資料－p.５０資料③】さらに、化学の中和滴定実験の授業をオールイングリッシュで実施し、校内

で授業公開を行う試みがなされた。このように、｢国際化｣｢科学の英語化｣という学校の変容、教職員の変

容、生徒の変容として現れてきている。 
○ 〔第３年次〕におけるSSH事業による効果の分析 
  研究開発を行う中で、次のようなデータを収集し，分析と検証を行った。 
 (1) 教職員から見た，生徒の｢６つの力｣の伸長状況 

   本校 SSH で育成したい資質･能力を｢６つの力｣と定義している。全教員対象のアンケートにより，｢６

つの力｣のうち，協働的思考力，批判的思考力，課題発見力が伸びたと半数近くの教員が実感している。

逆に科学的探究力の伸びが最も鈍いとわかり，改善に取り組んでいる。【❹関係資料－p.５１資料④】 
(2) 理系大学進学者数の分析 

SSH 指定後３カ年で普通科では理系選択者が着実に増加した(50.6→64.6％)。今春の大学進学者の全体

数は減少したが、理系男子の工学系･情報系、理系女子の理学系で増加した【❹関係資料－p.５１資料⑤】。

学校全体における理系大学進学者の割合も 3.0％増加した。大学進学者数のうち、男子の７８.１％、女子の

51.6％、全体の６６.０％は理系であった。 
(3) 教員のＳＳＨ，探究活動に対する取組の変化 

SSH、探究活動に参画する教員の意識変容をみる目的で調査を実施した【❹関係資料－p.５１資料⑥】。

〔第３年次〕に探究の深化に向けて活動の内容と方法を見直し、全教職員を探究活動のメンター等に充

てたこともあり，９４.７％の教員がSSH、探究活動、理数教育への参画を意識している。 
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(4) 探究活動を支える事前研修･ブリーフィングの効果 

生徒を直接ファシリテートする教員の不安を払拭するため、SSH 推進課が事前研修等を丁寧に行って

いる【❹関係資料－p.５２資料⑦】。１１月には外部講師による研修を実施し、全教員のスキルアップを

図った。 
(5) 探究的な視点をもった授業実践 

令和４年度〔第３年次〕本校校長より SSH 事業には探究的な視点をもった授業展開を平素より進める

ことが必要との指導があり、これまでの未来授業研究会の積上げも踏まえ，授業中にどのような実践を

行っているかを調査した【❹関係資料－p.５２資料⑧】。すべての教員が探究的な視点を意識して何らか

の行動を起こしており、今後も教師主導型から生徒主導型へ授業改善を推進する。 
(6) 女子生徒の科学技術人材育成 

〔第３年次〕中間評価の自己評価票に示したとおり、本校においては男子生徒よりも女子生徒の科学

研究の方が優れている場合が多い。令和４年度全国高校総合文化祭東京大会自然科学部門物理部門で最

優秀賞を受賞したのも女子生徒であった。 
本校は女子生徒を対象とした科学系講座への参加を積極的に促している。宮崎大学清花アテナ男女共

同参画室主催の｢令和４年度女子高校生のためのサイエンス体験講座 in宮崎大学｣への案内を高校１,２年

生に示したところ、工学･農学系の５講座全体の定員８５名となっているが、本校からは、その２８.２％を占

める２４名の参加応募があった。案内をする程度で、特に強い勧誘を行った訳ではないが、SSH 事業を通

じて探究活動を推奨する中で科学系への女子生徒の意識が特に高まっている。 
 ② 研究開発の課題   
 令和４年度〔第３年次〕に研究開発計画を大幅に見直し、新たな枠組みづくりを行ってきたが、依然とし

て次のような課題が残されている。これら課題に対する研究開発の方向性については、【❸実施報告書(本文)-

⑧｢研究開発実施上の課題及び今後の研究開発の方向性｣】p.４６で詳述する。 
① コア人材育成のための｢きみろんExpt.｣｢きみろんComp.｣の充実が求められる。 

本校 SSH では理数科を科学技術系人材育成のコアと位置づけているが、〔第３年次〕においても普通科

と理数科とで、第１･２学年で実際の探究活動に充てる単位数は同じであった。SSH先進校視察の結果、SSH

運営指導委員会からの御意見、本校のカリキュラム検討委員会による教育課程編成の結果を受けて、第２

学年理数科において学校特設科目｢きみろんExpt.｣を２単位とし、第２学年理数科の探究活動時間を同学年

普通科の２倍とする教育課程表ができあがった。しかし、計画･申請時では｢きみろんＲ２｣として、〔第２

･３年次〕に｢きみろん Expt.｣に改称され、研究開発の PDCA サイクルの中で実施内容が揺れ続けた経緯が

ある。理数科生には普通科よりも高いレベルでの、充実した探究活動をさせる教育プログラムとして実践

しなければならない。また、普通科で高いレベルでの探究活動を希望する生徒を｢きみろんExpt.｣でどう受

け入れるか、さらなる工夫が必要である。 
  〔第３年次〕まで本校理数科に、情報科目の代替科目として｢きみろんComp.｣を履修させており、｢情報

の科学｣(現課程の｢情報Ⅰ｣)と計算機実験入門の両面でより高度な情報処理技術を提供してきた。しかし、令

和７年度から大学共通テストで受験必須科目に｢情報Ⅰ｣が入ってくるため、大学入学共通テストや教育課

程での対応、内容の見直し、取扱いの変更を早急に考えなければならなくなった。これまでに研究開発が

積み上げられ、探究につながる成果が出ている｢きみろんComp.｣を維持する方向で、検討を続けている。 
② 探究課題設定における課題発見力育成が不十分 

  探究課題設定において、いまだに探究として深まりがないものがいくらか散見される。〔第３年次〕の

大幅な計画変更により、全教職員が同時間に全校生徒１０８０名の探究を支援するという全校体制を実現した

結果、探究課題設定の過程は高校１年生の１２月からの４ヶ月間、教職員１名が生徒８人にファシリテート

すればよい形になった。高校２年の探究活動(普通科の｢きみろんⅡ｣、理数科の｢きみろん Expt.｣)でも、現

状よりきめ細かなファシリテートが可能になった。その点から〔第３年次〕からの新しい枠組みにより徐

々に探究の質も上がるのではないかと予想しているが、探究課題設定や探究活動で生徒にファシリテート

した経験のある教職員が少なく、自信をもって生徒の探究に向き合うことができないでいるのも事実であ

る。教職員全体の研修を定期的に数多く実施し、ブリーフィングも頻繁に行う必要がある。 
③ 生徒の資質･能力の伸長状況，SSH事業全体の進捗状況などを客観的に測る評価手段が不足 

  生徒の資質･能力を伸ばすために、｢模擬探究｣｢探究講座別探究課題設定｣｢探究ゼミ別探究活動｣｢ポスタ

ーセッション｣｢論文執筆｣といった探究の過程別プログラムを実施しようとしているが、それらの過程の中
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で本校が SSH で育成したい資質･能力｢６つの力｣がどのように伸びているかを評価する指標やルーブリッ

ク評価表などを十分に整備できていない。特にルーブリック評価表は、事前に生徒に提示し説明してこそ、

生徒に効果をもたらすものであるが、その提示が遅れがちである。 
本校 SSH 事業の研究開発課題は、『未来イノベーションを牽引する人材を育成する中高一貫した宮西型

｢STEAMプログラム｣の開発』である。この〔第２･３年次〕での研究開発計画の大きな修正･見直しにより、

独自性をもった『宮西型｢STEAMプログラム｣の開発』を系統的に推進できるようになると考えている。そ

の一方で、当初から現在まで『｢STEAMプログラム｣』の位置づけには曖昧さがあり、育成すべき『未来イ

ノベーションを牽引する人材』の姿も明確さを欠いている。国際大会出場や国内の研究発表大会で活躍で

きる人材を、この〔第３年次〕までに多く輩出できたことは自校ながら評価している。しかし、中間評価

の自己評価票にも記述したが、申請書にあった SSH 事業全体の評価指標｢STEAM プログラムの全体評価｣

は、校外で高い評価を得る探究成果がどのくらいの数で出てくるのかという視点がクローズアップされ、

どのように探究させるかという視点で研究開発の進捗を評価するものでなかった。国際大会出場者が出た

現状では、この指標で今後、本校 SSH 事業の研究開発全体の進捗状況を評価することはできない。この面

からして、〔第４年次〕に入る前に早急に事業全体の評価規準を再検討する必要がある。今後はこれまで

以上にトップレベルの科学技術系人材を輩出することを重視するとともに、SSH 事業全体の評価のあり方

を早急に再構築し、新しい指標を作成する必要に迫られている。 
④ 本校生徒には今以上に活動の場、情報源を校外に求めさせる必要がある。 

  探究課題を設定する過程において、社会的視点をもっているか、探究がもつ社会的意義を生徒が意識し

ているかどうか、〔第１年次〕に作成した｢生徒探究活動の成果物や活動履歴をもとにした STEAM プロジ

ェクトのルーブリック評価表｣【参照先：本校HP ｢SSH開発教材｣】にも評価項目の１つとして入れている。

生徒には、自分の興味や関心に立脚した課題設定をしながらも、その中で生徒自身が所属する社会の問題

解決を意識させ、試みに終わってもかまわないが、問題解決の一端を担わせることで、主体性をもった社

会の構成員を育成する必要があると思われる。そのためには、高校の教育課程を超えて広く地域社会や自

然環境等を見聞し、そこに生きる人々の言説を聴く必要があるものと思われる。 
本校附属中学校のSTEAMジュニアでは、宮崎大学による定期的な授業、自然環境フィールドワークなど、

様々なプログラムが用意されている。その点で、附属中学校から当高校に内部進学する理数科生徒 80名(｢内

進生｣とよばれる)は多くの経験を得て、高校での探究活動に入ることができる。他方、高校入試を経て入学

してくる理数科４０名(｢西進生｣とよばれて｢内進生｣と区別されている)と普通科２４０名には、そうした機会を

用意できていない。つまり、〔第４･５年次〕では、内進生同様に生徒活動の場を校外に求めていく企画が

必要であり、探究活動推進、特に探究課題設定の大きな礎とすべきである。 
上記と関連して、探究活動における外部人材の活用を充実させ、活発化させる必要がある。すでに地学

分野の探究について、県埋蔵文化財センターや総合博物館の研究者と結ぶことで、一定の探究成果を収め

ることができた(第２･３年次)。さらには、生徒が設定した探究課題が、九州保健福祉大学の研究と関連した

ものであった場合、必要に応じて大学側がメンターとなって探究を支援するという約束を取り付けた(第３

年次)。しかし、実際にメンターとして活用したいという申し出は、各探究講座４６講座からはなかなか上が

ってこなかった。つまり、生徒約３６０名も講座を担当する教職員４６名も、外部メンターの有用性を認識し

ていない可能性が高い。むしろ情報源を専らインターネットに求める傾向が極めて強い。〔第３年次〕で

は、｢探究活動担当者会｣の動きを活発化し、教職員全体の研修の機会も増やしたが、どのようにすれば生

徒の探究活動を活性化できるのか、何が情報源として有用なのかということが、実際には十分に認識され

ていなかった可能性がある。また、生徒の興味･関心の広範な方向性に、外部人材の専門性が合致していな

いことも考えられる。そうした教職員の認識不足、インターネットへの安易な依存、外部人材の限られた

専門性は生徒の活動にも影響を与えたものと考えられる。〔第４･５年次〕には、教職員全体の研修の機会

をさらに｢系統的｣に実施し、校外の先進的な事例とあわせ、校内で探究が活性化できた事例を情報提供す

る必要がある。さらには外部メンターの開拓も同時に進める必要がある。 
 



1414

 

14 

❸❸実実施施報報告告書書（（本本文文））   

  

➀➀「「研研究究開開発発のの課課題題」」     
１１．．研研究究開開発発課課題題名名     

未来イノベーションを牽引する人材を育成する 
中高一貫した宮西型「ＳＴＥＡＭプログラム」の開発  

 
２２ ..  研研究究テテーーママののねねららいいとと目目標標   
((11))目目的的   

   イノベーションを創出し牽引する人材の育成するためには、わくわくするような「感性」と数理
科学技術を学ぶクールな「理性」が一体となった教育が必要であると考えている。本プログラム
は、高度な分析能力と創造的な技術をもつ人材育成の鍵となるＳＴＥＭ教育（科学・技術・工
学・数学）に「ＡＲＴ」を加えた中高一貫した宮西型の「ＳＴＥＡＭプログラム」の開発と実践を目
的とする。 

 
((22))目目標標     
①①  研研究究のの基基本本的的姿姿勢勢ででああるる批批判判的的思思考考力力・・協協働働的的思思考考力力・・創創造造的的思思考考力力のの育育成成   

    生徒全員を対象に一人一研究による論文作成プログラムとポスターセッションを実施する。
また、クラスの作業班、学年全員を少人数に分ける講座、ゼミを編成して協働活動を実施す
る。最終的には卒業論文集を作成する。 

 
②②  研研究究のの原原動動力力ととななるる課課題題発発見見力力、、科科学学的的探探究究力力、、英英語語にによよるる表表現現発発信信力力のの育育成成   

    目標①で挙げた論文作成プログラムや理数科の「一人一台パソコン」を活用して、科学的
データやプログラミングの処理・活用方法を取得する「きみろんＣｏｍｐ．」や論文の検証等に
活用できる実験・実習・観測・フィールドワークなどの手法を習得する「きみろんＥｘｐｔ．」を実
施する。最終的に論文は英訳要旨（アブストラクト）を表記し、プレゼンテーション、ポスターセ
ッションを実施する。 

    また、「未来授業計画」において、学校全体で授業改善を行い、生徒自らの「問い」を立て
る授業の実践を研究する。 

 
③③  研研究究にに対対すするる評評価価ととフフィィーードドババッックク自自体体がが学学びびのの場場ととななるるシシスステテムムづづくくりり  

    目標①②で挙げた論文作成プログラムの中で、ルーブリック形式の評価表による生徒相互
審査、教員審査を実施する。選考された優秀な論文は校内外での発表やポスターセッション
に参加して評価を得る。卒業論文を作成し、次の研究の事例として活用できるように蓄積し
ていく。 

 
④④  生生徒徒のの主主体体的的なな研研究究活活動動のの推推進進、、活活動動ののたためめののササポポーートト体体制制のの確確立立   

    協働活動や講座・サイエンスカフェなど、生徒の探究活動の拠点となる「スチーム・ラボ」を
設置する。また、各論文のテーマに対する先進研究者（卒業生を中心に）からの助言や支援
など、連携を図りながら「縦のネットワーク」を構築して運用する。 

    さらに、「一人一台パソコン（BYOD）」を活用して、プログラミング学習や探究活動全般を推
進するための環境を整備する。 

 
⑤⑤  宮宮西西型型ＳＳＴＴＥＥＡＡＭＭププロロググララムムにによよっってて得得らられれたた研研究究成成果果のの発発信信   
生徒の研究成果、探究活動の発表によって、各学校、地域、国内外に研究成果を発信し

ていく。また「ＳＴＥＡＭプログラム」の各事業やプログラム全体に対する評価等もまとめて発
信していく。「きみろんⅠ・Ⅱ・Ⅲ」や「きみろん Comp.」・「きみろん Expt.」等で使用するオリジ
ナルテキストや教材、卒業論文集等をデータ化し、学校ＨＰに掲載して普及に努める。 

 
⑥⑥  本本ププロロググララムムがが改改善善さされれ進進化化ししてていいくくたためめのの評評価価方方法法のの開開発発とと検検証証   
研究開発プログラムごとに生徒の自己評価・相互評価、教員による評価に対するルーブリ

ックを作成し、数値化してＳＳＨプログラムの検証や生徒の変容をみる。またＳＳＨプログラム
全体の評価、本校の育成すべき資質能力、生徒像についてアンケートを実施する。これらが
相互にリンクするような評価システムの開発と検証も目標の一つである。 
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❸❸実実施施報報告告書書（（本本文文））   

  

➀➀「「研研究究開開発発のの課課題題」」     
１１．．研研究究開開発発課課題題名名     

未来イノベーションを牽引する人材を育成する 
中高一貫した宮西型「ＳＴＥＡＭプログラム」の開発  

 
２２ ..  研研究究テテーーママののねねららいいとと目目標標   
((11))目目的的   

   イノベーションを創出し牽引する人材の育成するためには、わくわくするような「感性」と数理
科学技術を学ぶクールな「理性」が一体となった教育が必要であると考えている。本プログラム
は、高度な分析能力と創造的な技術をもつ人材育成の鍵となるＳＴＥＭ教育（科学・技術・工
学・数学）に「ＡＲＴ」を加えた中高一貫した宮西型の「ＳＴＥＡＭプログラム」の開発と実践を目
的とする。 

 
((22))目目標標     
①①  研研究究のの基基本本的的姿姿勢勢ででああるる批批判判的的思思考考力力・・協協働働的的思思考考力力・・創創造造的的思思考考力力のの育育成成   

    生徒全員を対象に一人一研究による論文作成プログラムとポスターセッションを実施する。
また、クラスの作業班、学年全員を少人数に分ける講座、ゼミを編成して協働活動を実施す
る。最終的には卒業論文集を作成する。 

 
②②  研研究究のの原原動動力力ととななるる課課題題発発見見力力、、科科学学的的探探究究力力、、英英語語にによよるる表表現現発発信信力力のの育育成成   

    目標①で挙げた論文作成プログラムや理数科の「一人一台パソコン」を活用して、科学的
データやプログラミングの処理・活用方法を取得する「きみろんＣｏｍｐ．」や論文の検証等に
活用できる実験・実習・観測・フィールドワークなどの手法を習得する「きみろんＥｘｐｔ．」を実
施する。最終的に論文は英訳要旨（アブストラクト）を表記し、プレゼンテーション、ポスターセ
ッションを実施する。 

    また、「未来授業計画」において、学校全体で授業改善を行い、生徒自らの「問い」を立て
る授業の実践を研究する。 

 
③③  研研究究にに対対すするる評評価価ととフフィィーードドババッックク自自体体がが学学びびのの場場ととななるるシシスステテムムづづくくりり  

    目標①②で挙げた論文作成プログラムの中で、ルーブリック形式の評価表による生徒相互
審査、教員審査を実施する。選考された優秀な論文は校内外での発表やポスターセッション
に参加して評価を得る。卒業論文を作成し、次の研究の事例として活用できるように蓄積し
ていく。 

 
④④  生生徒徒のの主主体体的的なな研研究究活活動動のの推推進進、、活活動動ののたためめののササポポーートト体体制制のの確確立立   

    協働活動や講座・サイエンスカフェなど、生徒の探究活動の拠点となる「スチーム・ラボ」を
設置する。また、各論文のテーマに対する先進研究者（卒業生を中心に）からの助言や支援
など、連携を図りながら「縦のネットワーク」を構築して運用する。 

    さらに、「一人一台パソコン（BYOD）」を活用して、プログラミング学習や探究活動全般を推
進するための環境を整備する。 

 
⑤⑤  宮宮西西型型ＳＳＴＴＥＥＡＡＭＭププロロググララムムにによよっってて得得らられれたた研研究究成成果果のの発発信信   
生徒の研究成果、探究活動の発表によって、各学校、地域、国内外に研究成果を発信し

ていく。また「ＳＴＥＡＭプログラム」の各事業やプログラム全体に対する評価等もまとめて発
信していく。「きみろんⅠ・Ⅱ・Ⅲ」や「きみろん Comp.」・「きみろん Expt.」等で使用するオリジ
ナルテキストや教材、卒業論文集等をデータ化し、学校ＨＰに掲載して普及に努める。 

 
⑥⑥  本本ププロロググララムムがが改改善善さされれ進進化化ししてていいくくたためめのの評評価価方方法法のの開開発発とと検検証証   
研究開発プログラムごとに生徒の自己評価・相互評価、教員による評価に対するルーブリ

ックを作成し、数値化してＳＳＨプログラムの検証や生徒の変容をみる。またＳＳＨプログラム
全体の評価、本校の育成すべき資質能力、生徒像についてアンケートを実施する。これらが
相互にリンクするような評価システムの開発と検証も目標の一つである。 
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②②研研究究開開発発のの経経緯緯   
((11))ききみみろろんんⅠⅠ（（理理数数探探究究基基礎礎））【【対対象象：：高高校校 11 年年生生全全員員】】   

実施時期  実施（活動）内容  

４月～６月  ＳＴＥＡＭプログラムの概要の理解、観点別評価  

６月～９月  模擬探究（4 つのテーマ）の実施、ミニポスターセッション 

１０月～１１月  探究シャドウイング、高２中間プレゼン発表評価  

１１月～１２月  探究講座編成準備、研究テーマ、仮説設定に向けて 

１２月～３月  
講座制による探究活動、研究テーマ、仮説、検証方法の設定を検

討、探究計画書作成、観点別評価  

３月  探究計画書提出  

 

  ((22))ききみみろろんんⅡⅡ【【対対象象：：高高校校 22 年年生生普普通通科科】】   

実施時期  実施（活動）内容  

４月  探究課題の設定・オリエンテーション 

５月～６月  ゼミ制導入、先行研究調査～探究課題の最終設定、探究Ⅰ 

７月  探究Ⅰ（探究計画、探究活動、まとめ）を実施  

８月～１０月  
中間発表準備：〇オリエンテーション（ファシリテーター、ゼミ活動の進

め方研修、高１探究活動との協働）中間発表（探究シャドウイング）  

１１月～２月  ポスター作成  

３月  ポスターセッション・評価  

 

 ((33))ききみみろろんんⅢⅢ【【対対象象：：高高校校 33 年年生生全全員員】】   

 

 ((44))ききみみろろんん CCoommpp..【【対対象象：：高高校校 22 年年生生理理数数科科・・高高校校 11 年年生生理理数数科科】】   
実施時期  高 2 理数科実施（活動）内容  実施時期  高１理数科実施（活動）内容  

５月  オイラー法：微分式  １１月  グラフ作成：測定誤差  

６月  オイラー法：自由落下  １２月  グラフ作成：最小二乗法  

７月  オイラー法：斜方投射  １月  ブロック崩し：プログラム学習  

９月  ニュートン法：無理数近似  ２月  モンテカルロ法円周率近似  

１０月  機械学習・AI：Q 学習  ３月  モンテカルロ法：シミュレーション 

 

 ((55))ききみみろろんん EExxpptt..【【対対象象：：高高校校２２年年理理数数科科・・高高校校 33 年年理理数数科科】】   

 

 

 

 

 

 

  ※高校 2 年理数科対象の「きみろん Expt.」は同時間帯で実施する普通科の「きみろんⅡ」と 

   併せて「ゼミ」編成による探究活動を実施したため、理数系ゼミの探究活動で実施した。 

 

 

 

実施時期  実施（活動）内容  

４月  論文要約（アブストラクト）作成・提出  

５月～６月  英文要約・ポスター制作、ポスターセッション 

７月  自己評価、県内探究活動発表会（ＭＳＥＣフォーラム）への参加  

９月～１１月  進路探究・キャリア学習  

１１月～１２月  進路探究・小論文・面接  

実施時期  実施（活動）内容  

４月～５月  探究ゼミ編成・探究計画書  

５月～７月  メンター介入・研究の進行・ゼミ内プレゼン 

９月～１０月  論文作成・アブストラクト作成  

１１月～１２月  論文完成・卒論集作成 (理数科 3 年生のみ) 
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 ((66))SSTTEEAAMM ジジュュニニアア【【対対象象：：附附属属中中学学校校全全学学年年】】   

 各学年の主な活動内容  

 【感性】  

実施時期  中学 1 年  中学 2 年  中学 3 年  

４月～５月  短歌・俳句  短歌・俳句  ディベート 

６月  命について作文、ディベート 命について作文、作文コンクール  命について作文、作文コンクール  

７月～１０月  農家民泊  ディベート、平和学習  ディベート 

１０月～１月  百人一首、パブリックディベート  百人一首、パブリックディベート STEAM ジュニア中間発表会  

２月～３月  百人一首  百人一首  STEAM ジュニア発表会  

 

【探究】  

実施時期  中学 1 年  中学 2 年  中学 3 年  

４月～６月  
オリエンテーション、  

植物観察・実験・観測  
化学・物理課題研究  化学・物理課題研究  

７月～11 月  基礎実験青島植生調査  化学・物理課題研究  
化学・物理課題研究、 

種子島屋久島研修  

１２月  宮崎大学連携授業  
化学・物理課題研究、 

綾照葉樹林植生調査研修  
化学・物理課題研究  

１月～３月  基礎実験  
宮崎大学連携授業・化学・物理

課題研究  

STEAM ジュニア中間 発表 、

STEAM ジュニア発表会  

 

【サイエンス】  

実施時期  中学 1 年  中学 2 年  中学 3 年  

４月～５月  オリエンテーション 数学自由研究  数学自由研究  

６月～７月  身の回りの数学  宮崎大学連携授業  宮崎大学連携授業  

９月～11 月  数学の歴史  整数・幾何講義グループ演習  自由研究発表  

１２月  数学オリンピック問題に挑戦  数学オリンピック問題に挑戦  STEAM ジュニア発表準備  

１月～３月  論証、確率・統計分野  論証、確率・統計分野  STEAM ジュニア発表会  

 

【プレゼンテーション】  

実施時期  中学 1 年  中学 2 年  中学 3 年  

４月～６月  自己紹介カード作成、発表準備  ALT とのコミュニケーション ALT とのコミュニケーション 

６月～７月  自己紹介プレゼンテーション  
国際交流  

イングリッシュデー ７月～９月  他者紹介英文作成、発表練習  

１０月  他者紹介プレゼンテーション  立志式プレゼンテーション  

11 月～12 月  英語による研修発表  英語による研修発表  STEAM ジュニア発表準備  

１月～３月  
海外の人とコミュニケーション

を取る 
プレゼンテーション発表  STEAM ジュニア発表会  

 
((77))【【未未来来授授業業研研究究会会】】図図書書情情報報課課をを中中心心にに企企画画運運営営、、教教科科代代表表者者会会でで学学校校全全体体へへのの検検討討・・周周知知   

実施時期  実施（活動）内容  

４月  未来授業計画の概要説明  

６月  全職員対象  未来授業研究会Ⅰ 

４月～１月  未来工房（ ICT 活用等に関する勉強会）、問いを立てる授業の実践  

１１月  全職員対象  未来授業研究会Ⅱ 

３月  全職員対象  未来授業研究会Ⅲ 
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 ((66))SSTTEEAAMM ジジュュニニアア【【対対象象：：附附属属中中学学校校全全学学年年】】   

 各学年の主な活動内容  

 【感性】  

実施時期  中学 1 年  中学 2 年  中学 3 年  

４月～５月  短歌・俳句  短歌・俳句  ディベート 

６月  命について作文、ディベート 命について作文、作文コンクール  命について作文、作文コンクール  

７月～１０月  農家民泊  ディベート、平和学習  ディベート 

１０月～１月  百人一首、パブリックディベート  百人一首、パブリックディベート STEAM ジュニア中間発表会  

２月～３月  百人一首  百人一首  STEAM ジュニア発表会  

 

【探究】  

実施時期  中学 1 年  中学 2 年  中学 3 年  

４月～６月  
オリエンテーション、  

植物観察・実験・観測  
化学・物理課題研究  化学・物理課題研究  

７月～11 月  基礎実験青島植生調査  化学・物理課題研究  
化学・物理課題研究、 

種子島屋久島研修  

１２月  宮崎大学連携授業  
化学・物理課題研究、 

綾照葉樹林植生調査研修  
化学・物理課題研究  

１月～３月  基礎実験  
宮崎大学連携授業・化学・物理

課題研究  

STEAM ジュニア中間 発表 、

STEAM ジュニア発表会  

 

【サイエンス】  

実施時期  中学 1 年  中学 2 年  中学 3 年  

４月～５月  オリエンテーション 数学自由研究  数学自由研究  

６月～７月  身の回りの数学  宮崎大学連携授業  宮崎大学連携授業  

９月～11 月  数学の歴史  整数・幾何講義グループ演習  自由研究発表  

１２月  数学オリンピック問題に挑戦  数学オリンピック問題に挑戦  STEAM ジュニア発表準備  

１月～３月  論証、確率・統計分野  論証、確率・統計分野  STEAM ジュニア発表会  

 

【プレゼンテーション】  

実施時期  中学 1 年  中学 2 年  中学 3 年  

４月～６月  自己紹介カード作成、発表準備  ALT とのコミュニケーション ALT とのコミュニケーション 

６月～７月  自己紹介プレゼンテーション  
国際交流  

イングリッシュデー ７月～９月  他者紹介英文作成、発表練習  

１０月  他者紹介プレゼンテーション  立志式プレゼンテーション  

11 月～12 月  英語による研修発表  英語による研修発表  STEAM ジュニア発表準備  

１月～３月  
海外の人とコミュニケーション

を取る 
プレゼンテーション発表  STEAM ジュニア発表会  

 
((77))【【未未来来授授業業研研究究会会】】図図書書情情報報課課をを中中心心にに企企画画運運営営、、教教科科代代表表者者会会でで学学校校全全体体へへのの検検討討・・周周知知   

実施時期  実施（活動）内容  

４月  未来授業計画の概要説明  

６月  全職員対象  未来授業研究会Ⅰ 

４月～１月  未来工房（ ICT 活用等に関する勉強会）、問いを立てる授業の実践  

１１月  全職員対象  未来授業研究会Ⅱ 

３月  全職員対象  未来授業研究会Ⅲ 
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③③「「研研究究開開発発のの内内容容」」  
【【11】】ききみみろろんんⅠⅠ  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・SSTTEEAAMM ププロロググララムム  

担担当当者者  溝溝上上俊俊彦彦  
模模擬擬探探究究  
aa．．仮仮説説  

高校１年生の早い段階で、研究の背景や目的が明確になった模擬的なミニ研究に取り組むことで、
それ以降に取り組む自分の研究の見通しがより具体的になってくるであろう。さらにその研究のレベ
ルを上げるためには、初めに行う模擬研究がしっかりとした数学的背景を持っておく必要があるだろう。 

ｂｂ．．研研究究内内容容・・方方法法・・検検証証    
((11))  研研究究内内容容のの概概略略  
「模擬探究」は、１年生前期のプログラムとして計画された。クラス内で内容も実験方法も異なる４つ

の研究グループを作り、実験を進めてもらい、成果をミニポスターの形で発表するという取り組みであ
る。 
まず入学したばかりの１年生を対象に、本校の STEAM プログラム「きみろん」の概要を理解しても

らうとともに、教材を使って小中学校での自由研究と高校の探究活動の違いを考える。結果、その大
きな違いは先人の研究成果の上に次の成果を生み出そうとする科学研究の方法論にあることを理解
する。 
そのうえで、模擬的な探究をグループワークとして取り組む。用意した４種類の模擬探究は、謎解き

の面白さと実験の手法の意外性、すべての研究の背景に数学があることに気づかせるようになってい
る。模擬探究は６月終わりから９月中旬まで行われる。最後に、探究活動の成果をまとめたミニポスタ
ー（A２版）をつくり、審査を行う。優秀研究は生徒たちにフィードバックされ、同じテーマでも研究の深
さや精度に違いがあることに気づいてもらう。 
クラス担任を指導者とした AL（アクティブラーニング）型で実施し、週１回の SSH 担当者と担任との

打ち合わせを行いながら実施した。 
((22))  使使用用教教室室とと教教材材  
使用教室   １学年各教室（９クラス） 

STEAM Lab と呼ぶ実験コンテナや道具が収納してある物理教室 
生徒用教材 「君の Lab ノート」（自作教材 HP 参照） 

「理数探究基礎」（数研出版） 
自作実験コンテナ（各実験の道具がＡ３型フォルダにパッケージされたもの） 

((33))  ４４つつのの模模擬擬探探究究のの実実施施方方法法  
この４つの模擬探究は、週１時間の同じ時間に１学年全体３６０人（４０人×９クラス）が同時に実験

を実施することが前提となるため、その実施方法のシステム設計と準備には多くの時間が使われた。
以下、実験グループの構成の仕方と、どのようにして実験の道具を準備したかについて説明する。 
①①  実実験験ググルルーーププのの構構成成  

クラスを８つのグループに分け、４種類の模擬探究テーマを各グループに１つずつ割り振る。し
たがってクラス内には、同じ実験グループが２つずつできることになる。１学年は９クラスあるため、
１つの実験テーマに１８グループが取り組むことになる。 

②②  実実験験セセッットトののパパッッケケーージジ化化  
各実験セットは、A３型のプラスチックファイルに１種類の実験キットがまとめられている。１実験

グループに付き１パッケージという形でパッケージ化され、一クラス分（８パッケージ分）がまとめて
コンテナに収納されている。始まる前に、クラスの担当は８つのパッケージが入ったコンテナ１個
を教室に運び込めばよいように設計した。 

((44))  ４４つつのの模模擬擬探探究究のの開開発発  
この４つの模擬探究を、どのようなテーマを題材として実験キットを設計するかが一番の問題であ

った。基本に置いた条件は以下のようなものである。 
①①  実実験験内内容容のの質質的的条条件件  

高校レベル以上の内容を備え、その研究の背景にしっかりとした科学的背景とその基本となる
数学があることを前提として実験内容の設定が行われた。 

②②  実実験験のの物物理理的的条条件件  
実験セットが教室に持っていける程度にパッケージ化されていること、ほぼ教室や運動場内で

実験が完結するものである必要がある。 
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((55))  ４４つつのの模模擬擬探探究究のの開開発発  
４つの模擬探究の内容は以下のとおりである。 
①①  ラライイオオンンととシシママウウママ  

探探究究のの概概要要::二種類の動物の関係が食べる側（捕食）と食べられる側（被食）の関係に分かれ
る生態系があるとする。これらの個体数の変動を、磁石やクリップなどを使ったハンドシミュレー
ションでモデル化し机の上で実験する数理生態学の研究。 
数数学学的的背背景景::個体数の変動は、よく知られたものにロトカ・ヴォルテラの捕食者・被食者モデル
というものがあり、微分方程式で表現されている。この模擬探究では、高校数学でこれから学
ぶであろう微分方程式の形も紹介しながら、個体数の変動も数学モデル化できることを紹介す
る。実際のハンドシミュレーションの結果の背景にあるものを考えてもらう。 
探探究究のの意意義義::予想外の個体数変化と共存の関係が、現実の調査と重なることは驚きであり、シ
ミュレーションという研究手法への入門編となっている。 

②②  月月ままででのの距距離離をを自自力力でで求求めめるる  
探探究究のの概概要要::現在多くのデータがネット上にあふれている。もしそんなデータがどこにもないとし
たら、月までの距離を独力で見つけることができるかという実験。測定誤差をどう取り扱うかな
ど多くの示唆に富んだ教訓を学ぶことになる。 
数数学学的的背背景景::主な計測方法は、歩測による距離の測定とその距離に対する緯度差、月食の画
像から月と地球の大きさの比を割り出し、五円玉をつかった満月の三角測量で、月までの距
離見つけ出す流れとなる。これらは資料にはあるものの、自分たちでその必要性を発見しなけ
ればならないようになっている。誤差の問題も含め、実験から見積られるオーダー（桁）の重要
性を認識することになる。 
探探究究のの意意義義::便利な計測装置を使うことだけが研究ではなく、データとしての数値の扱い方や
誤差について大きくとらえることの重要性を理解する。 

③③  テテゲゲババジジャャーーロロのの戦戦いい  
探探究究のの概概要要::本県の J３のサッカーチームのネットからの公開試合データをもとに、どのようにデ
ータを解析すべきかを学んで行く実験。多くの統計的な手法から、意外な面が知見として現れ
てくる。  
数数学学的的背背景景::２つの量の散布図から相関関係の強さを表す相関係数を求めていく。この作業
を、電卓のみ使い、チーム内で協力してデータ処理をしていく。最後は仮説検定を行い、統計
的手法をどのように使い、一つのことを統計的根拠とともに主張できる方法を学ぶ。 
探探究究のの意意義義::統計学は、高校の数学の中にも入ってくるようになり、研究においても大きな数学
的データ処理の中心となっている。その意味を考える探究として意味深い。 

④④  ポポンンポポンン船船ははどどここままででもも  
探探究究のの概概要要::現代の高校生で「ポンポン船」を知っているものはほとんどいない。この蒸気機関
の原型ともいえる構造を自分で作り、なぜ進むのかを体験しながら考えていく実験。 
数数学学的的背背景景::ポンポン船の熱機関の物理としては、励起振動による周期的な水の噴射を推進
力に変えている。この振動の数学を見つけ出すのはもちろん困難だが、その周期性に気が付
くことは可能である。 
探探究究のの意意義義::非常に簡単な道具（銅パイプや発泡スチロール）により推進力を生み出す熱機
関を作って実験することは、多くのものがブラックボックス化した現代では、新鮮な感動を生む。 

((66))  評評価価方方法法  
(1) １学期定期考査 主に知識・理解・主体的取り組み態度（授業感想文）を評価し採点 
(2) グループ別のミニポスターコンテスト  
知識技能・思考・判断・表現、主体的に学習に取り組む態度をルーブリック評価で採点 

  

  

探探究究講講座座にによよるる研研究究テテーーママ、、仮仮説説のの設設定定  

〇〇  「「探探究究シシャャドドウウイインンググ」」  

理数探究基礎「きみろんⅠ」において、模擬探究が終了し、自分ならではの一人一研究論文

のテーマを設定する過程に進む。まずは高校２年生の探究活動（ゼミ制）に参加し、探究活動

の手順やノウハウを上級生から学ぶ探究シャドウイングを実施した。１０月２０日，２７日に実施さ

れた高校２年生のゼミ別中間発表に、１年生全員が各ゼミに分かれて中間発表を視聴し発表

に対する質問や感想コメントを提出した。 
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((55))  ４４つつのの模模擬擬探探究究のの開開発発  
４つの模擬探究の内容は以下のとおりである。 
①①  ラライイオオンンととシシママウウママ  

探探究究のの概概要要::二種類の動物の関係が食べる側（捕食）と食べられる側（被食）の関係に分かれ
る生態系があるとする。これらの個体数の変動を、磁石やクリップなどを使ったハンドシミュレー
ションでモデル化し机の上で実験する数理生態学の研究。 
数数学学的的背背景景::個体数の変動は、よく知られたものにロトカ・ヴォルテラの捕食者・被食者モデル
というものがあり、微分方程式で表現されている。この模擬探究では、高校数学でこれから学
ぶであろう微分方程式の形も紹介しながら、個体数の変動も数学モデル化できることを紹介す
る。実際のハンドシミュレーションの結果の背景にあるものを考えてもらう。 
探探究究のの意意義義::予想外の個体数変化と共存の関係が、現実の調査と重なることは驚きであり、シ
ミュレーションという研究手法への入門編となっている。 

②②  月月ままででのの距距離離をを自自力力でで求求めめるる  
探探究究のの概概要要::現在多くのデータがネット上にあふれている。もしそんなデータがどこにもないとし
たら、月までの距離を独力で見つけることができるかという実験。測定誤差をどう取り扱うかな
ど多くの示唆に富んだ教訓を学ぶことになる。 
数数学学的的背背景景::主な計測方法は、歩測による距離の測定とその距離に対する緯度差、月食の画
像から月と地球の大きさの比を割り出し、五円玉をつかった満月の三角測量で、月までの距
離見つけ出す流れとなる。これらは資料にはあるものの、自分たちでその必要性を発見しなけ
ればならないようになっている。誤差の問題も含め、実験から見積られるオーダー（桁）の重要
性を認識することになる。 
探探究究のの意意義義::便利な計測装置を使うことだけが研究ではなく、データとしての数値の扱い方や
誤差について大きくとらえることの重要性を理解する。 

③③  テテゲゲババジジャャーーロロのの戦戦いい  
探探究究のの概概要要::本県の J３のサッカーチームのネットからの公開試合データをもとに、どのようにデ
ータを解析すべきかを学んで行く実験。多くの統計的な手法から、意外な面が知見として現れ
てくる。  
数数学学的的背背景景::２つの量の散布図から相関関係の強さを表す相関係数を求めていく。この作業
を、電卓のみ使い、チーム内で協力してデータ処理をしていく。最後は仮説検定を行い、統計
的手法をどのように使い、一つのことを統計的根拠とともに主張できる方法を学ぶ。 
探探究究のの意意義義::統計学は、高校の数学の中にも入ってくるようになり、研究においても大きな数学
的データ処理の中心となっている。その意味を考える探究として意味深い。 

④④  ポポンンポポンン船船ははどどここままででもも  
探探究究のの概概要要::現代の高校生で「ポンポン船」を知っているものはほとんどいない。この蒸気機関
の原型ともいえる構造を自分で作り、なぜ進むのかを体験しながら考えていく実験。 
数数学学的的背背景景::ポンポン船の熱機関の物理としては、励起振動による周期的な水の噴射を推進
力に変えている。この振動の数学を見つけ出すのはもちろん困難だが、その周期性に気が付
くことは可能である。 
探探究究のの意意義義::非常に簡単な道具（銅パイプや発泡スチロール）により推進力を生み出す熱機
関を作って実験することは、多くのものがブラックボックス化した現代では、新鮮な感動を生む。 

((66))  評評価価方方法法  
(1) １学期定期考査 主に知識・理解・主体的取り組み態度（授業感想文）を評価し採点 
(2) グループ別のミニポスターコンテスト  
知識技能・思考・判断・表現、主体的に学習に取り組む態度をルーブリック評価で採点 

  

  

探探究究講講座座にによよるる研研究究テテーーママ、、仮仮説説のの設設定定  

〇〇  「「探探究究シシャャドドウウイインンググ」」  

理数探究基礎「きみろんⅠ」において、模擬探究が終了し、自分ならではの一人一研究論文

のテーマを設定する過程に進む。まずは高校２年生の探究活動（ゼミ制）に参加し、探究活動

の手順やノウハウを上級生から学ぶ探究シャドウイングを実施した。１０月２０日，２７日に実施さ

れた高校２年生のゼミ別中間発表に、１年生全員が各ゼミに分かれて中間発表を視聴し発表

に対する質問や感想コメントを提出した。 
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〇〇  「「研研究究論論文文ののテテーーママ設設定定にに関関わわるるビビデデオオ視視聴聴（（オオンンデデママンンドド））」」   

１２月から実施する「１年探究講座」の講座編成等の準備期間として、研究論文のテーマ設

定にむけてどのように進めていけばよいかをビデオにまとめ、各教室への一斉配信によりビデオ

を視聴、「探究ノート」の整理をまとめた。（探究講座希望調査も実施した。）  

１１月１０日  「探究講座別の課題設定」  （SSH 推進課  中原重弘指導教諭）  

※探究とは／今後の探究活動スケジュール／探究課題チェックリスト 

１１月１７日  「探究を支える情報収集の技 Ver.３」（図書情報課  小原央子図書館司書）  

※探究プロセス／情報の種類と収集方法（アナログ・デジタル編）／レファレンスの

活用／参考文献について 

これらのデータは生徒がいつでも使えるように Google Classroom を活用して、自分の端末に

保存させた。 

〇〇  「「探探究究講講座座」」をを担担当当すするる先先生生方方のの職職員員研研修修」」  

９月３０日 「探究講座の実施について」 

１０月２８日 「探究講座別の探究課題設定について」 

１１月１１日 探究支援特別講演会：本校運営指導委員の岡本尚也氏によるオンライン講座  

※全校体制、ファシリテーションの在り方、本校生徒の論文に対する支援事例など、これらの研 

修以降で Google Classroom の活用が職員・生徒間の連携を図るツールとなってきた。 

〇〇  「「探探究究講講座座制制」」にによよるる探探究究活活動動、、探探究究課課題題テテーーママ、、仮仮説説設設定定   

本年度から研究課題テーマの設定や論文作成に当たって、生徒の探究活動の深化を図るため

に、高校１学年全生徒に対して、生徒の希望する研究分野別に探究活動をする「探究講座制」を

導入した。 

① 探究講座の活動を支援する先生方（１年正・副担任・学年所属、２，３年副担任・学年所属）

46 名が教科専門性(全教科・科目を対象)を活かした担当講座を開設して、１学年全生徒の希

望を集約して、１講座あたり８～１０名の生徒で構成した「探究講座」を編成した。 

② 講座（探究活動）のスケジュールを示し、研究課題に対する担当教員との面談、文献調査や

論文検索、予備実験などの探究活動を進めて、３月までに探究計画書の作成・提出を実施す

る。また、各回の講座活動内容の共通理解や情報の共有、課題の配布・提出のために「講座

別」や「講座担当者用」の Google Classroom 等を活用した。 

③ 講座担当教員が「探究講座」における生徒の活動状況や面談記録、探究計画書を観点別

評価する。 
 
 
 

【【２２】】ききみみろろんんⅡⅡ  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・SSTTEEAAMM ププロロググララムム  

担担当当者者  福福田田映映李李  外外山山岳岳志志  

〇〇  「「ききみみろろんんⅡⅡ」」  

本校の探究活動は、１学年３６０名が、１人１研究を実施し、発表後は論文執筆 (きみろん)に

取り組むという全国的に見ても非常に大規模な活動に取り組んでいる。運用にあたって、これま

で２年次の「きみろんⅡ」では、１クラス４０名の個人研究を１名の担当者で担当していたが、教

員の専門性を生かした生徒の研究の深化や全職員での取り組みという観点において課題があ

った。また特に探究の深化を目指すにあたり、研究メンター、相談役としての、上級生や卒業

生、外部の研究機関との連携を図る学校内外のネットワークづくりにも課題があった。  

そこで、本年度より、学校全体のプログラムの再構築が図られ、今年度は移行期間となる。本

年度の「きみろんⅡ」は、次年度以降のパイロット的なプログラムとして機能することが求められ

る。 

ａａ：：仮仮説説   

①①  ゼゼミミ制制のの導導入入…生徒の探究課題をいくつかのカテゴリーに分類し、ゼミを編成。専門の教科

の教師の助言のもと探究活動に取り組むことで、研究の深化を目指す。  

②②  探探究究シシャャドドウウイインンググ…高校２年生の探究活動や中間発表に高校１年生が参加。２年生の

活動の一部に１年生を影 (シャドウ)のように随伴させることで、高校１年生に自分の探究の方
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向性を考える機会にするとともに校内の縦のネットワークづくりを図る。  

③③  ２２年年次次ののポポススタターーセセッッシショョンン…年度内に１年間の活動の発表の場を設定することでゴールの

明確化を図り、全職員が関わるプログラムの円滑な運用を目指す。  

ｂｂ：：研研究究内内容容   

毎週木曜日７限目に、２年生全員を対象に実施する。生徒の探究テーマを３２に分類し、生徒

１０～１１名程度が所属する少人数ゼミを開設。ゼミの主宰として２年正担任、副担任に加えて１

年副担任を配置。専門性の近い教員を各ゼミの担当とした。  

また、ゼミ別で開催した中間発表に１年生が加わるシャドウイングを実施することで、高校１年生

に自分の探究の方向性を考える機会にするとともに校内の縦のネットワークづくりを図った。 

生徒への教材やワークシートの配信、課題の回収は Google classroom を活用することで効率化を図

った。また、教員間の情報の共有も Google classroom を活用した。 

〇〇令令和和４４年年度度実実施施計計画画  

R4．3 月 

4 月 

5 月 

6 月 

7 月 

8 月 

9 月 

10 月 

 

11 月 

12 月 

1 月 

 

2 月 

3 月 

・探究課題(仮)の設定 

・オリエンテーション①(生徒・教員対象) 

・仮ゼミの決定 （先行研究調査～探究課題の最終設定） 

・本ゼミの決定  （探究Ⅰ） 

・探究Ⅰ（探究計画、探究活動、まとめ）を実施 

・オリエンテーション②（教員対象） 

・オリエンテーション③（生徒・教員対象） 

・中間発表（10 月 20 日・10 月 27 日）※1 年生シャドウイング 

・探究Ⅱ 

・ポスター作成 

・ポスター作成 

・ポスター作成  

・理数科探究活動成果プレゼンテーション発表会 

・ポスター作成 

・ポスターセッション（3 月 15 日） 

ｃｃ：：研研究究方方法法   

前前年年度度３３月月  ●●春休み中に探究テーマ（仮）の設定  

今今年年度度４４月月  ●●オリエンテーション①(生徒・教員対象)  

ゼミ別探究活動の目的と年間計画と探究の進め方について SSH推進担当者がオリエンテーショ

ン動画を作成し、事前に録画した動画を各教室へ配信し視聴した。また動画は classroom で共有

し、随時確認できるようにした。 

５５月月  ●●仮ゼミの決定   

生徒が提出した探究課題(仮)を教科ベースで分類し、仮ゼミを編成。専門性の近い教科の教員

を担当として配置した。｢２年正担｣｢２年副担｣「１年副担｣が担当する合計３２ゼミを開設し、探究課

題の最終設定のための先行研究調査を実施した。 

補助資料として図書情報課が作成した先行研究の調査方法を示す「探究を支える情報収集の

技」を配信し、書籍や論文調査や学校図書館の積極的活用を目指した。 

また、平行してゼミ担当教師との面談を行い、対話を重ねながら探究課題の最終設定を目指した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(写真)テーマ設定のための面談の様子 
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向性を考える機会にするとともに校内の縦のネットワークづくりを図る。  

③③  ２２年年次次ののポポススタターーセセッッシショョンン…年度内に１年間の活動の発表の場を設定することでゴールの

明確化を図り、全職員が関わるプログラムの円滑な運用を目指す。  

ｂｂ：：研研究究内内容容   

毎週木曜日７限目に、２年生全員を対象に実施する。生徒の探究テーマを３２に分類し、生徒

１０～１１名程度が所属する少人数ゼミを開設。ゼミの主宰として２年正担任、副担任に加えて１

年副担任を配置。専門性の近い教員を各ゼミの担当とした。  

また、ゼミ別で開催した中間発表に１年生が加わるシャドウイングを実施することで、高校１年生

に自分の探究の方向性を考える機会にするとともに校内の縦のネットワークづくりを図った。 

生徒への教材やワークシートの配信、課題の回収は Google classroom を活用することで効率化を図

った。また、教員間の情報の共有も Google classroom を活用した。 

〇〇令令和和４４年年度度実実施施計計画画  

R4．3 月 

4 月 

5 月 

6 月 

7 月 

8 月 

9 月 

10 月 

 

11 月 

12 月 

1 月 

 

2 月 

3 月 

・探究課題(仮)の設定 

・オリエンテーション①(生徒・教員対象) 

・仮ゼミの決定 （先行研究調査～探究課題の最終設定） 

・本ゼミの決定  （探究Ⅰ） 

・探究Ⅰ（探究計画、探究活動、まとめ）を実施 

・オリエンテーション②（教員対象） 

・オリエンテーション③（生徒・教員対象） 

・中間発表（10 月 20 日・10 月 27 日）※1 年生シャドウイング 

・探究Ⅱ 

・ポスター作成 

・ポスター作成 

・ポスター作成  

・理数科探究活動成果プレゼンテーション発表会 

・ポスター作成 

・ポスターセッション（3 月 15 日） 

ｃｃ：：研研究究方方法法   

前前年年度度３３月月  ●●春休み中に探究テーマ（仮）の設定  

今今年年度度４４月月  ●●オリエンテーション①(生徒・教員対象)  

ゼミ別探究活動の目的と年間計画と探究の進め方について SSH推進担当者がオリエンテーショ

ン動画を作成し、事前に録画した動画を各教室へ配信し視聴した。また動画は classroom で共有

し、随時確認できるようにした。 

５５月月  ●●仮ゼミの決定   

生徒が提出した探究課題(仮)を教科ベースで分類し、仮ゼミを編成。専門性の近い教科の教員

を担当として配置した。｢２年正担｣｢２年副担｣「１年副担｣が担当する合計３２ゼミを開設し、探究課

題の最終設定のための先行研究調査を実施した。 

補助資料として図書情報課が作成した先行研究の調査方法を示す「探究を支える情報収集の

技」を配信し、書籍や論文調査や学校図書館の積極的活用を目指した。 

また、平行してゼミ担当教師との面談を行い、対話を重ねながら探究課題の最終設定を目指した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(写真)テーマ設定のための面談の様子 
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６６月月  ●●本ゼミの決定   

生徒の探究課題の決定をもとにゼミを再編。探究（探究計画、探究活動、まとめ）を実施した。 

  

ゼミ編成と所属する生徒のテーマ例 

ゼミ編成 テーマ 

国語 

5 ゼミ 

売れているものに使われている言葉の傾向 

宮沢賢治の生き方と作品の繋がりについて 

自然主義文学から西洋の表現を見つけ、作家の癖や傾向を分析しよう 

なぜ大友黒主は百人一首に選ばれなかったのだろうか 

初期には人気がなかった漫画作品が後に急激に売上が伸びる理由の研究  

光源氏に学ぶ告白の極意  

タブレットと紙はどちらの方が記憶の定着がしやすいのか 

現代作家の物語展開と表現方法について 

世界史 

2 ゼミ 

ヒトラーの演説における心理学的要因 

難民の受け入れにより日本の社会問題を解決する 

日本史 

2 ゼミ 

｢民法｣の問題を国際比較して考える 

日本の各幕府の初代将軍の中で最も優秀な人物は誰か 

地理 

1 ゼミ 

観光事業の在り方 ～地方創生・最新技術から考える～ 

仏教の言葉の解釈の違い～四苦八苦を用いて～ 

公民 

1 ゼミ 

死刑制度 被害者の人権と加害者の人権 ～日本と世界の価値観～ 

コロナ禍での航空会社の経営戦略を提案する。 

生物 

3 ゼミ 

農業分野でのマイクロプラスチック削減方法を見つける 

四つ葉のクローバーの発生条件 

化学 

2 ゼミ 

ベンゼン系炭化水素－TCNE の電荷移動錯体 

ドラゴンボールの仙豆の成分－コエンザイム Q10 について－ 

物理 

1 ゼミ 

蛇口から流れる水の乱流の抑制 

木片-ガラス板間の摩擦と湿度の相関 

数学 

4 ゼミ 

バスケットボールでリバウンドを取りやすい場所を研究する 

すばる画像処理ソフト”マカリ”を用いた月の離心率の計算 

建物の周囲の色が及ぼすヒートアイランド現象への影響 

最小の電力で一定距離を走れる車の機構はどのようなものか 

英語 

3 ゼミ 

メモリーパレス(記憶術)で記憶させると１年弱という短い期間でも結果の数値に限界がくるのか 

バングラデシュのヒ素汚染から人々を守るには 

隙間時間の英単語暗記と記憶の関係 

美術 

1 ゼミ 

色彩の与える印象ー視覚が味覚を左右する？ー 

ロゴマークと色の関係性 （企業分野ごとのロゴマークでの使用色と組み合わせ） 

書道 

1 ゼミ 

音楽の聴き方の変化による経済の影響 

濡れにくい傘 

保健体育 

4 ゼミ 

体形や血流などの観点でそのひとにあった枕を選ぶ 

ボールを持っている時に最も早く走れる足の接地角度(ラクビー) 

妊婦さんの取扱説明書を作成する 

肘の組織損傷とアイシングの関係について 

情報 

2 ゼミ 

情報の chank 化とマジカルナンバー 

階段から聞こえる不思議な足音(弓道場の近くの階段を上るときに聞こえる不思議な音のしくみを調べ

る) 

 

９９月月  ●●オリエンテーション②（教員対象）  

SSH 推進担当による研修を実施。ファシリテーターとしてのゼミ活動の進め方を教員間で共有し

た。 
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●オリエンテーション③（生徒・教員対象） 

中間発表の実施方法や準備資料の確認・探究シャドウイングについて校内リモート回線によ 

る Zoom 動画を各教室へ配信した。 

１１００月月  ●●中間発表（１０月２０日・１０月２７日）  

ゼミ内で中間発表を実施した。１年生が２年生のゼミ別探究に加わるシャドウイングを計画し 

ていたが、感染症対応により、中間発表の延期、スケジュールの大幅変更があったため、今年度  

は、１年生が次年度の探究の方向性を考えさせる機会とすることを目的として、２年生の中間発 

表に加わり、2 年生の発表への質疑応答への参加や交流を行うという形で実施した。 

参加した生徒は、グッジョブカード（感想カード）を記入し発表者へ渡した。 

（写真）中間発表の様子                                   グッジョブカード  

  

１１１１月月～～２２月月  ●●  探究Ⅱ  

中間発表やその後の質疑応答を生かし、探究のさらなる深化に取り組んだ。 

● ポスターセッション準備  

担任によるポスター作成の指導。SSH 推進課が作成したで「ポスター作成マニュアル」を利用して、

生徒が自分の端末で作成。 

３３月月  ● ３月１５日 ポスターセッション校内大会    

※上位作品は令和５年度 MSEC（みやざき SDGｓ教育コンソーシアム）フォーラムに参加予定。 

ｄｄ：：検検証証   

①①  ゼゼミミ制制のの導導入入   

立案当初は教師が他学年の生徒を指導することへの抵抗感が予想されたが、SSH 推進課によ

る教員向けオリエンテーションや週に１度の探究連絡会で、１時間単位での目標や、実施内容の

共有を図ることで円滑にすすめることができた。 

ゼミ制により指導者と生徒の関係が以前よりも緊密になり、面談を重ねることで生徒の思いつき

による安易なテーマから深まりを持たせることができていた。一方で指導者からはテーマ設定への

助言について質問や相談が多く寄せられた。指導者の不安や相談をサポートする体制や研修が

必要である。 

②②  探探究究シシャャドドウウイインンググ  

当初は高校２年生の探究活動や中間発表に高校１年生が参加し、２年生の活動の一部

に１年生を影 (シャドウ)のように随伴させることを計画していたが、感染症による行事変更によ

り今年度は中間発表への１年生の参加という形で実施した。１年生が参加することで中間発表に

緊張感が生じ、２年生は綿密な準備のもと自分の探究の進捗状況や方向性について発表してい

た。また質疑応答も活発に行われ、１年生から２年生に対する質問も多かった。グッジョブカード

（所感カード）には多くの生徒が「（研究をすすめたあとの）成果発表が楽しみ」「発表の態度が素

晴らしかった」といった感想を記入していたが、なかには「もっと～～～～を工夫した方がいいので

はないか」「実験の材料に〇〇を使ったらどうか」といった提案や助言もあり、積極的にコミュニケー

ションを図る様子をうかがうことができ、１年生にとっては次年度探究の方向性を考える機会に、２

年生にとっては他者の視点から自分の探究を深める機会となった。 

③③  ２２年年次次ののポポススタターーセセッッシショョンン  

年度内に発表会を設定することで、生徒教師ともにゴールを明確化して取り組むことができ

ている。次年度は審査の基準や評価項目を早い段階で生徒へ示すことでよりゴールイメージ

の共有を図ることができるのではないかと考える。 
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●オリエンテーション③（生徒・教員対象） 

中間発表の実施方法や準備資料の確認・探究シャドウイングについて校内リモート回線によ 

る Zoom 動画を各教室へ配信した。 

１１００月月  ●●中間発表（１０月２０日・１０月２７日）  

ゼミ内で中間発表を実施した。１年生が２年生のゼミ別探究に加わるシャドウイングを計画し 

ていたが、感染症対応により、中間発表の延期、スケジュールの大幅変更があったため、今年度  

は、１年生が次年度の探究の方向性を考えさせる機会とすることを目的として、２年生の中間発 

表に加わり、2 年生の発表への質疑応答への参加や交流を行うという形で実施した。 

参加した生徒は、グッジョブカード（感想カード）を記入し発表者へ渡した。 

（写真）中間発表の様子                                   グッジョブカード  

  

１１１１月月～～２２月月  ●●  探究Ⅱ  

中間発表やその後の質疑応答を生かし、探究のさらなる深化に取り組んだ。 

● ポスターセッション準備  

担任によるポスター作成の指導。SSH 推進課が作成したで「ポスター作成マニュアル」を利用して、

生徒が自分の端末で作成。 

３３月月  ● ３月１５日 ポスターセッション校内大会    

※上位作品は令和５年度 MSEC（みやざき SDGｓ教育コンソーシアム）フォーラムに参加予定。 

ｄｄ：：検検証証   
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今今後後のの課課題題  

   生徒１人１研究の本校の体制でゼミを開設する場合、生徒の探究テーマを指導者の専門と完

璧にマッチングさせることは難しい。また、分野の偏りが生じたときに一部教師への負担の集中が懸

念される。そういった場合に生徒へアドバイスや助言ができる教師以外の専門家や人材が必要であ

ると考える。大学や研究施設、企業などの外部機関との連携を開拓することで生徒の探究の深化へ

つなげていくことができるのではないかと考える。 

また、１人１台端末は、生徒の自走的な活動を可能にしているが、インターネットによる調べ学習に

終始する生徒が依然として多く、１時間のほとんどを端末に向き合っている生徒も多い。生徒の活発

な意見交換や研究などをすることができる環境が校内に十分に整えられていないのが一因であると

考える。放課後や長期休暇を利用して生徒が探究活動に取り組む環境を提供していく必要がある。 

  

  

  

  

  

【【３３】】ききみみろろんんⅢⅢ  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・SSTTEEAAMM ププロロググララムム  

                                                        担担当当者者  東東口口匡匡樹樹  

ａａ：：仮仮説説  

 本プログラムの中心となる仮説は「人は自分の興味ある分野だからこそ、そこに他者の気づかなかっ

た問題点を見つけ、新しい研究テーマを創生することができる。テーマを見つけ出す力は「感性」

（ART）と深く関わっており、そのテーマを深化・発展させられるのが数理科学技術、つまり「理性」

（STEAM）である」というものである。これをもとに「きみろんⅢ」では次のような仮説を立てた。 

① 自分独自のテーマで論文作成、他者の論文評価、フィードバック、最後にポスターセッションを      

することで、批判的・協働的・創造的思考力が育成され、また課題発見力、科学的探究力、表現

発信力を養成することができるのではないか。 

② 他者のポスターを評価することで、論理的な思考方法が常にフィードバックされ、生徒たちは 

審査しながら学ぶことになり、自分の考えを人に伝えるための表現発信力を身につけることがで

きるようになるのではないか。 

ｂｂ：：研研究究内内容容  

 探究活動のまとめとして「きみろんⅡ」を基にポスターセッションを実施する。ポスター制作・発表を通

して以下の力を育成する。 

① ポスター制作を通して情報をまとめる力や視覚的な表現力の育成を目指す。研究開発の目標

「研究の基本姿勢の育成」「研究の原動力の育成」 

② 生徒同士による評価を通して、多様な価値観や考え方に触れ、多様性を認める力の育成を目

指す。研究開発の目標「評価とフィードバックによる学び」 

③ 他学年や保護者・地域な等への公開を通して、「研究する高校生を育成する学校」のブランド

化を図る。研究開発の目標「研究成果の発信」 

ｃｃ：：研研究究方方法法  

 ３学年全員に４～７月の総合的な学習の時間を使い準備をし、６月１４日、１５日の２日間でポスター

セッションを実施した。副担任の先生方がこの時間の担当となり、制作された「きみろんⅢ指導の手引

き」に従って指導した。３ヶ月間の総合学習の計画は下記の通りである。 

ⅠⅠ．．ススケケジジュューールル・・日日程程ににつついいてて 

（ア） ポスターセッションに向けたスケジュール 

４月１５，２１日 アブストラクトとは何か（アブストラクトの書き方の説明） 

４月２１，２７日 アブストラクトを提出 

５月   １２日 ポスター制作ガイドブック配布 

５月１９，２６日 ポスター制作 

６月    ２日  ポスター完成 
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（イ） 前日及び当日の日程 ６月１４日（火）１５日（水） 

  ６月１４日（火）高３は５，６，７限カットで前日準備 

５限目 諸注意（放送にて）会場設営   

６～７限目 ポスターの貼り付けとリハーサル 

     ６月１５日（水）実施当日 

１限目 開会式（進行：生徒実行委員長） 

①学校長の話 ②全体説明 ③諸注意、諸連絡 

④終了後、教室で各発表場所に移動して準備   

２限目～６限目 各クラスと特別教室でポスターセッション実施 

７限目 閉会行事（進行：生徒実行委員長） 

①学校長の講評 ②生徒実行委員の話 ③撤収について 

④撤収作業、作業終了後終礼 

ⅡⅡ．．ポポススタターー作作成成おおよよびび展展示示・・発発表表のの概概要要 

   令和元年度から始まったポスターセッションであるが、今年度は下記の形で実施した。 

(ア)  ポスターの形式について 

各種大会への出品を視野に入れて、PowerPoint と Google Slide を使ったポスターを作成し

た。Google Classroom で雛形を配信した。各自学校や家で作成し、A４版の紙を１６枚印刷し模

造紙に貼り合わせて A０版にしたものでポスターセッションを実施した。 

(イ)  ポスターの展示・発表について 

今年は密集状態を避けるため、１時間に発表する人数を教室で４人、特別教室で４～５人と

分散させ、ポスターセッションを実施した。 

(ウ)  公開の対象について 

公開の対象は、高校３年生、高校２年生、高校１年生、中学３年生、学校評議委員、高校３年

生のＰＴＡ役員、県内在住の運営指導委員とした。 

(エ)  ポスターの評価について 

コメント用紙に評価を書き本人に渡すという形式をとった。また６つの力がついているかを確認

するため、特編授業を組み、教室で監督する教員に iPad を渡し、その教室で実施されているポ

スターセッション４つの中から２つ選んで項目に沿って評価した。１、２年生担当の先生も入って、

ポスターセッションを知る機会とした。 

(オ)  ガイドブック（要旨集）について 

日本語で書かれた各ポスターの要旨を冊子にまとめた。ページの割り振りは実施の時間・場

所・ポスターの内容がすぐにわかるような配列とした。 

(カ)  生徒実行委員会について 

教員が指示するのではなく、 １ヶ月前から当日の動きは実行委員会が他の生徒に指示する

形をとった。委員会の生徒が他の生徒に的確に指示し、混乱もなく終了することができた。 

ⅢⅢ  課課題題探探究究ののフファァシシリリテテーーシショョンンののポポイインントト  

(ア)  自分の興味だけでなく、先行研究に基づいた課題設定  

昨年までの反省を受け、課題設定が、教科や先行研究から見つけられるようにオリエンテーシ

ョンやガイドビデオを作成した。 

(イ)  参考文献や引用の明記 

運営指導委員会の指導を受け、参考文献の明記、引用の活用を推進した。具体的には図書

館司書と連携し、オリエンテーションやガイドビデオを作成した。 

(ウ)  BYOD を活用したインタラクティブなファシリテーション 

上記（ア）（イ）をより効率的に行うため BYOD を活用し、一人一人にきめ細かいファシリテーシ

ョンが可能になるようにした。 

ｄｄ：：検検証証  

 昨年度同様ポスターセッション時に教員による評価を導入し、後日生徒個人による自己評価を実施し

た。ポスターセッション教員対象客観評価ルーブリックは「関係資料－p.５４資料⑰」に掲載する。 
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【教員客観評価分析】 アンケートの集計結果（年度比較）は「❹関係資料-p.５５資料⑮に掲載する。

昨年までの反省や運営指導委員会の指導を受け、この学年の指導のポイントは以下の２点である。 

（1） 自分の興味だけでなく、先行研究を踏まえた課題設定 

（2） 参考文献と引用の明記 

このことを踏まえて結果を見ると、「課題設定」の部分でレベル１が増えている。これは（1）の指導ポイ

ントが反映されたと受け止められるが、レベル３も増えている。これはルーブリックの表現の問題かと考え

られる。評価ルーブリックの職員研修の必要がある。文献調査の客観性も全体、普通科、理数科を比較

しても（2）の効果が見受けられる。 

 

【生徒自己評価分析】 アンケートの集計結果（年度比較）は「❹関係資料-p５６ 資料⑯」に掲載する。 

教員による評価の部分でも述べたように、昨年までの反省や運営指導委員会の指導を受け、この学

年の指導のポイントは以下の２点である。 

（1） 自分の興味だけでなく、先行研究を踏まえた課題設定 

（2） 参考文献と引用の明記（図書館との連携） 

「自分が設定した探究課題はどうであったか」の回答を見ると、「学問的・社会的意義のある課題」が

最も増加している。このことが（１）の指導ポイントの効果が見受けられる。また「探究課題に関する情報

の収集方法について」の項目をみると「書籍等からの知見を用いて収集した」がほぼ倍増に近い。これ

も（２）が大きく影響を与えたと考えられる。 

 

ee：：今今後後のの課課題題  

 ポスターセッションを実施するようになって、４年目になる。コロナ禍での実施となっているが、コロナ禍

における質疑応答を含むポスターセッションの実施や「身につけさせたい６つの力」を測るための ICT活

用、教室と特別教室での分散開催など実施することができた。教員の評価や生徒自己評価を分析する

と、昨年までの反省をうけて改善した３つのファシリテーションのポイントの成果が表れていると受け止め

ている。しかし、検証方法の客観性の欠如、データの論理的な解釈の脆弱性などの課題が浮き彫りとな

った。このことは課題研究当初の探究計画に改善の余地があることを意味している。この反省を受け、

すでに R４の１年生が改善に取り組んでいることから、今後の変化を注視したい。 
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【【４４】】ききみみろろんん CCoommpp．．   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・SSTTEEAAMM ププロロググララムム  

担担当当者者   溝溝上上俊俊彦彦   
aa．．仮仮説説   

「きみろん Comp.」では、計算機実験入門講座と題したオリジナルテキスト（２７５ページ）が開
発されており、そのテキストを中心に AL（アクティブラーニング）型による学習でプログラミングの
基礎を学ぶ。データ処理だけでなく、計算機実験そのものを自分の研究に取り入れることができ
るようになることを目標としている。この教育プログラムでは、計算機実験の例をいくつか学び、さ
らに応用としてその改良プログラムを自分で考え開発していくことでプログラミングの基本技能が
身につくだろう、という仮説を立てている。 
なお、テキスト中に掲載されてある Excel 上のすべてのプログラムはすべてオリジナルになって

いる。 
 

ｂｂ．．研研究究内内容容・・方方法法・・検検証証     
((11))  テテキキスストトのの概概略略   
章立ては以下のようになっており、第３章からプログラミングに入るようになっている。  

第１章  グラフ作成技術            第２章  データ処理と最小二乗法   

第３章  ブロック崩しゲームを作る   第４章  モンテカルロ法  

第５章  オイラー法             第６章  Q 学習  

 
((22))  実実施施形形態態とと使使用用教教室室   
理数科１２０人を３グループに分け、物理第１・３教室とパソコン室にて実施した。各教室に情

報科の鬼塚・柿木、物理科の溝上が担当としてつく。 
講座は月１回、１０月から翌年の９月まで１０回行われる。１回の講座は７時間連続である。 

  
((33))  AALL（（アアククテティィブブララーーニニンンググ））型型ででのの実実施施   
このようなプログラミングの学習では、習熟した生徒と初めての生徒で大きく進度が分かれてし

まいやすい。習熟したものが、不慣れな生徒に教えることで交流が生まれ、プログラムの不備（バ
グ）を仲間と協力して見つけ出そうとするなど、協働学習が生まれやすい。そのため AL 型の学
習形態は最適であると考えている。 
 
((44))  評評価価方方法法   

(1) 課題レポート  
「砲丸投げ問題」  「イオの公転周期問題」の２本の課題レポートの作成  

(2) 改良したプログラミング作品   
テキストには４本から５本のプログラムが掲載されてあるが、その中の１本を自分の構想の物
で改良した作品を提出  
 

((55))  検検証証方方法法のの有有効効性性   
テキストと AL 型の学習及び課題の必要性について、以下受講生の受講感想の中から拾い

出してみたい。 
 
①①  AALL 型型学学習習形形態態のの有有効効性性   

「全く知識のないことを近くにいる友達と共に考えながら解決していった経験は、重要で
あった。特にプログラミングの意味（コード）を考えるという問題では、近くの１，２人だけでな
く、７，８人のような大人数で取り組んだ。それで解決にたどり着いたときは「オーッ」とどよめ
きが起きた。これは小学校、中学校を通して初めての経験であった。」  
「周りの席の同級生と難問についてどのように対処すればよいかを話し合いながら進める

授業は楽しかったし、今求められている力はまさに、このように誰かに教えを請うのではなく、
自分たちの力で物事を解決する力なのだと痛感した。」  

 
②②  評評価価課課題題のの必必要要性性   

テキストを終えるまで、ただ機械的にプログラムを打つだけで面白さを感じなかった生徒
が、課題を解決しようとして、プログラミングの面白さに目覚めていく例を次に上げた。 
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【【４４】】ききみみろろんん CCoommpp．．   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・SSTTEEAAMM ププロロググララムム  

担担当当者者   溝溝上上俊俊彦彦   
aa．．仮仮説説   
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「私はブロック崩しを自分なりにアレンジしようと、案は思いついていたがどうすればいいか
わからずにいた。だがテキストを読み返して、苦手ながらも一応しっかり取り組んできたこれ
までの課題から沢山ヒントを得られ、プログラムを考えることに没頭してしまった。試行錯誤
を繰り返し、これでどうだ！と思ってもエラーになって、その原因を突き止めるため、またテキ
ストを開いて…というのを繰り返したり、時には友達に相談したりするうちに、プログラミングの
自由さに感動するようになった。」
「はじめは決まった型を使ってプログラムを書くだけと思っていたが、決まった型などはな

く、どのように利用していくのかを学んでいたことに気づいた。知識を自分の発想力で発展
させるなど、一見関係のないことに応用することは、なんというか、かなりワクワクすることなの
だ。わたしは「きみろん Comp.」を通してそう教えられた。」

③③ テテキキスストトのの有有効効性性  
「このテキストの良いところは、プログラミングの仕方を教えてくれるだけではなく、プログラ

ムが何を言っているのか、何を示しているのか、丁寧に書かれてあるところだと思います。プ
ログラミングをやるたびに「なるほどなあ」と感動して文字を打ち込んでいました。プログラミン
グはパソコンとの会話というのも納得できます。」

((66)) 評評価価課課題題のの生生徒徒のの作作品品例例  
生徒は、最後にこれまでに学んだプログラミングの中から 1 つ選んで、自分の工夫を入れたプ

ログラミングを完成させるという課題が出る。(4)で紹介したように、この時に初めて、自分でプログ
ラミングする面白さを生徒たちは本当に知ることになる。
下に紹介したプログラムは「ウイルス感染シミュレーション」である。
テキストでは、１．感受性保持者 ２．感染者 ３．回復者の三様態をシミュレーションしたのだ

が、この生徒はそれに加えて、抗体ができても一定期間たつと抗体を喪失する「抗体の喪失確
率」を導入してシミュレーションを行っている。すると、現在コロナウイルスが次々と変異し、再感
染が起こっている様子に近いシミュレーション結果となったと報告している。

【生徒の提出したプログラム改良版の例】 彼女は「抗体の喪失確率」という概念を導入しシミュレーションを試

みた。10×１０の 100 人の集団の中でのウイルス感染シミュレーションでは、一度感染した人も再び感染し、回

復確率が低くなることを見つけた。

生生徒徒のの改改良良ププロロググララムムのの例例  
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【【５５】】ききみみろろんん EExxpptt..     ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・SSTTEEAAMM ププロロググララムム  

          担担当当者者   溝溝上上俊俊彦彦   
aa．．仮仮説説   

「一人一研究」を生徒たちが行う上で、実験に関わる技術や知識を獲得することによって、よ
りレベルの高い研究へと進むことができると考えられる。その実験技術を学べる時間を確保し、
アドバイザーとして指導者をおくことで、研究の質をあげることができるだろう。 

ｂｂ．．研研究究内内容容・・方方法法・・検検証証   
((11))  対対象象ととななるる生生徒徒とと使使用用教教室室   
理数科３年３クラス１２０人を対象とし、金曜の５・６時間目を「きみろん Expt.」の時間とした。
生徒は、以下のように２０人前後のグループに分かれ、主として理科の各実験室に配属され
た。  
〇 第１物理教室  担当  山下  生徒２１人  〇 第３物理教室  担当  溝上  生徒１８人  

〇 化学教室  担当  中原  生徒１８人      〇 生物教室  担当  福田  生徒２０人  

〇 技術室  担当  柿木  生徒２０人        〇 ３年７組教室  担当  東口  ２３人  

((22))  研研究究ののススケケジジュューールル  

６６月月   ポポススタターーセセッッシショョンン  
３年生は、６月１５日（木）にこれまでの研究を発表するポスターセッションを実施した。

そのため、４月から６月まではこれまでの研究をまとめる時間に「きみろん Expt.」が使わ
れることになった。 

９９月月   最最終終論論文文提提出出   
ポスターセッション終了後、研究の課題を再検討し追加実験できるものはそれを行い、

９月までに論文の形にまで仕上げることを目指した。 
翌翌年年３３月月   

各研究論文は、４７期生理数科卒業論文集として冊子化され、卒業時に配布する予
定である。また、本年度の成果として同冊子が学校に保存され、活用される予定となって
いる。 

((33))  実実験験方方法法ののアアドドババイイススにに関関わわるる検検証証   
指指導導のの例例   
① 自分の担当する生徒たちの研究内容を一人一人発表してもらう。（このときグループ全体
が参加する場合もあるが、指導者と１対１の場合もある。）  

② 研究において、課題となる点や実験方法や実験結果・考察についての問題点などにつ
いて指摘し、どうすればより根拠の確かな研究になるかを考えてもらう。 

③ 特に実験についてはできる範囲ではあるが重点的にアドバイスする。 
事事例例１１   運動と体温の変化について研究していた A さんは、非接触型体温計を使い測

定を行っていたが、誤差が大きすぎて体温の変化をとらえきれていなかった。アド
バイスとして実験室にある接触型の温度計を使って実験を再度行うように指示し
た。その結果、体温の変化をとらえることに成功し、仮説との関連を考察できるよ
うになった。 

事事例例２２     自転車のタイヤの空気圧と加速度の関係をテーマにしていた B 君は、実験方  
法が分からず定性的なレベルで研究が終わっていた。そこで、物理の実験でよく
使われる記録タイマーとテープ、加えて空気圧のメーターの付いた自転車用空
気入れを準備したところ、かなり精度の高い実験データを手に入れることができた。  

事事例例３３   けん玉の「飛行機」という技は、どのような軌道を描いて本体が、けん玉の穴の
部分に達するのかについて、動画の画像分析をアドバイスした。結果、放物運動
の軌跡を発見することができた。 

④ アドバイスしてもなかなか研究内容が発展していかない例も多い     
事事例例４４   複雑系の研究をしていた生徒は、「ラングトンの蟻」と言われるセルオートマトン

の研究をしていたが、コンピュータ上での変化をみるばかりで、それが現実の生
命とどのように関係しているのかを考察することには興味がなく、研究が発展して
いかなかった。 

事事例例５５   「ブランコの研究」をしていた C さんは、最下点での重心の移動に気づいてい
たが、その後それを実証する実験をアドバイスしても実施せず、ネットでの説明を
記述するだけに終わった。 
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たが、その後それを実証する実験をアドバイスしても実施せず、ネットでの説明を
記述するだけに終わった。 
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((44)) 生生徒徒のの実実験験テテーーママにに関関すするる検検証証  
最終的に卒業論文の形で提出されたのは１１３研究であった。一人一研究の中でどのような

分野で研究が行われているかを示したのが、下のグラフである。

〇〇 医医学学分分野野がが多多いいののははななぜぜかか、、ままたたどどんんなな内内容容ななののかか 
医学分野と言っても、自分を含めた個人的な範囲の研究が多く、データ量が少なく一般化は

難しいものが多い。例えば、「血圧変動 お風呂が先か夕食が先か」というように家族レベルで血
圧計があればデータが取れるといったものも多くみられる。
「体重変化と月経周期の関係」や「脳の働きを活発にする条件」「気圧と偏頭痛の関係」など、

研究者自身が実験対象となる研究も多い。
これは生徒の責任ばかりではなく、そもそも統計学を利用して大量のデータを分析する環境に

高校生がいないことが多い。仮にあったとしてもそのスキルを身につけている指導者はほとんどい
ないのが現状である。
〇〇 科科学学・・工工学学・・数数学学分分野野のの内内容容ににははどどんんななももののががああるるかか 

化学分野の例「炎色反応におけるエネルギーの吸収」「界面活性力と炭素鎖の長さの関係」
生物分野の例「スウィンホーキノボリトカゲの越冬について」「クモの生態とクモの糸の強度」
物理分野の例「光の色による発電量の違い」「水滴の融合」
工学分野の例「歯車によるパンタグラフの模倣」「ロボコンプログラムの開発」
数学分野の例「完全数についての研究」「ゼロのゼロ乗の神秘」  

〇〇 SSTTEEAAMM ププロロググララムムととししてて科科学学やや数数学学、、そそししてて工工学学のの視視点点がが組組みみ合合わわさされれるる方方向向のの研研究究はは可可能能かか 

STEM として言われる科学や工学、数学や技術が互いに融合した研究手法を生み出すことは、
まだまだかなりハードルが高い。従来の教科別分野に分割された研究テーマが多く、教科横断
的な思考が学校のカリキュラムの中に繰り込まれる必要がある。  

((55))評評価価方方法法  
(1) ポスターセッションにおける審査結果の得点化
(2) 知識技能・思考・判断・表現、主体的に学習に取り組む態度をルーブリック評価で採点

 
((66))対対外外的的評評価価  
きみろん Expt.の本田朱里さんの研究「Viscous Fingering が生起する粘性と収束の条件」

が第４６回全国高等学校総合文化祭 とうきょう総文２０２２ 自然科学部門物理部門で最優
秀賞を受賞した。

0 10 20 30 40

工学

教育・文学

数学

環境

スポーツ科学

社会科学

生活

科学

医学

人数

研
究
分
野

生徒たちの研究テーマの分野別人数

生徒たちの研究テーマは身近な医療に関することが最も多い。しかし得られた結果はデ
ータ量が少なく、医学データとしての一般性はないものがほとんどである。科学分野も
興味を持つ生徒が多いが、教科横断的な研究視野を持つものはほとんどない。それぞれ
のテーマを数学や工学といった分野とも関連付け、具体的な研究成果にまで持っていく
視点も今後必要になってくる。
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【【６６】】ＳＳＴＴＥＥＡＡＭＭジジュュニニアア   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・SSTTEEAAMM ププロロググララムム  

担担当当者者   関関谷谷  勉勉   日日髙髙  光光一一  

ａａ：：   仮仮説説  

本校が科学オリンピック日本代表を輩出できた要因として考えられているのが、中学校におけ

る総合学習と特色ある教育活動である。数理的な探究の面白さを知り、情緒性の豊かさや人との

つながりを知ることが「興味ある分野を深く研究する」という探究する力を育んでいる可能性があ

る。それを踏まえ、以下の仮説を設定した。 

① 高校における「ＳＴＥＡＭプログラム」を見通した、系統的で段階的な学びを通し、生徒の飛

躍的な成長につなげることができるのではないか。 

② 中学３年生に４つの特色ある授業での学習をさらに研究、発展させる意味で「ＳＴＥＡＭジュ

ニア」に取り組むことで、高校における「きみろん」にスムーズに接続できるのではないか。 

ｂｂ：：  研研究究目目標標 

① 中学３年の４月に、４つの特色ある授業を、世界で活躍する人材になるためのプログラムと

位置づけてゴールイメージを持たせることで、それぞれの日頃の授業から探究の種 (STEAM

ジュニア探究のテーマ)を探す姿勢を育てる。 

② ３年生で STEAM ジュニア探究発表会を設定し、取り組ませることで、高校での STEAM プ

ログラムでリーダーとなる人材を育成する。 

③ 国際的に活躍する人材育成をめざし、英語での発表に取り組ませる。 

ｃｃ：：   研研究究内内容容  

中学校におけるＳＴＥＡＭ教育を本格的にスタートした。以下の３点を大きな柱として今後のＳ

ＴＥＡＭジュニアの在り方について研究を進めた。 

〇 自分の興味ある分野だからこそ、そこに誰も気づかなかった問題点を見つけ出し、新しい研

究テーマを創生できるのではないか。 

〇 数理的な探究の面白さ・情緒性の豊かさや人とのつながりを知ることが「興味ある分野を深く

研究する」というトータルな探究心の育成につながるのではないか。 

〇 「批判的思考力」･「協働的思考力」・「創造的思考力」の基礎を身に付けることで高校での

「ＳＴＥＡＭプログラム」を引っ張っていく姿勢につながるのではないか。 

ｄｄ：：  方方法法・・検検証証    

○ きみろんジュニア発表会（昨年度２，３月実施、前年度報告書未掲載分）  

昨年度の３学期に、中学３年できみろんジュニア発表会を実施した。３学期の特色ある授業を

論文作成の時間にあて、国語，社会、理科、数学の４分野にわかれて、担当の先生がメンター

役としてサポートし、一人 A４レポート２枚の論文作成と、５分のプレゼンテーション発表を行った。

その後、代表８名を選出し、体育館に中学校全学年の生徒を集め、発表を行った。短時間にも

関わらず、中学校の学習内容を超える高度な研究に取り組む生徒やスライドを英語でまとめ、英

語で発表する生徒もいるなど、研究の目標を達成することができたのではないかと考えている。こ

の日の様子はテレビの取材を受け、附属中の新たな取り組みの一歩とすることができた。 

ききみみろろんんジジュュニニアア発発表表会会ににつついいてて  
教科  設定したテーマ 

国語  テーマ例）  古文を通して先人の思いを知る 

社会  テーマ例）  ベストな消費税率  

理科  テーマ例）  フィラメントに最適なもの～パスタの麺はなぜ長く光るのか～  

フライングスーツ 

魚は緑と赤、どちらの蛍光色に集まるのか 

数学  テーマ例）  奥川恭伸の今年の躍進のワケを数学で探る 

【テーマ分野】     国語分野 10 名   社会分野 18 名   化学分野 8 名   物理分野 20 名  

生物分野 6 名    地学分野 2 名    数学分野 12 名   その他 4 名      計 80 名  

※ 英語での発表希望  19 名（80 名中）  

○ ３年次における４つの特色ある授業の見直し 

昨年度、きみろんジュニア発表会を実施する中で、以下のようなことが課題に挙げられた。 

・ 論文作成までの時間が足りず、中３全員の発表は、分野ごとの中間発表だけであった。 

・ 代表生徒の発表は英語で実施したが、中間発表から１ヶ月後の実施で、準備の時間が 
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【【６６】】ＳＳＴＴＥＥＡＡＭＭジジュュニニアア   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・SSTTEEAAMM ププロロググララムム  

担担当当者者   関関谷谷  勉勉   日日髙髙  光光一一  

ａａ：：   仮仮説説  

本校が科学オリンピック日本代表を輩出できた要因として考えられているのが、中学校におけ

る総合学習と特色ある教育活動である。数理的な探究の面白さを知り、情緒性の豊かさや人との

つながりを知ることが「興味ある分野を深く研究する」という探究する力を育んでいる可能性があ

る。それを踏まえ、以下の仮説を設定した。 

① 高校における「ＳＴＥＡＭプログラム」を見通した、系統的で段階的な学びを通し、生徒の飛

躍的な成長につなげることができるのではないか。 

② 中学３年生に４つの特色ある授業での学習をさらに研究、発展させる意味で「ＳＴＥＡＭジュ

ニア」に取り組むことで、高校における「きみろん」にスムーズに接続できるのではないか。 

ｂｂ：：  研研究究目目標標 

① 中学３年の４月に、４つの特色ある授業を、世界で活躍する人材になるためのプログラムと

位置づけてゴールイメージを持たせることで、それぞれの日頃の授業から探究の種 (STEAM

ジュニア探究のテーマ)を探す姿勢を育てる。 

② ３年生で STEAM ジュニア探究発表会を設定し、取り組ませることで、高校での STEAM プ

ログラムでリーダーとなる人材を育成する。 

③ 国際的に活躍する人材育成をめざし、英語での発表に取り組ませる。 

ｃｃ：：   研研究究内内容容  

中学校におけるＳＴＥＡＭ教育を本格的にスタートした。以下の３点を大きな柱として今後のＳ

ＴＥＡＭジュニアの在り方について研究を進めた。 

〇 自分の興味ある分野だからこそ、そこに誰も気づかなかった問題点を見つけ出し、新しい研

究テーマを創生できるのではないか。 

〇 数理的な探究の面白さ・情緒性の豊かさや人とのつながりを知ることが「興味ある分野を深く

研究する」というトータルな探究心の育成につながるのではないか。 

〇 「批判的思考力」･「協働的思考力」・「創造的思考力」の基礎を身に付けることで高校での

「ＳＴＥＡＭプログラム」を引っ張っていく姿勢につながるのではないか。 

ｄｄ：：  方方法法・・検検証証    

○ きみろんジュニア発表会（昨年度２，３月実施、前年度報告書未掲載分）  

昨年度の３学期に、中学３年できみろんジュニア発表会を実施した。３学期の特色ある授業を

論文作成の時間にあて、国語，社会、理科、数学の４分野にわかれて、担当の先生がメンター

役としてサポートし、一人 A４レポート２枚の論文作成と、５分のプレゼンテーション発表を行った。

その後、代表８名を選出し、体育館に中学校全学年の生徒を集め、発表を行った。短時間にも

関わらず、中学校の学習内容を超える高度な研究に取り組む生徒やスライドを英語でまとめ、英

語で発表する生徒もいるなど、研究の目標を達成することができたのではないかと考えている。こ

の日の様子はテレビの取材を受け、附属中の新たな取り組みの一歩とすることができた。 

ききみみろろんんジジュュニニアア発発表表会会ににつついいてて  
教科  設定したテーマ 

国語  テーマ例）  古文を通して先人の思いを知る 

社会  テーマ例）  ベストな消費税率  

理科  テーマ例）  フィラメントに最適なもの～パスタの麺はなぜ長く光るのか～  

フライングスーツ 

魚は緑と赤、どちらの蛍光色に集まるのか 

数学  テーマ例）  奥川恭伸の今年の躍進のワケを数学で探る 

【テーマ分野】     国語分野 10 名   社会分野 18 名   化学分野 8 名   物理分野 20 名  

生物分野 6 名    地学分野 2 名    数学分野 12 名   その他 4 名      計 80 名  

※ 英語での発表希望  19 名（80 名中）  

○ ３年次における４つの特色ある授業の見直し 

昨年度、きみろんジュニア発表会を実施する中で、以下のようなことが課題に挙げられた。 

・ 論文作成までの時間が足りず、中３全員の発表は、分野ごとの中間発表だけであった。 

・ 代表生徒の発表は英語で実施したが、中間発表から１ヶ月後の実施で、準備の時間が 

 

31 

４月 ５月 ６月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

感性

プレゼン
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サイエンス

●数学の自由研究(全国)

8月締め切り

７月
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中

●サイエンスコンクール(全国)

　
取
り
組
む

・
個
人
テ
ー
マ
に物理と化学を隔週

数学と生物を隔週

物理と化学を隔週

数学と生物を隔週

国語と社会 国語と社会

英語 英語

この期間に各自
で文献調査や実
験等を行う。

足りなかった。 

・ 英語を使っての発表は、評価が難しい。 

そこで、これらの反省を踏まえ、今年度は、中学３年生全員の発表を目指し、４つの特色

ある授業の整理と指導計画を作成した。なお、「きみろんジュニア発表会」の名称を「STEAM

ジュニア発表会」に変更した。 

①４つの特色ある授業とＳＴＥＡＭジュニアのつながり 

授業  ＳＴＥＡＭジュニアとのつながり 

探究  
物理、化学分野における探究的な学び（観察・実験の技能の習得も含む）  

探究テーマの設定  

感性  

創作活動やディベートを通して、「批判的思考力」･「協働的思考力」・「創造的思考力」の基

礎を身に付ける 

人文科学・社会科学分野における探究的な学び 

プレゼンテー

ション 

英語を使った発表技能を身に付ける 

高校での海外交流（ＫＳＶＣとの交流）につなげる 

サイエンス 
データの処理・分析  

数学、生物分野における探究的な学び（観察・実験の技能の習得も含む）  

②指導計画 

月  指導内容 

４月  

ＳＴＥＡＭジュニア発表会についてのオリエンテーション 

附属中学校における特色ある授業は、「世界で活躍する人材になるためのプログラム」であると

説明することで、生徒に具体的なゴールイメージを持たせる。 

７月  

探究テーマを設定  

日常生活の中から探究テーマを見つけ出すよう、定期的にチェックを行い、意識喚起を啓発

し、その中から探究にふさわしいと思われるものを、担当者との面談により設定した。  

メンターの決定  

学期中に探究活動の方針の相談し、夏休みに各自探究活動の実践できるよう促した。  

夏期休業  探究活動の実践の場  

１２月  

発表準備期間  

中間発表に向けたプレゼンテーションの準備時間を設定した。 

中間発表会  

12 月 21 日の午後（3 時間）を使って、中間発表 (一人 5 分＋担当教諭からのアドバイス 3 分 )

を 7 会場で実施した。同じ会場の生徒（13 名程度）からは、ネット(google classroom)を通し

て、感想・質問を送りあわせた。 

２月  要約（レポート 2 枚 )の提出  

３月  
ＳＴＥＡＭジュニア発表会（予定）  

7 会場に分かれ、中学 1.2 年生、保護者の参観で実施する計画である。 

③具体的スケジュール 
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○ 各種行事（学校行事）の充実  

① 自然探究的行事 

 本校創設時より目玉となっているプログラムである。プログラム名と内容は以下の通りである。１

年次より、宮崎の自然、特に植物に関して、系統的、段階的に学ぶ優れたプログラムとなっている。 

    研修名  

１年 青島亜熱帯植物等観察

会 

亜熱帯植物の観察、植生についての基礎知識等  

※宮崎県総合博物館との連携  

２年 
綾の照葉樹林植生調査 

植生調査実習 

※綾ユネスコエコパーク事務局との連携  

３年 
種子島・屋久島研修 

植生についての観察、干潟の観察  

※ 

    どの行事においても、外部機関と連携し、事前学習会を実施した。また、３年の種子島・屋久

島研修の事前には、本校の生物科との連携を図り、高校の生物担当より授業を実施した。 

    研修後は、生徒一人一人がレポートを作成した。外部講師との連携で、植生についての知識

が深まっただけでなく、研究することの意義、研究者としての資質や能力など、今後のＳＴＥＡ

Ｍプログラムを進めていく上で重要なことを教わることができた。 

② 外部との連携 

ＳＴＥＡＭジュニアの中心となる教育活動が「感性・探究・プレゼンテーション・サイエンス」であ

る。この授業では、外部との連携を図り、様々な出前講座を実施した。今後、生徒の課題発見の

種となることを期待したい。以下は、探究の時間に行った、宮崎大学の先生方における授業の一

覧表である。様々な分野の研究者による授業を通して，最先端の技術や研究を知ることで科学に

ついての興味・関心を深めるとともに，講師が研究者になるまでに歩んできた道や，研究者として

の思いを知ることで，生徒の学習活動や進路選択の参考となった。以下は探究の時間で実施し

た宮崎大学の出前授業の講義題である。 

所   属 対象 講 義 題 

工学部 
環境・エネルギー 

工学研究センター 
中１ 

インフォマティクスを活用した 

次世代燃料電池材料開発  

医学部 附属病救急センター 中１ 救急医ってどんな人？何してるの？  

工学部 
工業基礎教育 

センター 
中１ 社会科学とは？オセアニアの不思議  

農学部  中２ 発熱する植物 

テニュアトラック推進室 中２ 目によい生活習慣と食事  

 

ｇｇ：：（（２２））   課課題題・・改改善善点点おおよよびび今今後後のの予予定定   

〇 生徒がＳＴＥＡＭジュニア研究にしっかりと取り組めるような工夫が必要  

・ 時間の確保 

じっくりと研究に取り組む時間を確保する。４つの特色ある授業のよさを生かしつつ、ＳＴＥＡＭ

ジュニアに取り組めるように、指導内容の見直し、精選が必要。 

・ 指導の系統性 

中学１、２年生段階でのＳＴＥＡＭジュニアの目標を設定し、系統的、段階的に指導を進めるこ

とで、中学段階で深みのある研究へとつなげることができると考える。 

・ 成果を広める。 

研究で取り組んだことを学校内にとどまらず、校外へ発信していく。指導のノウハウを他の学校

へと広めていく。 

・ 高校との連携の充実 

中学でのＳＴＥＡＭジュニア研究を継続・発展させて、高校のコンテストや海外での発表会に参

加させるなど、現在の研究を深めて、中長期的な視点で取り組ませる。 
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○ 各種行事（学校行事）の充実  

① 自然探究的行事 

 本校創設時より目玉となっているプログラムである。プログラム名と内容は以下の通りである。１

年次より、宮崎の自然、特に植物に関して、系統的、段階的に学ぶ優れたプログラムとなっている。 

    研修名  

１年 青島亜熱帯植物等観察

会 

亜熱帯植物の観察、植生についての基礎知識等  

※宮崎県総合博物館との連携  

２年 
綾の照葉樹林植生調査 

植生調査実習 

※綾ユネスコエコパーク事務局との連携  

３年 
種子島・屋久島研修 

植生についての観察、干潟の観察  

※ 

    どの行事においても、外部機関と連携し、事前学習会を実施した。また、３年の種子島・屋久

島研修の事前には、本校の生物科との連携を図り、高校の生物担当より授業を実施した。 

    研修後は、生徒一人一人がレポートを作成した。外部講師との連携で、植生についての知識

が深まっただけでなく、研究することの意義、研究者としての資質や能力など、今後のＳＴＥＡ

Ｍプログラムを進めていく上で重要なことを教わることができた。 

② 外部との連携 

ＳＴＥＡＭジュニアの中心となる教育活動が「感性・探究・プレゼンテーション・サイエンス」であ

る。この授業では、外部との連携を図り、様々な出前講座を実施した。今後、生徒の課題発見の

種となることを期待したい。以下は、探究の時間に行った、宮崎大学の先生方における授業の一

覧表である。様々な分野の研究者による授業を通して，最先端の技術や研究を知ることで科学に

ついての興味・関心を深めるとともに，講師が研究者になるまでに歩んできた道や，研究者として

の思いを知ることで，生徒の学習活動や進路選択の参考となった。以下は探究の時間で実施し

た宮崎大学の出前授業の講義題である。 

所   属 対象 講 義 題 

工学部 
環境・エネルギー 

工学研究センター 
中１ 

インフォマティクスを活用した 

次世代燃料電池材料開発  

医学部 附属病救急センター 中１ 救急医ってどんな人？何してるの？  

工学部 
工業基礎教育 

センター 
中１ 社会科学とは？オセアニアの不思議  

農学部  中２ 発熱する植物 

テニュアトラック推進室 中２ 目によい生活習慣と食事  

 

ｇｇ：：（（２２））   課課題題・・改改善善点点おおよよびび今今後後のの予予定定   

〇 生徒がＳＴＥＡＭジュニア研究にしっかりと取り組めるような工夫が必要  

・ 時間の確保 

じっくりと研究に取り組む時間を確保する。４つの特色ある授業のよさを生かしつつ、ＳＴＥＡＭ

ジュニアに取り組めるように、指導内容の見直し、精選が必要。 

・ 指導の系統性 

中学１、２年生段階でのＳＴＥＡＭジュニアの目標を設定し、系統的、段階的に指導を進めるこ

とで、中学段階で深みのある研究へとつなげることができると考える。 

・ 成果を広める。 

研究で取り組んだことを学校内にとどまらず、校外へ発信していく。指導のノウハウを他の学校

へと広めていく。 

・ 高校との連携の充実 

中学でのＳＴＥＡＭジュニア研究を継続・発展させて、高校のコンテストや海外での発表会に参

加させるなど、現在の研究を深めて、中長期的な視点で取り組ませる。 
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【【７７】】科科学学系系部部活活動動等等のの課課外外活活動動のの推推進進 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・SSTTEEAAMMププロロググララムム
担担当当者者 中中原原重重弘弘

ａａ：：仮仮説説
科学系部活動での研究活動および科学系オリンピック等への参加は、本校生徒が各自で取り

組む課題解決活動の先導的なモデルケースとなるであろう。

ｂｂ：：研研究究内内容容・・方方法法・・検検証証
計画書中の「８ 研究開発計画・評価計画」の（1）研究開発計画 には年次計画表が、（2）評価

計画にはＳＴＥＡＭプログラム評価計画表が示されており、これらに基づいて研究開発を行った。

（（11）） 研研究究内内容容
計画書にある(1) 研究開発計画（年次計画表）に示された項目は次の通りである。
〔３年次〕
① 理科棟研究室の利用促進
② 科学の甲子園･科学系オリンピック等に向けた取組の充実
③ 中間評価資料作成

（（22）） 方方法法
計画書の（1）研究開発計画（年次計画表）に基づき、以下の方法で研究開発を実施した。
①① 理理科科棟棟研研究究室室のの利利用用促促進進

計画書で整備するとしていた「スチーム・ラボ」は、２年次に知の拠点としての図書室整
備が(ICT環境の整備も含めて)先行して行われ、つづいて理科棟の実験室を探究活動
のために可能な限り生徒に開放する形に方向づけた。これら図書館･実験室の｢スチー
ムラボ群｣を生徒が自主的に利用する頻度を上げるため、放課後･休日に実験室を生徒
に開放する試みを開始した。
○物理、化学、生物の各領域で使用する専門的な観察・実験機器は、各実験室から
移動させない。生徒の要望に応じて放課後、休日等に随時、使用の許可を与えた。

○実験室を生徒のみで使用する完全な開放の試みは、物理第１実験室にとどめた。
観察用の高価な精密器械を有する生物実験室については破損や盗難を防ぐ観点
から、加熱器具や危険物･毒劇物を有する化学実験室については防災や生徒の安
全保障の観点から、それぞれ生徒のみの利用を見合わせ、教員が立ち会える場合
に限定して使用を許可する方法をとった。

これらにより、科学系部活動の生徒と探究活動を行う一般の生徒が実験室や機器を
共用し、お互いの活動について意見を交換しながら、協働的に活動できる環境づくりを
目指そうとしている。

②② 科科学学のの甲甲子子園園･･科科学学系系オオリリンンピピッックク等等にに向向けけたた取取組組のの充充実実
〔２年次〕に引き続き、校外研究発表会での発表、科学の甲子園･科学系オリンピック

等への参加について、関連情報を生徒に偏りなく広く流し、出場の機会を均しく与えた。
生徒の主体的な参加と行動を重んじ、参加を強要することなく、生徒自ら参加を望んだ
場合に、円滑な参加ができるように取り計らった。
科学の甲子園参加に対しては、校内予選会を開催すること、校内予選を通過したチ

ームには県予選への準備のための時間と場所を保障することを予告し、内発的動機づ
けを図った。また、活動している生徒に教職員が指示･指導を与えることを避けた。

③ 中中間間評評価価資資料料作作成成 (割愛)

（（33）） 検検証証
研究開発実施計画書の（2）評価計画（ＳＴＥＡＭプログラム評価計画表）に基づき、以下の視

点で検証を実施した。
①① 科科学学系系部部活活動動のの推推進進
…①-ア 科学系部活動推進による部員数の変化(推移)

②② ススチチーームム・・ララボボ、、理理科科等等実実験験室室のの利利用用
…②-ア 科学系部活動、科学系オリンピック等の参加に向けての取組での理科等実験室

利用（活動や取組に対する実験支援の貢献）
③③ ＳＳＳＳＨＨ研研究究発発表表大大会会・・科科学学のの甲甲子子園園・・科科学学系系オオリリンンピピッックク等等にに向向けけたた取取組組
…③-ア 校外研究発表会における探究の成果発表とその成績
③-イ 科学の甲子園・科学系オリンピック等の参加とその成績

①① 科科学学系系部部活活動動のの推推進進
評価計画に基づき、｢科学系部活動推進による部員数の変化(推移)｣を検証に用いた。
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年度により、また部活動により部員数の変動はあるものの、ＳＳＨ指定以降、科学系部活動
の加入者総数は増加してきた(申請時に比べＳＳＨ指定２年次は1.4倍、３年次は1.08倍)。３年
次は、新型コロナウイルス感染症蔓延のため、科学系部活動に限らず全体的に部活動加入
者が少なかった。

【【科科学学系系部部活活動動推推進進にによよるる部部員員数数のの変変化化((推推移移))】】

部活動名 申請年度 １年次 ２年次 ３年次 対申請年度比

物理 ３ ５ ９ ６ ２.００倍

化学 ４ ９ ９ ９ ２.２５倍

生物 １２ ７ １７ １１ ０.９２倍

数学･プログラミング ２１ ３０ ２１ １７ ０.８１倍

部活動加入者総数 ４０ ５１ ５６ ４３ １.０８倍

②② ススチチーームム・・ララボボ、、理理科科等等実実験験室室のの利利用用 ((部部活活動動おおよよびび課課題題研研究究のの環環境境整整備備))
計画書にある「スチーム・ラボ」の整備と利用促進については、先述の通りである。
放課後や休日での各実験室の利用度は、数値的データはないが明確に増加している。科

学系部活動や課題研究での利用は定常的であるが、特に利用が顕著だったのは、科学の甲
子園への参加準備での利用である。完全な開放を行った物理第１実験室に、すべての参加
チームが全員、自主的に集合し試行錯誤しながら実技課題の準備に向き合う姿が見られた。
【❹関係資料－p.53 資料⑩：科学の甲子園の実技課題に取り組む生徒】

③③ ＳＳＳＳＨＨ研研究究発発表表大大会会・・科科学学のの甲甲子子園園・・科科学学系系オオリリンンピピッックク等等にに向向けけたた取取組組
③③--アア 校校外外研研究究発発表表会会ににおおけけるる探探究究のの成成果果発発表表ととそそのの成成績績

部活動からの校外研究発表大会での発表数(のべ)は、SSH指定によって増加している。
【【部部活活動動かかららのの校校外外研研究究発発表表大大会会ででのの発発表表作作品品数数((ののべべ))のの推推移移】】

宮崎県内 九州地区 全国大会 国際大会 合計数

2019年度(申請時) ０ ０ ０ ０ ０

2020年度(１年次) ２ １ １ ０ ４

2021年度(2年次) １１ ３ ２ ０ １６

2022年度(3年次) ２ １ ３ １ ７

【【部部活活動動かかららのの校校外外研研究究発発表表大大会会ででのの上上位位受受賞賞作作品品数数((ののべべ))のの推推移移】】

宮崎県内 九州地区 全国大会 国際大会 合計数

2019年度(申請時) ０ ０ ０ ０ ０

2020年度(１年次) ２ ０ ０ ０ ２

2021年度(2年次) ７ ２ １ ０ １０

2022年度(3年次) ２ １ １ ０ ４

主に化学部で研究活動が活発に行われており、〔２年次〕で大幅に作品数が増加したの
は、研究形態をグループ研究から個人研究に転換させたためである。個人研究にすること
で、活動の質が低下する可能性もあったが、むしろ内容に高評価が得られ、普通科３年生
加藤朋大が国際学生科学技術フェアISEF2022で日本代表として出場し、令和４年度文部
科学大臣特別賞を受賞するなど、活躍の場が世界に広がった。
県内、九州、全国でも継続して上位受賞研究が出てきており、理数科３年 本田朱里が

令和４年度全国高等学校総合文化祭東京大会自然科学部門物理部門で最優秀賞を受賞
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した。これは宮崎県の生徒では初の受賞で、令和４年度宮崎県学生栄誉賞を受けた。ま
た、普通科２年 影山優弥が令和４年度九州高校生徒理科研究発表大会 鹿児島大会 化
学部門で優秀賞を受賞した。
【❹関係資料－pp..5522 資資料料⑨⑨：：校校外外研研究究発発表表大大会会ででのの主主なな上上位位受受賞賞作作品品】

③③--イイ 科科学学のの甲甲子子園園・・科科学学系系オオリリンンピピッックク等等のの参参加加ととそそのの成成績績
本校においてはSSH指定申請以前から、科学系オリンピック等への参加を推奨し、多く

の受賞者を輩出した。３年次も科学系部活動生以外の一般生徒からも主体的な参加が見
られた。
○ 第18回全国物理コンテスト「物理チャレンジ2022」参加とその成績

取組としては１年次から変えていない。参加人数は、１年次６名、２年次３名、３年次２
名と減少しているが、２名(３年甲斐大智、２年甲斐健心)とも全国大会第２チャレンジで
優良賞を受賞し、第２チャレンジに進出して受賞できるレベルに達している。

○ 化学グランプリ2022参加とその成績
生徒18名が参加し、１次選考で上位５％に２名(３年岩切智哉、甲斐大智)が入った

が、新型コロナウイルス感染症の蔓延により２次選考進出者人数が制限されたため、２
名とも２次選考進出はできなかった。

○ 日本生物学オリンピック2022参加とその成績
３年次も生物部を中心に７名が参加した。

○ 第32･33回日本数学オリンピック参加とその成績
２年次(2022年1月) 第32回日本数学オリンピックに63名、３年次(2023年1月) 第33

回日本数学オリンピックに附属中学生１名、高校生57名が参加した。本校からの科学
系オリンピック参加数は数学が最も多く、SSH指定以降の３年間でのべ215名に及ぶ。

○ 第10回科学の甲子園ジュニア 県予選･全国大会参加とその成績
３年次は34名の附属中学生(１年生14名，２年生20名)が参加を希望し、校内予選を

実施して成績上位者12名(１年生3名，２年生9名)を選出、４チームを編成して県予選
に学校代表として出場させることにした。県予選でチームAが総合２位となり、県予選
総合１位の都城泉ヶ丘高校附属中学校とともに全国大会に出場することになった。
全国大会では、本校附属中学校と都城泉ヶ丘高校附属中学校で宮崎県チームを

編成し、筆記は２校合同チームで、実技競技①は本校単独のチームで、実技競技②
は都城泉ヶ丘単独のチームで臨んだ。筆記と実技の総合成績(宮崎県チーム)は全国
第４位(姫路市長賞，エムス･テック賞)，本校チームが単独で担当した実技競技①は
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【【８８】】「「未未来来授授業業計計画画」」   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・SSTTEEAAMM ププロロググララムム   

担担当当者者   東東口口匡匡樹樹   

①①   研研究究開開発発のの課課題題   

これまで本校では、毎年教科ごとに年３回の教科指導研究会を実施し、授業改善に取  

り組んできた。さらに本プログラムが本格的に動き出すと、教科の授業が生徒たちの興味

と結びつき、研究のきっかけを生むようなものになっているのか、という観点がより重要に

なってくる。例えば、科学系オリンピックの日本代表が生まれた要因として共通しているの

は、中学時代に興味を持った分野の学習を自分で行っていることである。普段の授業の中

に起こる生徒の疑問や発見を大切にしていくことや、生徒の教科横断的な研究テーマが

他教科との連携を進めることになる可能性など、教科の枠を超えた柔軟な対応が必要とな

ってくる。  

②②   研研究究開開発発のの経経緯緯   

    本校の創設の言葉は、自分の知らない、素晴らしい自己を発見するために全力で努力

する「未知の我を求めて」である。また今、私たちが直面する社会的課題解決に向き合い

つつ、持続可能な発展を続ける第５ステージともいうべき近未来社会（ＳＤＧｓ＋Ｓｏｃｉｅｔｙ

５ .０）の実現のためにもとめられているイノベーションを創出し牽引する人材とはまさに「未

知の我を求める」人材といえる。そういった人材を育てるためには、わくわくするような「感

性」と数理科学技術を学ぶクールな「理性」とが一体となった教育が必要だと我々は考え

ている。そこで私たちは「未来授業計画２０２１～問いを立てる授業を目指して～」を目的と

し、生徒と教師が共に問いを立て、学び合う授業改善にむけて研究を進めることとした。  

    具体的には６月、１１月、３月に全職員参加の職員研修を行い、各教科がおける「問いを

立てる授業」について考える機会を設けた。  

③③   研研究究開開発発のの内内容容   

aa ..仮仮説説   

私たちは、科学 (STEM)と感性（ART）とが一体となった授業への挑戦として「未来授業計

画２０２２～問いを立てる授業を目指して～」を目的とし、以下のような仮説を立てた。  

①  あらたにＳＴＥＡＭプログラムの教科指導研究を推進する組織を作り、附属中から高

校まで一貫して、全教科で生徒たち自身の研究のきっかけを生み出すような、感性

（ART）と理性（STEM）が融合した「問いを立てる授業」を計画的に試みることで、教

師自身が探究者へと変わり、生徒がより多様な個性を発揮するのではないか。  

ｂｂ ..研研究究内内容容・・方方法法・・検検証証   

ア .  研究内容    

(1 )  『第１回未来授業研究会』                               

【テーマ】「問いを立てる授業とは  ～生徒からの問い、教師からの問い～」        

【目  的】２０２２年の「問いを立てる授業」の目的を共有し、課題をデザインする。  

【日  時】６月２２日（金）                             

【場  所】視聴覚室・図書館                             

【内  容】①  ワークショップ   

各教科で模造紙に「令和の日本型学校教育」の教室をデザインする。そ

の際グラフィックレコーディングにより視覚化することで、アイデアを共有しや

すくする。  

②  ポスターセッション  

各教科がポスターセッションを実施し、全体で共有する。  

 

 

 

(2 )第 2 回未来授業研究会  

【目  的】問いを立てる授業を実践して、西高の未来授業をじっくりゆっくり深く考える機

会とする。                               
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【日 時】１０月２１日（金）                           

【内 容】                                                                                    
時間／項目 内容 備考

13：00～13：50

研究公開授業
各教室で参観

２０７４年に向けて、”今”取り組まれている授業を公

開していただく。具体的には次の３つのいずれかが

含まれるとありがたいです。

（（１１））問問いいのの焦焦点点（（問問いいをを立立ててるる授授業業））  

（（２２））観観点点別別評評価価  

（（３３）） II CCTT 活活用用  

（（４４））個個別別最最適適化化さされれたた学学びび  

（（５５））協協働働的的なな学学びび  

1 4：15～14：45

分科会（１）

研究公開授業の振り返り

（各会場）

 

2200 7744 年年のの西西高高をを見見据据ええつつつつ、、今今ででききるる範範囲囲でで研研究究

授授業業公公開開にに取取りり組組んんででももららうう。。  

発発表表者者がが取取りり組組んんだだ 22007744 年年をを見見据据ええたた授授業業をを踏踏まま

ええてて、、参参考考ににななるる点点やや課課題題ににつついいてて振振りり返返るる。。

14：45～14：55／移動 （視聴覚室）  

1 4：55～15：10

全体研修
2200 7744 年年のの未未来来授授業業ををデデザザイインンすするる

Soc i e ty5 . 0 、 少 子 高 齢

化、

15：10～15：20 移動（各会場）  混混成成ググルルーーププ  

1 5：20～16：00

分科会（２）

2074 年の未来授業をデザインする

メインテーマ

「2074 年の宮﨑西高の授業はどうなっているか？」

サブテーマ

・令和の日本型教育（個別最適化と協働的な学び）

にどう取り組むか？

・2074 年に向けて、10 年後の宮崎西高の姿は？

・ ICT 活用と観点別評価の具体的な活用は？

グループによる Jam  boa rd

 

メメイインンテテーーママかかササブブテテーーママはは

各各ググルルーーププのの任任意意ととすするる。。

16：00～16：10／移動 視聴覚室

16：10～16：40

全体会

各グループによる協議内容

報告

・・JJaamm bbooaa rr dd をを共共有有すするる  

・・各各ググルルーーププ 55 分分以以内内ででおお願願いいししまますす。。  

JJaamm bbooaarrdd  
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『『第第３３回回未未来来授授業業研研究究会会』』  案案  

【テーマ】「入試問題にみる「問い」の探究」                    

【目 的】・Ｒ７試作問題では、どのような問いが立てられていて、その問いはどのような資質

能力を求めているのかを分析する。                           

・生徒・教師への共感を深め、課題を見出す。

・令和の日本型学校教育を具現化するプロトタイプをデザインする。

【日 時】３月１８日（金）

【内 容】※耕心カット

１３：００～１３：４５ ５限目

１３：５５～１４：４０ ６限目

１４：４５～１４：５５ 終礼

１５：００～１５：５０ 全体研修

１５：５０～１６：００ 休憩

１６：００～１６：４０ 全体研修（各教科による協議内容報告）

１６：４０～１６：４５ 閉会行事
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『『11 人人一一台台パパソソココンン（（BBYYOODD、、BBYYAADD））』』   

【目  的】  一人一人が問いを立てることができるように（多様性のある学び）、 ICT を活用し、

個別最適化された学びをめざす。  

【内  容】  （１）高校３年生に BYOD を導入、高校２年生にタブレットを貸与。新入学生は

BYAD を導入。  

（２）高校２、３年生に先行的に Goog le  Workspace の導入。きみろんポスター作

成、中間発表に Goog le  S l ide を使用。  

④④   実実施施のの効効果果ととそそのの評評価価   

【【第第１１回回未未来来授授業業研研究究会会】】   

第１回の未来授業研究会の主題は「個別最適化な学び、協働的な学びの構想」であった。

昨年度の３回の研究会の評価やさまざまな意見を踏まえ、職員間にある「問いを立てる授業」

への疑問や不安を言語化し、共有し、具体的に授業構想することを目的とした。  

第１回未来授業研究会ではグラフィックレコーディングを導入した。狙いは視覚的に表現

することで、教科横断的なアイデアの共有を図った。  

【【第第２２回回未未来来授授業業研研究究会会】】   

 第２回未来授業研究会の主題は「令和の日本型学校教育の構想」であった。第１回で生ま

れた構想を、授業に具現化するためのテーマを設定に収束させた。はじめに実際に研究授

業を公開した。そして５つのテーマをそれぞれが選び、自由に構想できるようにした。  

本研究会は職員が深く学ぶ（探究的な学び）になるよう時間割を変更して、午後半日かけ

てじっくり対話ができるようにし、また Goog le  Jam board を使う研修の場も兼ねた。  

  

本年度はまだ第３回未来授業研究会が計画されており、ここで７週間をかけたプロジェクト

を計画している。職員へのアンケートはその後を予定しているため、検証は現段階では実施

しておらず、評価はその後となる。  

 

  

  

  

  

  

  

【【９９】】国国際際化化   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・SSTTEEAAMM ププロロググララムム   

担担当当者者   河河野野翔翔太太   

ａａ．．仮仮説説   

生徒が国際的感覚を身につけるための校内プラットフォームを整備し、恒常的に国際交流

関係の外部プログラムを生徒へ案内することで、本校における国際化が定着し、本校生徒の

自走的・探究的な学習活動が促進されるのではないか。  

ｂｂ．．研研究究内内容容・・方方法法・・検検証証・・今今後後のの課課題題   

((11 ))   研研究究内内容容   

 国際交流を通して、生徒が世界に目を向け、国際的な視点を身につけるための校内プ

ラットフォームの整備をする。具体的には、①海外の学校との連携協定の実現、②台湾留

学サポートセンター主催のオンライン交流会への定期的な参加、③国際交流関係の外部

プログラムを生徒へ案内の３つである。  

((22 ))   方方法法   

 ①  ６月１０日（金）タイの KVIS（カムヌートウィット・サイエンス・アカデミー）との連携協定調印式  

  ②  １１月３０日 (水 )  KVIS とのオンライン生徒交流会  

  ③  ６月１０日 (金 )、１１月１４日 (月 )  台湾留学サポートセンター主催のオンライン討論会  



404040

(( 33 ))  検検証証

① ６月１０日（金） タイの KVIS（カムヌートウィット・サイエンス・アカデミー）との連携協定調印式

両校の関係者がオンラインで一同に会し、終始和やかな雰囲気で滞りなく執り行われた。

② １１月３０日（水 ) KVIS とのオンライン生徒交流会

連携協定を結んで初めての活動となった。

本校より中高合わせて２３名が参加した。互い

の国や学校について、英語で積極的にコミュ

ニケーションをとる姿が見られた。

③ 6/10(金 )、11/14(月 ) 台湾留学サポートセンター主催のオンライン討論会

それぞれ本校より４名が参加した。６月は「１

８歳成人」、１１月は「台湾有事」をテーマに、

台湾の大学生と日本語で意見交換を行った。

自分の意見だけを主張するのではなく、相手

側の意見も尊重しながらディスカッションを行

うことができた。

以上の実施より、生徒が国際的感覚を身に

つけるための校内プラットフォームの土台の基

礎作りを行うことができたと考える。しかし、今

後、本校において国際化が定着し、生徒の自

走的・探究的な学習活動が促進されるには、

これらの活動を活発にするだけではなく、校内

の課題研究活動との連動や、教科をはじめと

する校内組織との連動を強化することが必要

であると考える。

((44 ))  今今後後のの課課題題  

・KVIS とは、今後、数学や理科の分野での共同研究やオンライン交流会を計画したい。ま

た、毎年１月に同校が主催する国際サイエンスフェアへの出場を目指すべく、校内での課

題研究活動と連動させたい。そのためには、英語科のみならず、数学科や理科の協力が

不可欠である。国際化を促進させる校内体制の整備も急務だと感じる。

・台湾留学サポートセンターとは、今後も連携を継続させ、国際交流の機会を提供したい。

・校内に国際交流関係の情報を集約した掲示板を設置し、生徒に周知する体制を整えたい。
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④④「「実実施施のの効効果果ととそそのの評評価価」」   

ⅠⅠ   RR３３年年度度のの本本校校とと全全国国指指定定校校のの SSSSHH 意意識識調調査査のの比比較較   

  ((11))  SSSSHH のの取取組組にに関関すするる生生徒徒のの意意識識のの変変容容にに関関すするる意意識識調調査査     
SSH の取組への利点を意識していた Ｒ３宮崎西（前年度比較）  全国指定校（前年度比較）  

科学技術・理科・数学への取組  46．4％（＋13．1）  58．5％（＋0．3）  

科学技術・理科・数学の能力向上  43．6％（＋11．8）  53．9％（＋0．9）  

理系学部への進学  41．6％（＋10．0）  45．2％（＋0．8）  

大学進学・志望分野探し 45．2％（＋9．6）  50．3％（＋3．6）  

将来の志望職種探し 44．6％（＋11．4）  47．0％（＋1．9）  

国際性の向上  24．4％（＋5．9）  38．6％（－6．5）  

SSH の取組への参加で効果があった  R3 宮崎西（前年度比較）  全国指定校（前年度比較）  

科学技術・理科・数学への取組  46．6％（＋12．1）  61．8％（＋8．4）  

科学技術・理科・数学の能力向上  42．0％（＋11．2）  55．0％（＋16．2）  

理系学部への進学  36．3％（＋9．8）  40．0％（－5．4）  

大学進学・志望分野探し 44．2％（＋10．6）  49．4％（＋10．0）  

将来の志望職種探し 40．8％（＋9．4）  45．3％（－4．5）  

国際性の向上  24．8％（＋7．0）  40．2％（＋0．8）  

      本校 SSH への取組について、「科学技術・理科・数学への取組」等、各項目に対して

「利点を意識していた」と回答した本校生徒の割合は「国際性の向上」を除いて、R２年度

に比べて１０％ほど増加している。また「国際性の向上」に至っても５ .９％増加しており、本

校 SSH の取組の普及が進んできたと考えられる。また、SSH の取組への参加によって「効

果があった」と回答した割合もすべての項目で増加し、特に「科学技術・理科・数学への

取組」や「能力向上」、「大学進学・志望分野探し」の項目では前年度より１０％以上増加

した。ただし、全国平均にはまだ達していないので、さらなる探究活動の推進で向上してい

くものと考えられる。  

((22))  SSSSHH ののププロロググララムムにによよるる生生徒徒のの ccoommppeetteennccyy へへのの効効果果にに関関すするる意意識識調調査査   

興味・関心・意欲が向上した  本校生（前年度比較）  
全国指定校  

（前年度比較）  

科学技術への興味関心  42．3％（＋4．6）  56．4％（－5．4）  

科学技術に関する学習への興味関心  39．5％（＋4．9）  50．3％（－4．8）  

未知の事柄への興味（好奇心）  64．5％（＋8．1）  71．4％（－2．6）  

科学技術・理科・数学の原理への興味  46．7％（＋5．2）  56．8％（－2．3）  

観察・実験への興味  52．2％（＋4．3）  61．7％（－2．2）  

学んだことを応用する  52．3％（＋5．2）  63．9％（－2．5）  

科学技術を社会で正しく用いる  37．7％（＋4．0）  53．8％（－2．4）  

自分から取り組む（主体性）  56．2％（＋1．7）  69．0％（－2．7）  

周囲と協力して取り組む（協調性）  52．6％（＋5．3）  70．3％（－2．3）  

粘り強く取り組む 51．9％（＋2．4）  63．5％（－12．3）  

独自のものを作り出す（独創性）  50．0％（＋7．6）  56．8％（－2．8）  

発見する力（問題発見力）  56．0％（＋7．6）  67．1％（－2．8）  

問題解決力  54．3％（＋3．9）  67．8％（－2．7）  

探究心  57．6％（＋6．8）  66．4％（－2．3）  

考える力（洞察力・発想力・論理力）  60．9％（＋5．7）  73．4％（－1．9）  

成果を発表、伝える力（レポート・プレゼン）  56．1％（＋9．5）  70．0％（－1．0）  

英語表現力  28．8％（＋1．4）  36．1％（－2．4）  

国際性国際感覚）  22．2％（＋0．8）  34．9％（－2．1）  

      「興味・関心・意欲の向上」については、すべての項目（competency）において第 1年次

より増加した。 

      特に「好奇心」「考える力」など全校生徒の割合が６０％を超え、１８項目中１２項目で

「向上した」と回答した全生徒の割合が５０％を超えるアンケート調査結果であった。(１ )の

アンケート結果同様に、SSH 指定以降の認知度が増し、全校体制の取組によって元々意

識の高い理数科生のみならず、普通科生の意識が高まっていると考えられる。 

また、competency ごとに前年度比較すると、変化の大きい順に「成果を発表、伝える力」
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（＋９ .５％）、「好奇心」 (＋８ .１％ )「独創性」「問題発見力」（ともに＋７ .６％）、「探究心」

（＋６ .８％）となっており、本校の全校生徒の「一人一研究一論文」に向けて取り組んでい

る探究活動のプログラムによる効果ではないかと考える。 

本校の意識調査の結果はどの項目もまだ全国 SSH指定校の平均値を下回っているが、

前回の結果よりその格差は縮まってきており、現プログラムを継続しながらより改善・改良を

図っていかなければならないと考える。なお、R３年度意識調査（宮崎西・全国指定校）とＲ

２年度（宮崎西）意識調査のデータを比較したグラフを「❹関係資料-p.５７資料⑱」に掲

載した。 

ⅡⅡ   本本校校のの育育成成すすべべきき資資質質能能力力（（NNFFCC））アアンンケケーートトのの年年度度別別比比較較   

   SSH研究指定以降、本校では育成すべき資質能力（「知識理解」「思考・判断・表現力」「感

性」「探究心」「主体性」「行動力」「自他肯定力」「協働力」「創造力」「想像力」「道徳心」）を

設定し、年間２回（前期７月、後期３月）附属中学生も含む全生徒にアンケートを実施している。

実施から３年を経過して各 competency の変容についてのアンケートを集約して３年間の変容

比較を行い、次のような結果を得ることができた。本校で作成したルーブリック評価票を活用して、

現在の各 competency に対する現状を 4 段階（S・A・B・C）レベルで自己評価させている。その

評価を S→「４」、A→「３」、B→「２」、C→「１」と変換し、その数値の学年全体・学科別平均をと

り、「年度別比較」、「３年間推移」をデータにまとめた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

中学校全学年ともに３年間の中で自己評価が最も低かった。本年度前期のアンケート結

果であるが、やはりコロナ感染防止の対応による様々なプログラムが実施できなかった影響が

あるのではないか。 

高校についてはどの学年においても、R２年度から R４年度へと評価が高くなってきており、

SSH のプログラムの効果が出てきているのではないか。中高一貫のプログラムの観点から探究

活動の継承に繋がるように見直していきたい。（上の表から年度別比較、学年推移のレーダ

ーチャートを「❹関係資料-p.５８資料⑲」に掲載した。）  
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⑤⑤  ｢｢SSSSHH 中中間間評評価価ににおおいいてて指指導導をを受受けけたた事事項項ののここれれままででのの改改善善・・対対応応状状況況｣｣  

本校は令和２年度指定校であるため、『令和４年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発実施

報告書等 作成要領』の８ページ⑤にしたがい、記載をしない。 
  

⑥⑥  ｢｢校校内内ににおおけけるる SSSSHH のの組組織織的的推推進進体体制制((３３年年次次))｣｣  

○ 全教職員が相互に連携し、探究活動に関与する｢全校体制｣の構築  

事業推進の組織体制における各校務分掌の役割については、【❹関係資料－p.５３資料⑬】

に示した。３年次は校務分掌を横断した組織を整備し、学校経営方針とＳＳＨ事業のテーマとの

一体性を重視しながら、校長を中心とした全校での取組を行っている。 

〔〔ＮＮＦＦＲＲ〕〕(Nishikou Future Research の略) … 校長の学校経営方針およびＳＳＨ事業のテーマを   

実現するために、副校長、高校および附属中学校教頭、主幹教諭で構成される会議。本校の

教育課題を解決する方針を議論して、運営委員会･ＳＳＨ推進委員会に浸透させている。 

〔〔ＳＳＳＳＨＨ推推進進委委員員会会〕〕… ＮＦＲの方針を具体的に実現する議論を行うとともに、ＳＳＨ推進課から   

の企画･運営実施案を定期的に審議する。各校務分掌間で共通理解をもって実行するための

要として機能している。 

〔〔研研究究部部  ＳＳＳＳＨＨ推推進進課課･･図図書書情情報報課課〕〕… 担当教頭と研究部主幹教諭のもと、ＳＳＨ推進課は、Ｓ   

ＳＨ事業の企画･運営実施、調査･分析、探究活動担当者会、国際交流および地域連携を担

う。図書情報課は、先行研究や文献の調査、ICT の利活用により探究活動を支援する。 

〔〔未未来来授授業業研研究究会会〕〕… ｢問い｣を立てる授業を実現するため、年３回の全体研修、毎週の教科代

表者会を通じて働きかけを行う研修組織。 

〔〔探探究究活活動動担担当当者者会会〕〕… ｢全校生徒１,０８０名規模で一人一研究一論文執筆を実践し、その探 

究の質を向上させる｣ために、学年会と探究活動担当者が互いに連絡しあう組織。 
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⑦⑦  ｢｢成成果果のの発発信信･･普普及及｣｣  

本校 SSH 事業において研究開発できた成果について次のように発信･普及を図った。 

((11))  学学校校ホホーームムペペーージジ((以以降降、、学学校校 HHPP とと略略記記 ))のの活活用用   

まず３年次は図書情報課の情報担当教諭の協力を得て、SSH 先進校の実例にならい、目

的の SSH コンテンツにアクセスしやすくなるように工夫を行った。 

２年次までは、学校 HP のコンテンツは本校の総務部広報課でないと更新ができなかった。

３年次から SSH 事業の研究成果などを適時に発信していくため、研究部 SSH 推進課からも

学校 HP を編集できるように改善、そのための研修会も課内で実施した。その結果、多くの教

材や情報が随時、発信でき、開発教材は HP から自由にダウンロードできるように公開した。   

次は、ダウンロードできる主なコンテンツである。 

○計算機実験入門講座  

・理数科１ ,２年、普通科理文クラス１ ,２年の学校特設科目｢きみろん Comp.｣で使用するテ

キスト。 

○４つの模擬探究  

・３年次から大きく実施内容を見直した学校特設科目｢きみろんⅠ｣の模擬探究で使用す

るテキストで，文部科学省検定教科書｢理数探究基礎｣と併用している。  

○生徒探究活動の成果物や活動履歴をもとにした STEAM プロジェクトのルーブリック評価        

 表  

・ポスターなどの成果物を評価するために研究開発当初，独自に作成した理念となるルー

ブリック評価表である。原型として保存し，現在では使用していない。 

○SSH ポスターセッション自己評価とアンケート 

・ポスターセッション翌日に使用する。生徒の自己評価用のルーブリックである。  

○生徒の課題発見につなげるワークシート 

・２年次に高校１年生の課題設定プログラムに用いたワークシート類である。生徒が自分の

関心事から少しずつ絞り込んで課題を設定させる意図で作成した。 

○君にしか書けない論文コンテスト用テキスト『きみろん』  

・１ ,２年次に探究活動時にテキストとして使用したものであるが，３年次からは使用していな

い。 

○先行研究･文献調査マニュアル 

・研究部  図書情報課が作成した先行研究や文献等の調査方法をまとめたマニュアル資

料である。探究活動の初期に，この資料を用いた説明動画を流して指導に用いている。 

 

((22))  地地域域のの反反響響やや報報道道機機関関のの取取材材へへのの対対応応   

１年次から SSH 事業の内容や生徒の探究成果に関わる報道取材に積極的に応じてきた。

これらの報道取材や問い合わせに応じることで、本校 SSH が科学技術人材育成を推進する

ものとして徐々に地域に理解され、認知されるようになった。 

・新聞報道は、１年次に４件、２年次に７件、３年次に８件あった。 

・ＴＶ報道は、３年次に３件あった。 

・企業から探究成果についての問合せは、２年次に１件 (宮崎 )、３年次に１件 (山形 )あっ

た。３年次には大手人材広告企業から探究活動についての１件の問い合わせがあった。 

 

((33))  SSSSHH 事事業業をを含含めめたた学学校校訪訪問問のの受受入入れれ地地域域のの反反響響やや報報道道機機関関のの取取材材へへのの対対応応   

SSH 事業も含めた本校教育に関連する学校訪問にも対応した。何れの場合においても本

校の事業内容を説明するとともに、生徒が行った探究の成果、進路指導に与える影響などを

紹介した。 

・２年次は長崎県立大村高校，鹿児島県立国分高等学校の２校の訪問。 

・３年次は広島県立呉三津田高等学校，愛知県議会議員１名の２件の訪問。 
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((44))  探探究究活活動動指指導導にに関関すするる講講演演活活動動   

     ２０２２年１１月２２日、宮崎県立都城泉ヶ丘高等学校において、令和４年度宮崎県高等

学校等教育研究会理科部会  化学部会南部地区会に本校の SSH 推進課主任の中原指導

教諭が招聘され、｢科学系 (化学系 )部活動の活性化｣と題して講演した。この模様は Zoom

で、希望する高校に配信され、広く宮崎県内で視聴された。この中で生徒が設定する探究課

題が探究の成否を大きく左右すること、どのように探究課題を設定させるかを本校の事例も

交えて語った。 

  

((55))   本本校校正正門門ににおおけけるる懸懸垂垂幕幕のの設設置置   

本校が令和２年度 SSH 指定校であり、その

研究開発課題を示す懸垂幕を正門から最もよ

く見える場所に設置して、本校前を行きかう一

般の方々や地域の中学生等に示している。２

本目の懸垂幕で第６５回日本学生科学賞入

賞した普通科生徒が、国際学生科学技術フェ

ア ISEF2022 Atlanta 大会の日本代表に選出

されたことを、３本目の懸垂幕で令和４年度全

国高校総合文化祭東京大会自然科学部門に

おいて理数科生徒が最優秀賞を受賞したこと

を校内外に示している (２０２３年１月現在 )。 

こうすることで、本校生徒や入学を志望する

中学生等に、身近なところにロールモデルとな

る高校生がいることを印象づけている。 

 

 

((66))  MMSSEECC フフォォーーララムムへへのの生生徒徒参参加加   

MSEC とは２０１９年に宮崎県教育委員会が設置した『みやざき SDG's 教育コンソーシア

ム』  Miyazaki SDG's Education Consortium の略称である。毎年７月に、宮崎県教育委員

会が中心となり探究成果発表会｢ＭＳＥＣフォーラム｣が開催されている。 

本年度は、２０２２年７月１３日に開催され、県内の MSEC 加盟校１４校の生徒、約３６０作

品 (約１５００名 )が、ポスターセッションもしくはオンラインで、科学や地域活性化など幅広いテ

ーマで探究成果を発表し、課題解決に向けた学習を深めた。 

本校も本年度１５名 (日本語発表１４名，英語発表１名 )の生徒を発表者として派遣し、探

究成果の発表を行った。他校はグループで地域の課題を扱う地域探究が多いのに対し、本

校の一人一研究という方針は県内でも特異であり、授業等から発想した｢問い｣に基づく教科

学習に近い探究が多いことから、他校の関心を集めた。こうした他校と異なる探究のさせ方･

手法、そしてその中で培われた本校生徒の独自性と創造性を大いにアピールできたものと考

えられる。 
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⑧⑧  ｢｢研研究究開開発発実実施施上上のの課課題題及及びび今今後後のの研研究究開開発発のの方方向向性性｣｣  

 

〔第２年次〕の研究開発実施報告書の本項において、研究開発上、数々の課題が山積して

いることを述べた。当初の計画では生徒個人に論文執筆のノウハウを伝え、生徒全員に論文を

提出させることが主眼となっていて、｢いかに探究をさせるか｣という重要な過程が十分に顧慮さ

れていないことが、〔第２年次〕の大きな問題点だった。この課題を改善し｢全校生徒１０８０名規

模で一人一研究一論文執筆を実現し、探究の質を高める｣という目標に近づくため、〔第３年

次〕で大幅な計画変更を本校の全教職員に諮り、実行した。それでも常に研究開発上の課題

発見があり、さらなる PDCA サイクルを活かした研究開発が必要となっている。 様式２-１｢❷令

和４年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発の成果と課題｣の｢②  研究開発の課題｣で

は、〔第３年次〕における研究開発実施上の課題について詳述したので、本項では｢②  研究開

発の課題｣に対する｢今後の研究  開発の方向性｣について述べたい。 

 

((11))  ココアア人人材材育育成成ののたためめのの｢｢ききみみろろんん EExxpptt..｣｣｢｢ききみみろろんん CCoommpp..｣｣充充実実のの方方向向性性   

〔第３年次〕の SSH 先進校視察結果および第２回 SSH 運営指導委員会での御意見も  

踏まえ、理数科を科学技術系のコア人材育成の学科として特化するために、｢きみろん   

Comp.｣および｢きみろん Expt.｣の進め方について、次のように〔第４年次〕で実行することにし

た。【❹関係資料-p.５４資料⑭⑭】   

  (ｱ) 実際に探究活動を実践する理数科｢きみろん Expt.｣(木曜６･７限目の２単位 )と普通    

科｢きみろんⅡ｣(木曜７限目の１単位 )は、同時展開する時間はあるが、活動の場となる

探究講座は別々にして、理数科には時間的にも技術的にも普通科より高度な探究    

を行わせることにする。〔第３年次〕に実現した全校体制により、理数科では数学･理    

科などの教科が中心となる１０講座 (１講座が教師１名，生徒１２名 )が、普通科では３５    

講座 (１講座が教師１名，生徒６～７名 )が編成できるものと考えている。 

  (ｲ ) 令和７年度大学入学共通テストに情報が導入されるにともない、理数科情報の代    

替科目｢きみろん Comp.｣も対応を迫られている。しかし、｢情報Ⅰ｣の教育内容に含ま   

れる「コンピュータとプログラミング」などは従来、本校が研究開発を進めてきた｢きみろん

Comp.｣と重複する内容も多く、本校独自テキストを使用しての授業展開を継続する方

向で進めていきたい。 

  (ｳ) ｢きみろん Expt.｣｢きみろん Comp.｣は普通科生徒にも門戸を開く。｢きみろん Expt.｣と 

   と｢きみろんⅡ｣は木曜日７限目に同時展開することにより、普通科生徒も希望により   

理数科生徒と一緒に｢きみろん Expt.｣の活動に参加することを認める。 

 

((22))  全全教教職職員員へへのの研研修修、、生生徒徒全全体体へへのの全全体体説説明明   

〔第３年次〕の大幅な計画見直しと実施により、教職員１名あたりのファシリテーションを行う

生徒数を少数にして、丁寧な指導ができるような枠組みができた。  

しかし、教職員の一部は、生徒の探究成果に対する理想が高い。他方、理想的な状態に

生徒の探究を早く到達させるノウハウを提供するよう、担当課に求めてくる傾向も見られた。

生徒に校外で発表させることで生徒が学ぶことも多いにもかかわらず、探究成果に対する理

想から、理想に達していない探究成果を校外で発表させることに抵抗を示す教職員の意見も

あった。そうした事象の背景には、従来の教科指導の考え方が未だに色濃く残っているため

と考えられる。すなわち教職員が一からすべてを順序立てて教え込まなければ生徒は育成さ

れないと考えられており、生徒が探究の中で自ら育っていくという考えをもてないためと考えら

れる。そして、生徒の探究成果が理想に達しないのは、自らの指導スキルが低いためであると

いう認識をもっているものと思われる。 

それは生徒も同じで、自分の成果に自信がもてず、それは自分の能力不足が原因と思い

込み、校外発表を躊躇する場面があった。教職員も生徒も、探究活動では失敗とその反省

を繰り返し、そこから学ぶことが多いことを理解できていないのである。 

そこで、〔第４年次〕では次の事項に留意し、計画にそって研究開発を推進したい。  
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⑧⑧  ｢｢研研究究開開発発実実施施上上のの課課題題及及びび今今後後のの研研究究開開発発のの方方向向性性｣｣  
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は、〔第３年次〕における研究開発実施上の課題について詳述したので、本項では｢②  研究開

発の課題｣に対する｢今後の研究  開発の方向性｣について述べたい。 

 

((11))  ココアア人人材材育育成成ののたためめのの｢｢ききみみろろんん EExxpptt..｣｣｢｢ききみみろろんん CCoommpp..｣｣充充実実のの方方向向性性   

〔第３年次〕の SSH 先進校視察結果および第２回 SSH 運営指導委員会での御意見も  

踏まえ、理数科を科学技術系のコア人材育成の学科として特化するために、｢きみろん   

Comp.｣および｢きみろん Expt.｣の進め方について、次のように〔第４年次〕で実行することにし

た。【❹関係資料-p.５４資料⑭⑭】   

  (ｱ) 実際に探究活動を実践する理数科｢きみろん Expt.｣(木曜６･７限目の２単位 )と普通    

科｢きみろんⅡ｣(木曜７限目の１単位 )は、同時展開する時間はあるが、活動の場となる

探究講座は別々にして、理数科には時間的にも技術的にも普通科より高度な探究    

を行わせることにする。〔第３年次〕に実現した全校体制により、理数科では数学･理    

科などの教科が中心となる１０講座 (１講座が教師１名，生徒１２名 )が、普通科では３５    

講座 (１講座が教師１名，生徒６～７名 )が編成できるものと考えている。 

  (ｲ ) 令和７年度大学入学共通テストに情報が導入されるにともない、理数科情報の代    

替科目｢きみろん Comp.｣も対応を迫られている。しかし、｢情報Ⅰ｣の教育内容に含ま   

れる「コンピュータとプログラミング」などは従来、本校が研究開発を進めてきた｢きみろん

Comp.｣と重複する内容も多く、本校独自テキストを使用しての授業展開を継続する方

向で進めていきたい。 

  (ｳ) ｢きみろん Expt.｣｢きみろん Comp.｣は普通科生徒にも門戸を開く。｢きみろん Expt.｣と 

   と｢きみろんⅡ｣は木曜日７限目に同時展開することにより、普通科生徒も希望により   

理数科生徒と一緒に｢きみろん Expt.｣の活動に参加することを認める。 

 

((22))  全全教教職職員員へへのの研研修修、、生生徒徒全全体体へへのの全全体体説説明明   

〔第３年次〕の大幅な計画見直しと実施により、教職員１名あたりのファシリテーションを行う

生徒数を少数にして、丁寧な指導ができるような枠組みができた。  

しかし、教職員の一部は、生徒の探究成果に対する理想が高い。他方、理想的な状態に

生徒の探究を早く到達させるノウハウを提供するよう、担当課に求めてくる傾向も見られた。

生徒に校外で発表させることで生徒が学ぶことも多いにもかかわらず、探究成果に対する理

想から、理想に達していない探究成果を校外で発表させることに抵抗を示す教職員の意見も

あった。そうした事象の背景には、従来の教科指導の考え方が未だに色濃く残っているため

と考えられる。すなわち教職員が一からすべてを順序立てて教え込まなければ生徒は育成さ

れないと考えられており、生徒が探究の中で自ら育っていくという考えをもてないためと考えら

れる。そして、生徒の探究成果が理想に達しないのは、自らの指導スキルが低いためであると

いう認識をもっているものと思われる。 

それは生徒も同じで、自分の成果に自信がもてず、それは自分の能力不足が原因と思い

込み、校外発表を躊躇する場面があった。教職員も生徒も、探究活動では失敗とその反省

を繰り返し、そこから学ぶことが多いことを理解できていないのである。 

そこで、〔第４年次〕では次の事項に留意し、計画にそって研究開発を推進したい。  
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  (ｱ ) 〔第３年次〕では、｢探究活動担当者会｣の動きを活発化し、教職員全体の研修の     

機会も増やしたが、どのようにすれば生徒の探究活動を活性化できるのか、何が    

有用なのかということが、実際には十分に認識されていなかった可能性が非常に     

高い。そうした教職員の認識不足が生徒の活動にも影響を与えているものと考え    

られる。〔第４年次〕は、教職員全体の研修の機会をさらに系統的に実施し、校外の先

進的な事例とあわせ、校内で探究が活性化できた事例を情報提供する必要がある。 

    生徒に対しても同様と考えている。各学級･講座で担当する各教職員が本校独自テキ

ストの文章を用いて伝えられる整理された情報も多いが、伝える教職員によって強調す

る点が異なることも多い。こうした伝達の小さな差違が、全生徒による｢一人一研究一論

文執筆｣の実践では大きな差違となって現れると思われる。むしろ担当課による全体講

義や講義ビデオによる紛れのない口頭説明が差違を生まず、容易に理解されることもあ

り、テキスト文と講義の両面から情報を整理して伝達するのが好ましいと考えられる。  

  (ｲ ) 生徒には、自分の興味や関心に立脚した課題設定をさせながらも、その中で生     

徒自身が所属する社会の問題解決を意識させ、試みに終わってもかまわないが、    

問題解決の一端を担わせることで、主体性をもった社会の構成員を育成する必要     

があると思われる。そのためには、高校の教育課程を超えて広く地域社会や自然     

環境等を見聞し、生きた人々の言説を聴く機会を担当課で設定する必要がある。  

  (ｳ) 〔第４年次〕においては、自信をもって積極的に校外発表をさせるというよりも、まずは

他校の成果のよさは何であったか、実感したことを自校に持ち帰らせることを目標に生徒

を校外発表に送り出す実践を行いたい。ある意味、他校と自校の比較により、生徒が自

分たちの強みと弱みを知り、それを自校で共有する学習が、やがては校内での探究活

動の活性化につながると考えられる。 

  (ｴ ) 生徒がもつ興味･関心の広範な方向性に対応できる外部メンターを開拓して蓄     

積するとともに、生徒が随時、メンターと連絡が取れるシステムを確立する。  

 

((33))  本本校校 SSSSHH 事事業業のの研研究究開開発発課課題題とと探探究究過過程程おおよよびび SSSSHH 事事業業全全体体のの評評価価   

〔第４年次〕以降は研究開発が真に進捗しているかどうかの評価規準を再度策定し、本来

的な研究開発を行っていく必要がある。特に、〔第２･３年次〕に整備した１学年「きみろんⅠ」

の｢模擬探究｣プログラム、｢探究講座別探究課題設定｣プログラム、２学年「きみろんⅡ」の

「ゼミ別探究活動」プログラム，「きみろん Expt.」の｢探究過程プログラム｣｢ポスターセッション｣

プログラムで育成される資質･能力の評価規準を明確にし、それらの伸長状況を従来から詳

細に分析･評価しなければならない。そのために作成されたルーブリック評価表は、プログラム

開始前に教職員と生徒に示すことで，教職員･生徒ともに目指す到達点を意識できるように

なると考えられる。 

研究開発課題に掲げられながらも、不明確であった「未来イノベーションを牽引する人材」

を育成する「宮西型 STEAM プログラム｣とは何か、それはどのような教育課程か、宮西型と呼

べる独自性のある具体的方策とは何か、再度見つめなければ、今後、本校 SSH 事業の研究

開発全体の進捗状況を正当に評価することはできない。〔第３年次〕終了から〔第４年次〕当

初に早急に本校 SSH 事業全体の評価規準を再構築する必要がある。 
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❹❹関関係係資資料料                         【【教教育育課課程程 AA 表表】】   
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❹❹関関係係資資料料                         【【教教育育課課程程 AA 表表】】   
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【【教教育育課課程程 CC 表表】】   
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【【資資料料①①】】令令和和４４年年度度〔〔３３年年次次〕〕ででのの探探究究活活動動のの実実施施概概要要  
 

 

 

 

 

  

【【資資料料②②】】 IISSEEFF  22002222 のの発発表表用用 QQuuaadd  CChhaarrtt 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

【【資資料料③③】】課課題題研研究究のの英英文文ポポススタターー  
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【【資資料料①①】】令令和和４４年年度度〔〔３３年年次次〕〕ででのの探探究究活活動動のの実実施施概概要要  
 

 

 

 

 

  

【【資資料料②②】】 IISSEEFF  22002222 のの発発表表用用 QQuuaadd  CChhaarrtt 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

【【資資料料③③】】課課題題研研究究のの英英文文ポポススタターー  
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【【資資料料④④】】教教員員かからら見見たた，，生生徒徒のの｢｢６６つつのの力力｣｣のの伸伸長長状状況況   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【【資資料料⑤⑤】】系系統統別別大大学学進進学学者者数数のの推推移移   

 

 

 

 

 

 

 

【【資資料料⑥⑥】】教教員員のの SSSSHH  探探究究活活動動にに対対すするる取取組組のの変変化化   
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【【資資料料⑦⑦】】探探究究活活動動をを支支ええるる事事前前研研修修･･ブブリリーーフフィィンンググのの効効果果   

 

 

  

【【資資料料⑧⑧】】探探究究的的視視点点ををももっったた授授業業実実践践   

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

【【資資料料⑨⑨】】校校外外研研究究発発表表大大会会ででのの主主なな上上位位受受賞賞作作品品   
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【【資資料料⑦⑦】】探探究究活活動動をを支支ええるる事事前前研研修修･･ブブリリーーフフィィンンググのの効効果果   

 

 

  

【【資資料料⑧⑧】】探探究究的的視視点点ををももっったた授授業業実実践践   

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

【【資資料料⑨⑨】】校校外外研研究究発発表表大大会会ででのの主主なな上上位位受受賞賞作作品品   

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

53 

【【資資料料⑩⑩】】科科学学のの甲甲子子園園のの実実技技課課題題にに取取りり組組むむ生生徒徒     【【資資料料⑪⑪】】県県予予選選でで優優勝勝ししたた宮宮崎崎西西 AA  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

【【資資料料⑫⑫】】『『 IInnffoorrmmaattiiccss  CCrreeaattoorr''ss  MMaaggaazziinnee』』のの№№3333  pp88  

【【資資料料⑬⑬】】ＳＳＳＳＨＨ事事業業にに係係るる連連携携体体制制とと役役割割分分担担   
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【【資資料料⑭⑭】】   ３３カカ年年のの探探究究活活動動ププロロググララムムのの概概要要   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

【【資資料料⑮⑮】】   ポポススタターーセセッッシショョンン  教教員員対対象象客客観観評評価価ルルーーブブリリッックク  
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【【資資料料⑭⑭】】   ３３カカ年年のの探探究究活活動動ププロロググララムムのの概概要要   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

【【資資料料⑮⑮】】   ポポススタターーセセッッシショョンン  教教員員対対象象客客観観評評価価ルルーーブブリリッックク  
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【【資資料料⑯⑯】】高高３３ポポススタターーセセッッシショョンン  教教員員客客観観評評価価集集計計表表 
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【【資資料料⑰⑰】】高高３３ポポススタターーセセッッシショョンン  生生徒徒自自己己評評価価集集計計表表 
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【【資資料料⑰⑰】】高高３３ポポススタターーセセッッシショョンン  生生徒徒自自己己評評価価集集計計表表 
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【【資資料料⑱⑱】】ＳＳＳＳＨＨ意意識識調調査査デデーータタ比比較較表表 
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【【資資料料⑲⑲】】本本校校のの育育成成すすべべきき資資質質・・能能力力（（ＮＮＦＦＣＣ））アアンンケケーートト 
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【【資資料料⑲⑲】】本本校校のの育育成成すすべべきき資資質質・・能能力力（（ＮＮＦＦＣＣ））アアンンケケーートト 
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令令和和 44年年度度  宮宮崎崎西西 SSSSHH運運営営指指導導委委員員会会  議議事事録録  

【日 程】 第 1回(令和 4年 7月 20日（水）)、 第 2回（令和 4年 12月 7日（水）） 

【会 場】 宮崎西高等学校 視聴覚室（一部リモート） 

 
【第 1回議事録】  ＞＜＞＜＞＜＞＜＞＜＞＜＞＜＞＜＞＜＞＜＞＜＞＜＞＜＞＜＞＜＞＜＞＜＞＜＞＜＞＜＞＜＞＜＞＜＞＜＞＜ 

   aa))  探探究究のの深深化化、、講講座座制制・・ゼゼミミ制制探探究究活活動動のの推推進進ににつついいてて  

・個人研究の資料はあるか。最後はどうやってまとめているのか。校外の研究発表やシンポジウムへの参加してほしい。                                            

・生徒自身の振り返りのためにも、卒業論文、個人研究の資料の冊子化、学校ＨＰへの掲載を活用する。 

・研究テーマはどのように設定させているか。研究テーマがよく散っているのはどうしてか。 

  

bb))  探探究究テテーーママ設設定定にに向向けけててのの試試みみ  

・45人の教員体制が担保されているのか。講座担当者の異動などへの対応はどうするのか。 

・教員を総動員する場合、研究をしてきた教員と教育に熱を入れてきた教員で考え方、技術など変わる。 

・先生方が指導力をアップするためには先生方にも探究を求めることになる。学生と先生方の両方を一緒に力を付けていって

ほしい。先生方の差やバランスはＳＳＨ校には非常に重要なところである。 

・中高一貫の計画としてはまだまだこれからである。岡山県津山中学校・高等学校の取組を参考にしてほしい。 

・探究で進路と関連させた方がよい。それぞれのサブジェクトに対していろいろなアプローチの方法があるので、どの学問分

野に興味があるのかを考えさせ、進路指導と連携させるのは必須になってきている。  

・探究型の学習、課題研究の学習内容は本当に適切なのか。充分な時間ちゃんと保証されているのか。 

・SSH事業の最大の成果は理数探究。課題研究で一番重要なのはテーマ決定である。 

・探究活動が成功しているのはだいたい 1年、2年、3年で 2単位、2単位、1単位。東京都立富士高等学校を参考に。 

・本当の探究のノウハウを先生達にわかってもらわないといけない。 

・理数科、普通科理系、文系の課題研究はそれぞれ違うのが理想的である。 

・研究の経験の無い生徒や先生方もわかるように知らせるためのテキスト、マニュアルを作るしかない。 

・ルーブリックは授業、学習、イベントも全部作らなければならない。 

・成果が出てきている先進校の知識を踏まえて、本校独自のものを作ってほしい。 

・3学年の論文執筆する時に背景、方法、結果、考察が出てくるが、論文の構成を最後に論文執筆のところで教えるよりも、ま

ず先に論文の外観、基礎的な所やテーマ設定など論理的に教えると先生も生徒もやりやすく、探究課題も見つけやすく、実

験もやりやすいと思う。マニュアルがきちんとある方がより正確に伝えられる。 

・中学校で論文を書いた生徒がいるとミドルリーダー的な役をやってくれると思う。 

 

cc))  成成果果のの表表現現発発信信：：高高校校 33年年生生ポポススタターーセセッッシショョンン  

・参考文献はなんとなく読んだもの、引用文献は引用しているものということを理解してほしい。 

・メンターがうまくいっている学校は都立立川高校と芝浦工大柏高校がある。 

・宮崎西高のポスターはファーストインプレッショで最初から最後まで進めてしまっているものが多い。背景が大事なので背景

と動機は分けて書くこと。仕組みや背景を理解しないまま実験してしまっている。引用文献を読んで理解してから問いを立て

るということを繰り返し、調査・実験をしないとすぐには出てこない問いまでやって、その過程で理解することを背景に書いて

いくとよい。理論と実験は両方やらなければいけない。実験は理論と整合性をとって初めて考察がある。 

・重要なことは中学・高校 6年間でどれだけちゃんと伸びたか。 

・先生の力ではどうにもならないときに外部の能力のある方にお願いしようとするがメンターである。宮崎市内、県内外にどんな

力を持っている人がいるのか情報を集約したい。課題を解決するのには、どんな能力を持った人がいるのかを先生方が気付

いていくことが重要。 

・SSH校は大学、研究機関とか連携しなければいけない。生徒は学校の先生にアドバイスの相手にせず、全部自分でネットを

調べ、やりたい分野の専門家を探し、メールを出し、アドバイスをもらう。 

・西高は世界で相撲をとる生徒を育てなければいけない。世界で活躍するメンターにコンタクトをとり、活用し、学生さんたちの

意識を世界に向けてほしい。 

・九大 QACSP活用しているか。カリキュラム離れできてない。 

・いかに学校の外からもってきて機会を与えるのかが先生たちの仕事だと思う。 

・外部メンターの活用は、理数科と普通科の理系、普通科の文系、である程度分けるべきではないか。 

 

【第２回議事録】 ＜＞＜＞＜＞＜＞＜＞＜＞＜＜＞＜＞＜＞＜＞＜＞＜＞＜＞＜＞＜＞＜＞＜＞＜＞＜＞＜＞＜＞＜＞ 

〇〇中中間間評評価価ヒヒアアリリンンググ報報告告ににつついいてて  

・初めて SSH に取り組むということは非常に困難度も高かったと思う。進めてこられたのは学校全体の取組や姿勢があってこその

ことである。中間評価様式に合わせて、1～3 年次の各課題に対応して、それを改善していこうというその PDCA が確実にセット

アップされてきた。先生方の研修組織作りについては、未来授業研究会、ゼミ・探究講座担当者会などがある。ただ、SSH 事業

の前後の生徒の意識の変容については具体的に表記してほしい。理数探究基礎の履修については学校設定科目で対応して

いる。カリキュラムマネジメントに関しては、理数教科以外の教科横断的な取組を挙げていくとよい。 

・生徒を指導、支援できる先生方のスキルアップを是非ともやってもらいたい。また、英語での発表、英語の文献を読める生徒を

つくる。発表も大事であるが英語を取り入れた論文を如何に取り込んでいくのかが重要だと考える。 
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〇〇高高校校 11年年「「ききみみろろんんⅠⅠ（（理理数数探探究究基基礎礎のの代代替替））」」模模擬擬探探究究ににつついいてて  

Q＞研究テーマを見つけることが１番大変である。高校 2 年生になって進路や自分の興味関心、他者が共感し、影響を与える

内容なども設定していかなければならない。自分の興味あることへの働きかけで何か工夫されていることはあるか。 

A＞高校 1学年 360人に探究とは何かを知ってもらうためのプログラムです。 

Q＞４つの模擬探究のテーマはまったく違う内容で、研究のパターンも異なるわけですが、なぜこの４つの内容にしたのか。 

A＞360名が同時に模擬探究をするので、色々な研究を相互に比較して自分の研究に取り入れるのではないか。 

Q＞自分の興味関心を進めていけば最終的には社会にどのようなインパクトがあるかという社会との繋がりになると思う。社会と

の繋がりがあるからこそ先行研究から学ぶことがでてくると思います。 

A＞テーマを決めるのは非常に重要なことである。 どうやってテーマ設定に結びつけるか大事です。自由研究と課題研究は

違うということをどのように示すか。 社会に目を向ければその研究テーマの社会的なインパクトは何なのか。その研究テー

マを推し進めたら未来に何が見えるかそこを問いかけながらテーマとして確立する方法を学ばせることが大事ではないか。 

A＞この模擬探究は 1年生がテーマを決める前にやることである。1年の後期でテーマ設定をさせるという意味ではこの模擬探

究の実施内容は非常にユニークで面白いと感じた。ただ共通性が少ないので誤解を生じる危険性があると考えたのです

が、自分のグループだけでなく他のグループの研究も比較することができるので色々な研究方法を学ぶことができると思

う。 

A＞理数探究基礎のテキストを使いながらこのプログラムを実施している。まず理数探究基礎を徹底して抑えるべきである。 

A＞探求はまず面白いものだということを理解させる必要がある。 

 

〇〇22年年生生「「ききみみろろんんⅡⅡ」」ににつついいてて  

・１学期よりゼミ別探究活動実施した。 より多くの先生方にゼミの主催をしていただいた。 教員一人当たり生徒 10名程度の

少人数体制をとる。4月には仮テーマ設定、6月 2本目テーマ設定、10月には中間発表、3月にポスターセッションを行う。 

Q＞テーマ設定の時にどのような指針を与えてテーマを設定させているか。 

A＞1年生の段階で 4 ヶ月かけてテーマ設定をしましたが、その時のファシリテートは不十分だったと思います。なかなかテー

マを設定することができなかったということが大きな反省点です。 そこで先生 1人がファシリテートできる生徒の数に限定し

てテーマの設定等をサポートしてきました。 3学期の終わりに探究のテーマとその設定理由をまとめて報告させる。 全て

の報告書に目を通してまだ設定できていないテーマについては個別に話をし、その後 2年時にゼミ担当者に受け継ぐ形

になった 。 

A＞先生方が指針を持たないと難しいと思います。 テーマ設定の指針を決めて設定させた時に研究テーマの内容の変化を見

ることができるのではないか。 

 

〇〇国国際際化化のの取取りり組組みみににつついいてて  

・まだ生徒の研究テーマともう繋がりがあるわけではありませんので、とりあえず国際交流国際化を図るという観点で計画をし

て行く。体制づくりを推進する。生徒と海外をつなぐ。学校と国外でつながる。このことが生徒の探究テーマと繋がり深まって

いくことを目指す。本年度の活動は台湾の大学とのオンライン交流、タイの KVIS 高校との連携協定締結、オンライン生徒

交流会を実施。参加は中学 3年生が 14名高校生。ブレイクアウトルームでタイの高校生と一対一の交流を行いました。本

校は数理・科学系の部活動が盛んで、好成績を収めているそのような制度に世界に飛び出すチャンスを与えられるように国

外に視野を向けて切磋琢磨できる環境づくりをしていきたい。 

・英語で学ぶという姿勢は崩してはならない。異文化を学ぶという観点ならば課題を設定してお互いが意見交換をする。 英

語を学ぶのではない。目的を持った形での国際化を図る。 

・普段の英語科の取り組みが重要である。文部科学省も理科の授業を英語でやる方向で進めている。 

 

〇〇探探究究活活動動ののフファァシシリリテテーーシショョンンににつついいてて  

Q＞課題設定が一番難しいと感じていますが、それが決まれば後は検証方法まで到達すれば後は自然に流れていくのではと

考えます。これまでのご経験から、生徒の課題設定に対する効果的な方法、させ方はないでしょうか。 

A＞企業の目から見ると、やはり新規性（世の中に価値があるかどうか） これまでなかった価値を創造しなければならない。未

知のものに挑戦していけているか（進歩性）が重要である。後は社会に対するインパクトがあるか。それらを生徒と先生で会

話をしながら生徒に寄り添っていく。生徒に答えを出させる。上級生が経験を生かして下級生に教える。  

A＞たとえば「がんの治療」や「英語を話す（他国言語翻訳携帯）」、「バーチャル空間での宮崎の観光誘致」など、最先端のイノ

ベーションの実態を知らないのでは。SSHの取組として、全ての科学分野においてその最先端がどういうところにあってどう

いう世界で動いているのかをある程度は知っておいて、その研究テーマの面白さに導いてほしいと思います。是非先生方

にそのイノベーションを調べていただいて生徒に伝え、そこにどんな問いが生まれてくるのかを期待しています。 

A＞同じ研究テーマをもって研究してきた上級生と同じゼミの中で 1，2年生の探究活動を進めていくような方法が有効ではな

いか。上級生が下級生をサポートするような体制が SSHの取組になるのではないか。 

A＞神戸大学附属中等教育学校を先進校視察してきました。6年の中高一貫校で探究活動は中学 3年生から高校 3年生ま

で同じ時間で探究活動している。本校の場合は高校から入ってくる理数科生もいますので、理数科と普通科を分けて活動

させることは実現可能なのかという議論などもしています。 

A＞西高の授業や発表をみたい。外部連携をもっとすべきである。テーマ設定に関してはもっと試行錯誤をすべきである。生徒

が校外で発表する機会をもっと増やしてほしい。 
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所在地：宮崎県宮崎市大塚町柳ヶ迫 3975番地 2

電話番号：0985－48－1021  FAX番号：0985－48－0783    
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